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このマニュアルの内容

目的

このマニュアルは、WebLogic Integration で Business Process Management (BPM) 
を処理するためのチュート リ アルです。 WebLogic Integration Studio と  Worklist 
アプ リ ケーシ ョ ンを使用してチュート リ アルを進め、 そこで、 3 つのワークフ
ローのサンプルを使用して、 単純な受注シナリオに基づいたワークフローの定義

と実行プロセスを説明します。 Order Processing Trigger、 Order Processing、
Order Fulfillment とい う  3 つのワークフローは、 インス トール先の 
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_tutorial フォルダ内の 
Tutorial.jar パッケージ ファ イルに収納されています。

このチュー ト リ アルで説明する手順に従って、 WebLogic Integration Business 
Process Management コンポーネン トの基本概念の多く を習得し、 Studio の機能
を最大限に利用して ください。 ただし、 このマニュアルはリ ファレンスでもな く

ユーザ ガイ ドでもないので、 Studio や Worklist のすべての機能を説明している
わけではあ り ません。 このマニュアルで言及する特定のテーマに関する詳細につ

いては、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 と 『WebLogic 
Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration リ リー
ス  7.0 よ り非推奨とな り ました。 代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

対象読者

このマニュアルは、 ビジネス  アナリ ス ト 、 ワークフローの設計者など、
WebLogic Integration Studio を使用してワークフローの定義および管理を行う
ユーザを対象と しています。 このマニュアルは、 技術者と技術者ではないユーザ

の両方を同様に対象と しています。
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このマニュアルは、Java 2 Enterprise Edition (J2EE) プラ ッ ト フォーム、Enterprise 
JavaBeans、 BEA Weblogic Server、 eXtensible Markup Language (XML)、 XPath 
言語についてある程度の知識がある こ と を前提と して書かれています。

構成

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

第 1 章 「Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介」 では、
チュー ト リ アルで使用するシナリオとサンプル ワークフローの概要について説
明し、 Business Process Management と ワークフローの概念を紹介します。

第 2 章 「WebLogic Integration Studio 入門」 では、 Studio のユーザ インタフェー
スを紹介し、 チュー ト リ アルのパッケージ ファ イルをインポートする手順につ
いて説明します。

第 3 章 「ワークフロー オブジェ ク ト とプロパティ 」 では、 Order Processing 
Trigger ワークフローを使用して、WebLogic Integration ワークフロー オブジェ ク
ト の使い方を例示し、 あらかじめ定義されているワークフローの編集について実
習します。

第 5 章 「ワークフローの作成」 では、 Order Processing ワークフローの作成方法
とセッ ト アップの手順を習得します。

第 4 章 「ワークフローのノードの定義」 では、 Order Processing ワークフローの
すべてのオブジェ ク ト を定義する手順を、 始めから終わ り まで順番に説明しま
す。

第 6 章 「カスタム例外ハンド ラの使い方」 では、 Order Fulfillment ワークフロー
を使用して、 Studio の拡張機能の 1 つを紹介します。

第 7 章 「サンプル ワークフローの実行とモニタ」 では、 サンプル ワークフロー
を  Worklist アプリ ケーシ ョ ンで実行し、 同時にそのワークフローの進行を 
Studio でモニタする手順を説明します。
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e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ ト で入手できます。
BEA のホーム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して くださ

い。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、Web サイ ト で入手できます。WebLogic Integration 
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を

書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Integration ドキュ
メ ン ト のホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷するマ
ニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

次の WebLogic Integration マニュアルには、 WebLogic Integration の BPM コン
ポーネン ト に関する詳細な情報が記載されています。

� WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド

� WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド

� BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング  ガイ ド

� WebLogic Integration BPM プラグイン  プログラ ミ ング ガイ ド
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サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送 り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の  WebLogic Integration のリ リースをお書
き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート
までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
xii WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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1 Business Process Management 
とサンプル ワークフローの紹介

このチュー ト リ アルで紹介するサンプル ワークフローは 
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_tutorial  フォルダ内の 
Tutorial.jar ファ イルに入っており、WebLogic Integration の Business Process 
Management (BPM) の最も一般的な機能について説明しています。 これらのサン
プル ワークフローは実際に使用されているものではあ り ませんが、 次に挙げる  
Business Process Management の 2 つのク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンを実際に
使用するこ とで、 ご く単純化されたシナリオを体験するこ とができます。 そのク

ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、Studio (設計環境 ) と  Worklist (実行環境 ) の 2 
つです。

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration リ リー
ス  7.0 よ り非推奨とな り ました。 代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

この概要では、 サンプル ワークフローのコンテキス ト を説明し、 全体像を理解
した後で、 チュー ト リ アルの残りの各章でそれを組み合わせて完成できるよ うに

します。 特に、 この節では以下のこ とについて説明します。

� 「シナリ オの概要」 では、 基本的なビジネス  ロジッ クによって、 ワークフ
ローの機能的要件を説明します。 フローチャー ト を使用して関連するプロセ

スを例示します。

� 「BPM 環境の概要」 では、 ビジネス  マネジメ ン ト  コンポーネン ト のアプリ
ケーシ ョ ン コンテキス ト について説明し、 ワークフローによって統合される
多くのアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト間のワークフローのロールを明確に
位置付けられるよ うにします。

� 「WebLogic Integration におけるシナリオのモデル化」 では、 サンプル ワーク
フローで使用する外部コンポーネン ト 、 内部オブジェ ク ト、 インタフェース

を紹介します。 実際に使用可能なコンポーネン ト と、 コンポーネン ト を実

装、 またはシ ミ ュレー トする方法を例題の中で説明します。
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
� 最後に、 「サンプル ワークフローを使った作業」 と 「チュー ト リ アルの使い

方」 で、 インス トールしたサンプル ファ イルの使い方と、 チュー ト リ アル自

体に関する実用的な情報について説明します。

シナリオの概要

このサンプル ワークフローは、 一般的な Web ベースでの受注販売のシナリオ

に、 だいたい基づいています。 いったん受注する と、 承認、 在庫確認、 出荷、 請

求とい う段階を経ながら、 ワークフローによって受注の実行と処理が制御されま

す。 次に、 このシナリオを構成するプロセス とデータについて説明します。

1. 顧客が CDExpress とい う音楽メディ ア小売店にブラウザ ベースの発注フォー
ムなどのオンラ イン メ カニズムを使用して商品を発注します。 その顧客は、
氏名、 連絡用 E メール アド レス、 出荷先の国または州名、 希望商品 （ID お
よび商品）、 発注数量を指定します。

2. 処理システムによってデータが読み取られ、 ID 番号が付けられて受理されま
す。

3. その受注はカスタマサービスに転送され、 顧客の信用情報がチェ ッ ク されま

す。

4. 信用チェ ッ クができなかった場合、 カスタマサービスが顧客に通知し、 正し
い信用情報を取得する必要があ り ます。 これ以降のプロセスは手動で行いま

す。

5. 信用チェ ッ クが通る と、 商品 ID を基に受注商品の現在の目録がデータベー
スでチェ ッ ク され、 出荷可能な商品の数量と受注数量が比較されます。

6. 在庫が十分ではない場合は、 次の新規入庫の到着までその受注は保留されま
す。 新規入庫の在庫表が受領される と、 その在庫が受注に対応可能である と

確認できるまで、 手順 5 が繰 り返されます。

7. 十分な在庫がある場合、 その受注は出荷業務を行う出荷担当者と、 請求書の

発行をシステムに指示する会計担当者に同時に転送されます。

8. 国または州の売上税を含め、 請求書の合計金額の計算に必要な入力の処理中
にエラーが発生した場合、 請求プロセスを開始した会計担当者に通知され、

正しい情報の入力が求められます。

9. 受注に対する合計金額が算出されます。
2 WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド



シナリオの概要
10.次に、 受注品が出荷されたこ とがシステムで確認され、 顧客に E メールで通
知されます。

11.出荷前のト ランザクシ ョ ンにおけるどの時点でも、 顧客からの通知によ り受
注をキャンセルできます。

このワークフローがどのよ う なものかを理解するための基本的なフローチャート

は次の図のとおりです。 各セクシ ョ ンにつけられた番号は、 これまで説明してき

た受注販売の各手順に対応しています。
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
図 1-1   受注販売のシナリオ
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BPM 環境の概要
BPM 環境の概要

Studio のワークフローを使用して、 たとえば、 ク ラ イアン トへの E メールの送信

や手動で行う作業の Worklist ユーザーへの割り当てなどの一定のビジネス  プロ

セスを直接実行できますが、 ほとんどの場合は、 外部のソフ ト ウェア コンポー

ネン ト を統合するワークフローを作成し、 このよ う な外部のプログラム モ
ジュールの呼び出しシーケンスを制御するよ うにワークフローを定義します。 し

たがって、 ワークフローを作成する前に、 Enterprise JavaBeans、 Java ク ラス と

いった、 インタフェースが必要なアプリ ケーシ ョ ンについて外部コンポーネン ト

を識別する必要があ り ます。

このシナリオに必要な外部コンポーネン ト の識別を容易にするため、 はじめに 
WebLogic Server と  Java 2 Enterprise Edition (J2EE) モデル ビュー コン ト ローラ多

層アプリ ケーシ ョ ンの中間層との関連における  WebLogic Integration のロールを

検討します。 分散 J2EE/WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ン内での、 このシナリ

オの実行に必要なその他のコンポーネン ト との関連における  WebLogic 
Integration サーバを次の図に示します。

図 1-2   WebLogic Integration BPM の環境
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
BPM は J2EE フレームワークのビジネス  ロジッ ク  レイヤで図のよ うに動作しま
す。 このこ とは、 ワークフローが Java ク ラスや EJB (Enterprise JavaBeans) など
のビジネス  オブジェ ク ト を直接統合する一方、 他のコンポーネン トやアプ リ
ケーシ ョ ン との通信には、 JMS (Java Message Service) の中間コードを通じて 
XML （eXtensible Markup Language) 言語のメ ッセージを交換する こ と を意味し
ます。

実際には、 外部ク ライアン ト からのインプッ ト の受信やフォーマッ ト を行う フロ

ン トエンド  アプリ ケーシ ョ ン全体は BPM ワークフローには表れません。Web コ
ンポーネン ト と  EJB レイヤとのや り と りが必要な場合に、 ワークフローが処理
を管理します。 このよ うに、 ワークフローの開始は外部イベン ト 、 すなわち 
JMS ト ピ ッ ク上へ該当する  XML ドキュ メ ン トが到達するこ とによって、 通常、
図のよ うに ト リ ガされます。

このフレームワークでは、 通常 BPM ワークフローにこのシナリオの発注プロセ
スは含まれません。 チュート リ アルの目的上、 このプロセスをシ ミ ュレー ト しま

す （詳細については、 「「サンプル ワークフローを使った作業」」 を参照して くだ
さい）。 実際は、 次の図で示すよ うに、 受注が処理プロセスに渡された時点が、

ワークフローの開始とな り ます。

図 1-3   受注販売のシナリオ : 開始のメカニズム

シナリオのフローチャー ト を更新し、 ワークフローの開始点や、 キャンセル通知

のインターセプ トに必要な追加手順をよ り正確に表します。
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BPM 環境の概要
図 1-4   受注販売のシナリオ : 開始と終了
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
WebLogic Integration におけるシナリオの
モデル化

シナリオの定義と  WebLogic Integration BPM 環境の確認を行ったあと、 実際の
プロセス とシナ リオ中のエンティテ ィ を、 WebLogic Integration Studio が生成し
たワークフローのモデル構成にマップする方法を決める必要があ り ます。 マップ

方法の決定には、 以下の点について確認が必要です。

� アプリ ケーシ ョ ンのユーザ 

� アプリ ケーシ ョ ンの機能を動作させるために、 ワークフローからの起動が必

要な外部コンポーネン ト

� シナリオの実行に必要な各種ワークフロー オブジェ ク ト

� ワークフローと外部アプリ ケーシ ョ ン とのや り と りに必要なインタフェース

これらのモデル化の作業については、 以下の節で説明します。

アプリケーション ユーザの定義

実際にワークフローをモデル化する前に、 まず対象となる実際の担当者の観点か

らシステムを定義する必要があ り ます。 Studio は、 用法のコンテキス ト を明確に
する  3 つの構成要素、 すなわち オーガニゼーシ ョ ン、 ユーザ、 ロールを定義し
ます。 これらの構成要素について次の節で解説し、 それぞれがチュート リ アルの

シナリオでどのよ うに使用されるかについても説明します。

オーガニゼーショ ン

オーガニゼーシ ョ ンとは、 企業やサイ ト  ロケーシ ョ ンを表します。 オーガニ
ゼーシ ョ ンは、 Studio 内で作成する  Business Process Management 固有の構成要
素であ り、 WebLogic Server で定義されるユーザまたはグループには対応しませ
ん。 しかし、 ユーザをオーガニゼーシ ョ ンに関連付けて、 ロール （「ロール」 を

参照） をオーガニゼーシ ョ ン内に定義するこ とができます。 ワークフローは、 単

一のオーガニゼーシ ョ ンだけではな く複数のオーガニゼーシ ョ ンにも関連付ける

こ とができます。
8 WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド



WebLogic Integration におけるシナリオのモデル化
このシナリオのオーガニゼーシ ョ ンは CDExpress とい う予め定義されたオーガ

ニゼーシ ョ ンです。

ユーザ

ユーザとは、 Studio と  Worklist ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンのユーザであ り、

WebLogic Server のセキュ リ テ ィ  レルムで定義されます。ユーザは Studio で作成

され、 少な く と も  1 つのデフォル トのオーガニゼーシ ョ ンに関連付けられる必要

があ り ます。 ユーザはどのオーガニゼーシ ョ ン と関連付けられたワークフローに

もアクセス可能ですが、 実行可能なワークフローはユーザを割り当てたオーガニ

ゼーシ ョ ン内のワークフローに限 り ます。 ユーザはロールにも関連付けできます

（「ロール」 を参照）。

こ こで使用する  CDExpress とい うオーガニゼーシ ョ ンには、 Studio で作成した、 
joe、 mary、 admin とい う  3 人のデフォル ト  ユーザがいます。

ユーザとパーミ ッシ ョ ンの詳細は、『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ
ド』 の 「データ管理」 の中の 「ユーザの保守」 を参照して ください。

ロール

ロールとは、 個人のユーザ アカウン ト とは無関係にユーザが実行できる汎用的
なビジネス機能のこ とで、 たとえば、 部門、 職務、 役職などがロールとなる場合
もあ り ます。 このシナリオでは、 カスタマサービス担当者、 会計、 出荷がロール

に相当します。

ロールはオーガニゼーシ ョ ン内に含まれるので、 それぞれのオーガニゼーシ ョ ン

は固有なロールのセッ ト を持つこ とにな り ます。 Studio でロールを作成する際
に、 自動的に WebLogic Server グループを作成できても、 WebLogic Server 上で
コンフ ィグレーシ ョ ンされたグループにロールをマップする必要があ り ます。

また、 1 ユーザに対して 1 ロール、 複数ユーザに対して  1 ロール、 1 ユーザに対
して複数のロールを関連付けできます。 つま り、 1 人のユーザが複数のロールを
受け持った り、 あるいは 1 つのロールを数人で担 う場合もあ り ます。

CDExpress のオーガニゼーシ ョ ンには次のよ う なロール、マッピング、 メンバー 
ユーザが存在し、 それらはすべて予め定義されています。
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
ロールとパーミ ッシ ョ ンの詳細は、『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ
ド』 の 「データ管理」 の中の 「ロールを保守する」 を参照して ください。

外部コンポーネントの指定

このシナリオでは、 目的の作業を遂行するワークフロー内で統合の必要がある  
Web とバッ クエンドのコンポーネン ト を、 以下のよ うに指定できます。

� 顧客が使用するフロン トエンド  アプリ ケーシ ョ ンからの発注やキャンセル要
求を処理するサーブレッ ト

� 受注の合計金額を計算する メ ソ ッ ド と、 データベース内の在庫をチェ ッ クす

る メ ソ ッ ドがある、 セッシ ョ ン EJB

� 受注商品の新規入庫を報告するエンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン

こ こでは、 ワークフローが外部コンポーネン ト と インタフェースを と る方法の詳

細は省きますが （「ワークフロー インタフェースの定義」 で説明）、 この基本の
ワークフローが、 どの時点で外部コンポーネン ト を必要とするかを次の図に示し

ます。

表 1-1  CDExpress のデフォルトのロール、 グループ、 メンバー ユーザ

ロール WebLogic Server グループへのマッピング メンバー ユーザ

CustomerService CustomerServiceCDE admin

Accounting AccountingCDE admin

joe

Shipping ShippingCDE admin

mary
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図 1-5   受注販売のシナリオ : 外部コンポーネント
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
サンプル ワークフローでは、 他のコンポーネン ト に対するインタフェースが
ワークフローで定義されていますが、 上の図の中で識別された EJB レベルのコ
ンポーネン ト だけが組み込まれて実行されます。 したがって、 サンプル ワーク
フローでは外部コンポーネン ト を次のよ うに表します。

1. プロセス全体を起動するフロン トエンドのク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンま
たはサーブレッ ト は供給されません。 このモジュールは 「サンプル ワークフ
ローを使った作業」 で説明する別のワークフローでシ ミ ュレー ト されます。

2. 在庫チェ ッ クのメ ソ ッ ド と して、 WebLogic Integration の lib ディ レク ト リ
に、 セッシ ョ ン EJB の POBean.jar が用意されています。 実際のアプリ ケー
シ ョ ンにおいても、 EJB はデータベースをクエ リ し ます。 このサンプルで
は、 商品 ID のデータベースを  Bean ク ラスにハード コード化した値の配列に
よってシ ミ ュレー ト します。

注意 : POBean EJB は、 WebLogic Integration サーバが起動したと きに自動的
に WebLogic Server 上にデプロイ されます。

3. 実際のアプリ ケーシ ョ ンは在庫の報告には使用されず、 そのアプリ ケーシ ョ
ンに対するインタフェースがサンプル ワークフロー内に作成されます。 詳細
については、 4-51 ページの 「イベン ト の作成 : Wait for New Inventory イベン
ト の定義」 を参照して ください。

4. 合計金額を計算する メ ソ ッ ドは、 POBean.jar セッシ ョ ン EJB に用意されて
います。 実際のアプリ ケーシ ョ ンにおいても、 EJB はデータベースをクエ リ
します。 このサンプルでは、 合衆国各州のデータベースを、 Bean ク ラスに
ハード コード化した値の配列によってシ ミ ュレート します。

5. 発注のキャンセル プロセスのためのコンポーネン トは用意されていません
が、 そのよ う なコンポーネン トに対するインタフェースがサンプル ワークフ
ローに作成されます。 詳細については、 4-71 ページの 「イベン ト の作成 : 
Watch for Cancellation イベン トの定義」 を参照して ください。

ワークフロー オブジェク トの定義

アプリ ケーシ ョ ンで使用する外部コンポーネン トが識別される と、 ワークフロー

に必要なオブジェ ク ト を定義して、 シナ リオ プロセスのモデル化を始める こ と
ができます。 ワークフロー オブジェ ク ト と、 各オブジェク トがサンプル ワーク
フローにおいて果たす機能の例を以下の節で紹介します。
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ノード と接続

ノード とは、 ワークフローを構築し、 ビジネス  プロセスの境界を示す主要な単
位です。 接続によって ノード間の移行が設定されます。 次の表に示す 7 タイプの
ノードを使用して、 ビジネス  シナリオにおけるさ まざまな要件を満たすこ とが
できます。

表 1-2  WebLogic Integration Studio のノード

機能要件 通常モデルの

ノード

Studio での
シェイプ

手動もし くはソフ ト ウェアで行う作業を

指定。

タス ク  ノード

プロセスの境界設定 開始ノード

完了ノード

作業の実行順序を指定 : 順次処理または並
列処理

接続

AND ノード

OR ノード

アクシ ョ ンの繰り返し、 または前の手順

への戻りを指定 （ループ化）

接続
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
通常 1 つのノードの完了が次のノードの起因とな り、 そのフローが特定のアク
シ ョ ンでオーバーライ ド されない限 り、 連続的にアクティブとな り ます （詳細は

「アクシ ョ ン」 を参照）。

イベン トは、 ワークフロー中で待機状態で機能する特殊なタイプのノードです。

イベン トは前のノードの完了によ り アクテ ィブにな り ますが、 イベン トが リ スン

するよ う コンフ ィグレーシ ョ ンされた XML ドキュ メ ン ト の到着後にイベン トが
非同期で ト リ ガされます。 XML メ ッセージは、 外部 JMS キューを通じて外部ア
プ リ ケーシ ョ ンから受け取るか、 内部 JMS キューを通じて別のワークフローか
ら受け取り ます。

注意 : イベン ト  ノードは、 JMS 上の XML 以外のメカニズムを使用できるプラ
グイン定義イベン ト から も、 ト リガできます。 プラグインのプログラ ミ

ングの詳細は、 『WebLogic Integration BPM プラグイン プログラ ミ ング 
ガイ ド 』 を参照して ください。

このサンプル ワークフローでは、 起動、 タスク、 完了などの必須ノード以外に
も以下のノードを使用します。

� 実行するアクシ ョ ンを指定する分岐ノード。 信用チェ ッ クの結果と在庫状況

を基に判定します。

� イベン ト  ノード。 新規入庫を待ち、 顧客の発注キャンセルを監視します。

� AND ノード。 受注完了通知を送信する前に、 出荷と請求の両タスクが完了
しているこ と を確認します。

したがって、 このシナリオを次の図のよ うに表すこ とができます。

判定結果によ り実行するアクシ ョ ンを指

定

分岐ノード

外部イベン ト または特別なイベン トの結

果を基に実行するアクシ ョ ンを指定

イベン ト  ノー
ド

表 1-2  WebLogic Integration Studio のノード

機能要件 通常モデルの

ノード

Studio での
シェイプ
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WebLogic Integration におけるシナリオのモデル化
図 1-6   受注販売のシナリオ : Studio ワークフロー

上記のサンプル ワークフローにおいて、 この単一のワークフローは、 次の図のよ
うに、 メ イン ワークフローとサブ ワークフローの 2 つに分割されています。
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
図 1-7   受注販売のシナリオ : メイン ワークフローとサブ ワークフロー

図で示すよ うに、 サブ ワークフローを呼び出すために追加ノードがメ イン ワー
クフローで使用されています。

第 5 章 「ワークフローの作成」 でノードを引き出し、 それを第 4 章 「ワークフ

ローのノードの定義」 で定義します。

タスク  ノー
ドによって

サブ  ワーク
フローが呼

び出され

る。

メ イン ワークフロー : Order Processing

サブ ワークフロー : Order 
Fulfillment
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WebLogic Integration におけるシナリオのモデル化
アクション

アクシ ョ ンはワークフローの構築に使用する作業の基本単位です。 Studio には 
28 の種類のアクシ ョ ンがあ り、WorkList ユーザに対する手動タスクの割り当て、
プログラム全体の流れの制御、 外部コンポーネン トの統合および情報のや り取り

など、 それぞれが異なる動作をします。

注意 : デフォル トのアクシ ョ ン  カタログを、 プラグインを使用して拡張できま
す。 プラグインのプログラ ミ ングの詳細は、 『WebLogic Integration BPM 
プラグイン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。

アクシ ョ ンはワークフローで見える形では表現されず、 ノード （通常はタスク  
ノード） で指定されます。 ただし、 起動、 判定、 イベン ト、 例外ハンド ラ （「例

外ハンド ラ」 を参照）、 さ らに他のアクシ ョ ンにおいてもアクシ ョ ンを指定でき

ます。

サンプル ワークフローでは次のよ うなアクシ ョ ンを使用する こ とがあ り ます。

� Worklist ユーザに対する承認タスク と出荷タスクの割り当て

� 在庫チェ ッ ク と受注合計金額の計算を行う  POBean EJB の呼び出し

� 顧客への E メール送信

このチュー ト リ アルではさまざまなアクシ ョ ンを使用します。

変数

変数とは、 ワークフローが値を格納できるコンテナであ り、 その値とは、 テキス

ト、 数値、日付、 さ らに Java オブジェ ク トや EJB への参照なども格納できます。
ワークフローのテンプレー ト を定義する場合、 変数は幾つでも作成できます。
ワークフローの有効期間中は変数の値を変更できます。

一般的に、 変数は実行時のワークフローによって収集される実際のデータ項目を
表します。 変数には、 ビジネス  オペレーシ ョ ン （「ワークフロー インタフェース
の定義」 を参照） から返される値、 XML ドキュ メ ン トから抽出される値、 ワー
クフローのアクシ ョ ンによ り明示的に設定される値などがあ り ます。 また、 変数

はワークフローによって、分岐ノードにおける条件の評価や、Worklist ユーザの 
XML メ ッセージへの応答結果の格納など、 さまざまな目的で使用できます。

サンプル ワークフローでは、 以下のよ う なさまざまな機能の変数を使用します。
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
� 顧客名、 ID、 電子メール、 住所、 電話番号、 国または州名、 商品 ID、 商品
名、 数量の表示

� 承認の要求に対する  Worklist ユーザの応答結果の格納

� 在庫確認 プロシージャの結果の格納

変数は第 5 章 「ワークフローの作成」 で作成します。

例外ハンドラ

WebLogic Integration では、 すべてのワークフロー インスタンスまたは実行中の
ワークフローによって、 デフォル ト で使用されるシステム例外ハンド ラが用意さ

れています。 実行中に例外が発生した場合、 システム例外ハンド ラはアクテ ィブ

な ト ランザクシ ョ ンをロール バッ ク し、 再び例外を送出します。

ワークフロー用のカスタム例外ハンド ラ も設定できます。 ロール バッ クや ト ラ
ンザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト時に機能する例外ハンド ラに対して、 特定のアクシ ョ ン

を定義します。

第 6 章 「カスタム例外ハンド ラの使い方」 において、 POBean の calculate() メ
ソ ッ ドに、 無効なデータが渡される可能性に対して対処する例外ハンド ラの定義

と起動を行います。

ワークフロー インタフェースの定義

このシナリオと ワークフローの設計では、 ワークフローは以下に述べる仮想のコ

ンポ - ネン トや実際のコンポーネン ト、 またアプ リ ケーシ ョ ン と もインタフェー
スする必要があ り ます。

� カスタマサービス、 会計、 出荷の各担当者が使用する  Worklist ク ラ イアン ト

� 在庫チェ ッ ク  メ ソ ッ ド と金額計算メ ソ ッ ドを持つ EJB

� 顧客がや り取りに使用するフロン トエンド  Web アプリ ケーシ ョ ン内の、
サーブレ ッ ト などのサーバ側コンポーネン ト

� バッ クエンド在庫レポート  アプ リ ケーシ ョ ン

� 確認メ ッセージの送信先の E メール ク ラ イアン ト
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WebLogic Integration におけるシナリオのモデル化
ワークフローが外部コンポーネン ト と インタフェースをと るためのさまざまな方

式を、 次の図に示しています。

図 1-8   外部コンポーネント と外部アプリケーションとのインタフェース

これらのインタフェースについて、 以下の節で詳し く説明します。

ビジネス オペレーション

Java のク ラスまたは Enterprise JavaBean のメ ソ ッ ドをワークフローから呼び出す
には、 ビジネス  オペレーシ ョ ンを作成します。 ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行
する と、 ワークフローの変数の値を入力パラ メータ と して  EJB または Java オブ
ジェ ク トのメ ソ ッ ドに渡すこ とができます。 パラ メータが渡される と、 これらの
メ ソ ッ ドは値をワークフローの変数に返します。
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
サンプル ワークフローでは、 ビジネス  オペレーシ ョ ンを以下の目的で使用しま
す。

� 在庫チェ ッ ク  タスクの実行のための、 POBean の checkInventory() メ ソ ッ
ドの呼び出し

� 合計金額の計算タスク実行のための、 POBean の calculate() メ ソ ッ ドの呼
び出し

� 実行時の WebLogic Integration サーバ上に Bean のインスタンスを作成する  
POBean の create() メ ソ ッ ドの呼び出し

第 5 章 「ワークフローの作成」 で、 ビジネス オペレーシ ョ ンを定義し、 実行しま
す。

XML ドキュ メン ト

WebLogic Integration のワークフローは、 サーブレッ トやバッ クエンド  アプ リ
ケーシ ョ ン といった異なるタイプのサーバ側コンポーネン ト と非同期方式でや り

と り を行う ため、 JMS ト ピッ クまたはキューにパブリ ッシュ される  XML ドキュ
メ ン ト、 または JMS キューから受け取った  XML ドキュ メ ン ト を通じてデータ
を共有します。

実際に、 複数のワークフロー間で非同期で情報交換する場合にも、 WebLogic 
Integration サーバは、 内部ト ピッ クにポス ト された XML ドキュ メン ト を使用し
ます。 また、 ワークフローと  Worklist ク ラ イアン ト間の通信は、 WebLogic 
Integration アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタフェース （API） を介して行
われますが、 多くの場合、 リ クエス ト とその応答は XML ドキュ メ ン トの形式を
と り ます。

注意 : WebLogic Integration API の詳細は、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ
ン プログラ ミ ング ガイ ド』 と 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参
照して ください。

このよ うに、 これらのワークフローでは、 多くの外部コンポーネン ト との通信、

また内部コンポーネン ト との通信においても、 XML メ ッセージを作成して、 そ
れを  Worklist ク ラ イアン トのユーザや、 外部や内部の ト ピッ クまたはキューに
送信する必要があ り ます。 XML 要素と属性は、 実行時に値が使用されるワーク
フロー変数に対応します。 サンプル ワークフローでは、 送信する  XML ドキュ メ
ン ト を次の目的に使用します。
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WebLogic Integration におけるシナリオのモデル化
� 受注処理アプリ ケーシ ョ ンを ト リガするフロン トエンド  Web アプリ ケー
シ ョ ンによって送信される  XML ドキュ メ ン トの代用

� Worklist ユーザに対する信用チェ ッ ク結果の要求

� Worklist ユーザに対する受注商品出荷先の国または州名の正確なデータの要
求

 XML ドキュ メ ン トは、 その XML ドキュ メ ン トの参照に使用するアクシ ョ ンに
よっては、 特定のワークフローに埋め込むこ とができます。 一方、 そのドキュ メ

ン ト を、 XML ドキュ メ ン トや文書型定義 （DTD）、 そしてワークフロー定義外
のその他の XML エンティテ ィ を格納する  XML リポジ ト リへエクスポー ト した
り、 インポート した りする こ と もできるので、 1 つのワークフロー内で作成した
ドキュ メ ン トにアクセスして別のワークフローに再利用するこ とができます。

XML ドキュ メン ト の作成、 リポジ ト リへのエクスポート 、 リ ポジ ト リからのイ
ンポートは 3-21 ページの 「XML リ ポジ ト リの使い方 : Neworder XML ドキュ メ
ン ト のエクスポー ト 」 と 4-10 ページの 「XPath 文を定義する」 で行います。

イベント  キー

ワークフロー イベン トが受信した XML ドキュ メ ン ト を リ スンするよ う定義する
場合、 イベン ト が想定する ドキュ メ ン トのドキュ メ ン ト  タイプまたはルート要
素を指定します。 受信 XML ドキュ メ ン ト をフ ィルタ処理し、 特定の要素または
属性値を持つ XML ドキュ メ ン ト に限 り イベン ト を ト リガできるよ うにするに
は、 イベン トキーを指定します。 イベン ト  キーは、 ドキュ メ ン ト  タイプ、 およ
び XPath 式によ り  XML ドキュ メ ン ト から抽出される要素の値を識別します。 イ
ベン ト  キーは 1 つのテーブルに格納され、実行時に XML ドキュ メ ン ト から返さ
れた値がサーバのイベン ト  プロセッサによってイベン ト  ノードで指定された
キーの値と比較されます。 一致した場合にイベン トが ト リガされます。 このメ カ

ニズムについては、 4-51 ページの 「イベン トの作成 : Wait for New Inventory イベ
ン ト の定義」 で詳し く説明します。

ワークフローで使用するイベン ト の例には、 以下のよ う な目的で送信される  
XML メ ッセージを認識するためのイベン ト  キーがあ り ます。

�  顧客による発注のキャンセル通知

� 新規入庫の報告

第 5 章 「ワークフローの作成」 で、 イベン ト  キーと  XPath 式を定義します。
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
サンプル ワークフローを使った作業

Business Process Management に使用するサンプル ワークフローでは、 シナリオ
は次の 3 つのワークフローと して実行されます。 すなわち、 メ イン ワークフ
ロー、 サブ ワークフロー、 ト リ ガ ワークフローの 3 つです。 ト リガ ワークフ
ローはチュート リ アルと と もに使用されます。 同じシナリオを単純に 1 つのワー
クフローと して実行する こ と もできますが、長く複雑なワークフローの構築には 
2 つのワークフローにプロセスを分割する方式がよいでし ょ う 。

3 つのサンプル ワークフローの関係を、 次の図に表します。

図 1-9   3 つのサンプル ワークフローの関係
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サンプル ワークフローを使った作業
各ワークフローについてはチュート リ アルの各節で詳し く説明しますが、 各ワー

クフローの概要をこの節で説明します。

� メ イン ワークフロー : Order Processing

Order Processing がメ イン ワークフローです。 このワークフローは、 最初の
顧客リ クエス ト処理から、 在庫チェ ッ クを行い、 タスクの管理をサブ ワーク
フローに渡すまでのタスクを定義します。 Order Processing が再びプログラ
ムの制御を回復する と、 確認通知を送信し、 プロセス全体が完了します。

� サブ ワークフロー : Order Fulfillment

Order Fulfillment は、 在庫チェ ッ ク後に Order Processing ワークフローから
呼び出されるサブワークフローです。 このサブワークフローは、 出荷タスク

と請求タスクを定義します。 これらのタスクが完了する と、 プログラムの制

御はメ イン ワークフローに戻されます。

� ト リガ ワークフロー : Order Processing Trigger

Order Processing Trigger は、 顧客からの発注を受け付ける  Web アプリ ケー
シ ョ ンをシ ミ ュレー トするために組み込まれています。 その結果、 Worklist 
からワークフローを実行できるよ うにな り ます。

このチュー ト リ アルで説明する  3 つのワークフローの完全な使用可能バージ ョ ン
は、 SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_tutorial フォルダの 
Tutorial.jar パッケージに用意されています。 このパッケージには、 テンプ
レー ト 、 テンプレー ト定義、 ビジネス オペレーシ ョ ン、 ワークフローの実行に
必要なイベン ト  キーが入っています。

このチュー ト リ アルの手順に従 う こ と をお勧めしますが、 チュー ト リ アルを使用

せずにデモンス ト レーシ ョ ンと してワークフローを実行したい場合は次のよ うに

します。

1. 2-2 ページの 「WebLogic Integration Studio の起動」 の手順に従って Studio に
ログオンします。

2. Tutorial.jar ワークフロー パッケージ全体をインポート し、 ワークフロー
をアクテ ィブにします。 2-7 ページの 「ワークフロー オブジェ ク トのイン
ポート  : チュート リ アル パッケージ ファ イルのインポート 」 で説明する手順
のステップ 5 のオプシ ョ ン 1 を選択します。

3. 第 7 章 「サンプル ワークフローの実行とモニタ」 の手順に従って Worklist 
にログオンし、 ワークフローを実行します。
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チュート リアルの使い方

このチュート リ アルは、 Studio と  Worklist アプリ ケーシ ョ ンの、 多くの一般機

能の使い方を学習できるよ うに編成されています。 最初の 4 つの各節では、

Studio と ワークフローの設計の異なる側面が 1 つのサンプル ワークフローを

使って強調され、 最後の節ではアクシ ョ ンのワークフロー全体を示します。

第 2 章 「WebLogic Integration Studio 入門」 では、 Studio にログオンし、 Order 
Processing Trigger と  Order Fulfillment のワークフローをインポート して  Studio イ
ンタフェースのさまざまな側面を調べます。 この節で説明する ト ピ ッ クは次のと

おりです。

� Studio の起動と ログオン

� ワークフロー オブジェ ク ト の階層構造

� ワークフロー パッケージのインポート

� フォルダ ツ リーの使い方

� Interface View の使い方

第 3 章 「ワークフロー オブジェ ク ト とプロパティ 」 で、 Order Processing Trigger 
ワークフローを使用してワークフローのプロパティ を調べ、 ワークフローに埋め

込まれている  XML メ ッセージを編集します。 この節で説明する ト ピ ッ クは以下

のとおりです。

� ワークフロー オブジェ ク ト のプロパティ

� ワークフローの式

� ポス トする  XML メ ッセージの表示と編集

� XML リポジ ト リへのドキュ メ ン ト のエクスポー ト

� ワークフローの保存

第 5 章 「ワークフローの作成」 で、 Order Processing ワークフローを次の手順で

新し く作成します。

� ワークフロー テンプレートの作成

� テンプレート定義の作成
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チュー ト リアルの使い方
� 変数の作成

� ワークフロー ラベルの追加

� テンプレー ト定義のアクティブ化

第 4 章 「ワークフローのノードの定義」 で、 変数、 アクシ ョ ン、 その他のワーク

フロー オブジェク トの追加と定義を行い、 Order Processing ワークフローのノー
ドを定義します。 この節で説明する ト ピ ッ クは以下のとおりです。

� イベン トによって ト リガされる開始ノードの作成

� ワークフローの式の作成

� Worklist ユーザとのや り取り

� 分岐ノードによる条件の評価

� ビジネス  オペレーシ ョ ンの作成と実行

� イベン ト と イベン ト  キーの作成

� サブ ワークフローの呼び出し

� ク ラ イアン トへの E メール送信

第 6 章 「カスタム例外ハンド ラの使い方」 では、 Order Fulfillment ワークフロー
を使用して、 WebLogic Integration 例外ハンド ラの機能と、 他の Worklist ユーザ
とのや り取りについて説明します。

最後に、 第 7 章 「サンプル ワークフローの実行とモニタ」 で、 Worklist アプリ
ケーシ ョ ンにログオンし、 サンプル ワークフローを実行しながら、 同時に 
Studio で Worklist アプリ ケーシ ョ ンをモニタします。

このチュー ト リ アルで説明されない  Studio の機能には、 以下のよ う なものがあ
り ます。

� タイマート リガ機能

� タイマーイベン ト機能

� カレンダー機能

� ユーザと ロールのパーミ ッシ ョ ン設定機能

� ビジネス  オペレーシ ョ ンを使用する  Entity Beans と  Java オブジェ ク トの呼
び出し機能
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1 Business Process Management とサンプル ワークフローの紹介
� 実行プログラムの呼び出し機能

� XML イベン トのポス ト用の JMS メ ッセージ機能

� 監査機能

� 作業負荷と統計報告によるワークフロー モニタ機能

� プラグイン機能

これらの機能の使い方については、『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ
ド』 を参照して ください。
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2 WebLogic Integration Studio 入
門

この節では、 Studio ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンについて理解を深めます。
このアプリ ケーシ ョ ンを使用してワークフローの設計を行うために必要な、 以下
の作業について説明します。

� Studio の起動と ログオン

� ワークフロー オブジェ ク トの階層構造

� ワークフローのインポート

� テンプレー ト定義の表示

� インタフェース  ビュー の使い方

� フォルダ ツ リーの使い方

� オブジェ ク ト  プロパテ ィの表示
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2 WebLogic Integration Studio 入門
WebLogic Integration Studio の起動

WebLogic Integration Studio を起動する手順は、 次のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� Windows システムで、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic 
E-Business Platform｜WebLogic Integration 7.0｜ Studio] を選択します。

� UNIX システムで、 WLI_HOME/bin ディ レク ト リに移動し、 コマンド  プ
ロンプ ト に次のよ うに入力して Studio 起動スク リプ ト を実行します。

sh studio.sh

[WebLogic Integration へのログオン ] ダイアログ  ボッ ク スが、 [Business 
Process Management Studio] アプリ ケーシ ョ ン ウ ィン ド ウの前面に表示され
ます。

図 2-1   [WebLogic Integration へのログオン ] ダイアログ ボックス

2. ユーザ名とパスワードを該当するフ ィールドに入力します。 認証済みのユー
ザと して設定されている場合は自分のユーザ名とパスワードを入力できま
す。 認証されていない場合は、 サーバのインス トール時に CDExpress に対し
てデフォル ト値と して与えられたユーザ名を使用します。 使用できるユーザ
名を次の表に示します。
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WebLogic Integration Studio の起動
注意 : ユーザ名とパスワードは大文字と小文字の区別が必要です。 表中の
ユーザ名とパスワードは必ず小文字で入力して ください。

3. [ サーバ URL] フ ィールドで、 WebLogic Integration サーバを稼働させるシス
テムを次のよ うに指定します。

t3://host:7001

この host とは、 コンピュータ名または WebLogic Integration サーバ実行中
のシステムの IP アドレスです。 サーバを Studio アプ リ ケーシ ョ ン と同じコ

ンピュータ上で実行している場合は、 localhost を指定します。

4. [OK] をク リ ッ ク します。 Studio のメ イン ウ ィン ド ウが表示されます。 この
ウ ィ ンド ウは 2 つのペインで縦に分割されています。 右ペインは空白のワー
クスペースです。 左ペインにはオーガニゼーシ ョ ン名の下にフォルダ ツ リー
が表示され、 そのオーガニゼーシ ョ ンにユーザ名が関連付けられています。

5. [ オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン  リ ス トから、 [CDExpress] を選択しま
す。

表 2-1  CDExpress のユーザとパスワード

ユーザ名 Password

joe password

mary password

admin security
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2 WebLogic Integration Studio 入門
図 2-2   [WebLogic Integration Studio] アプリケーション ウィンドウ

ワークフロー オブジェク トの関係

Studio では、 データ とプロセス  オブジェク トは別の階層レベルに表示されます。
これらはユーザが作成する以下のオブジェク ト のコンテナと して考えるこ とがで

きます。

� グローバル オブジェ ク ト

� テンプレート とテンプレート定義

� オーガニゼーシ ョ ン

この節では、 この 3 つのレベルについて説明します。

フォルダ ツリー
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ワーク フロー オブジェ ク トの関係
グローバル オブジェク ト

グローバル オブジェク トは階層構造の最上位のレベルにあ り、 すべてのワーク
フローとオーガニゼーシ ョ ンが利用できます。 コンフ ィグレーシ ョ ン オブジェ
ク ト をフォルダ ツ リーに表示した り、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] メニューからア
クセスした りできます。 オブジェ ク ト には、 カレンダー、 ユーザ、 ビジネス オ
ペレーシ ョ ンやイベン ト  キーなどのよ う なワークフロー テンプレー ト （下記参
照） インタフェース、 およびユーザのパーミ ッシ ョ ンが含まれます。

図 2-3   [ コンフ ィグレーション ] メニュー

テンプレート とテンプレート定義

テンプレー トは複数のワークフロー定義を格納できるフォルダです。 1 つのテン
プレート を複数のオーガニゼーシ ョ ンで共有できます。 テンプレートには自由に

名前を付けられますが、 その名前は一意のものである必要があ り ます。

テンプレー ト  フォルダ内に、 ノード、 アクシ ョ ン、 変数や例外ハンド ラなどの
オブジェ ク ト を含む実際のワークフローであるテンプレー ト定義を作成します。

テンプレー ト定義には、 有効開始日時と終了日時に基づいて自動的にラベルが割

り当てられ、 また複合的なテンプレー ト定義はさまざまなバージ ョ ンのワークフ
ローに対応します。   
WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド 5



2 WebLogic Integration Studio 入門
オーガニゼーション

オーガニゼーシ ョ ンは、 別のレベルの構造を表します。 オーガニゼーシ ョ ンは、

ユーザ、 ロール、 他のワークフローなど、 そのオーガニゼーシ ョ ン内で作成され

たすべてのワークフローがアクセスできるオブジェ ク ト があ り ます。 Studio のイ
ンタフェース画面では、 左ペインにあるフォルダ ツ リーは、 現在選択されてい
るオーガニゼーシ ョ ンのオブジェ ク ト を示しています。

図 2-4   [ オーガニゼーション ] フォルダ ツリー

ユーザとテンプレー ト を複数のオーガニゼーシ ョ ンに関連付けるこ とができます

が、 カレン ト のオーガニゼーシ ョ ンに関連付けられているユーザやテンプレー ト

は [ ユーザ ] と  [ テンプレー ト ] フォルダにそれぞれ一覧で表示されます。

一方、 ロール、 ルーテ ィング、 レポート などの他のオブジェ ク トは、 実際には

オーガニゼーシ ョ ン内で定義されます。

カレンダーとルーティ ングの詳細は、『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガ
イ ド』 の 「データの管理」 を参照して ください。 レポー トの詳細は、 『WebLogic 
Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の 「ワークフローのモニタ リ ング」 を参照

して ください。

これで、 テンプレー ト とテンプレー ト定義をインポート し、 ほかのワークフロー

のオブジェ ク ト を表示できるよ うにな り ます。

現在選択されているオーガニ

ゼーシ ョ ンのフォルダが表示

される。

オーガニゼーシ ョ ンに関連

付けられたユーザもフォル

ダ ツリーに表示される。

ロールはオーガニゼーシ ョ

ン内で定義される。
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ワークフロー オブジェ ク トのインポー ト  : チュー ト リアル パッケージ  フ ァ イルのイ
ワークフロー オブジェク トのインポート  : 
チュート リアル パッケージ ファイルのイン
ポート

ワークフロー オブジェ ク ト をバイナ リ形式で格納している  Java アーカイブ (JAR) 
パッケージ ファ イルに対し、 すべての依存関係も含めたワークフロー パッケー
ジ全体をインポート、 またはエクスポー トできます。 Import/Export Package 機能
を使用する と、 以下のワークフロー オブジェ ク ト をインポー トできます。

� テンプレー ト

� テンプレー ト定義

� イベン ト  キー

� ビジネス  オペレーシ ョ ン

� XML リ ポジ ト リのコンテンツ

� カレンダー

注意 : テンプレー ト定義も同様に、 XML ファ イルに対してインポート またはエ

クスポートできます。

インポート / エクスポー トの詳細は、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガ
イ ド』 の 「ワークフロー パッケージのインポート とエクスポー ト 」 を参照して

ください。

Tutorial.jar ワークフロー オブジェク トのインポー
ト

tutorial.jar パッケージには以下のオブジェク ト が含まれています。

� 3 タイプのワークフロー テンプレー ト  : Order Processing Trigger、 Order 
Processing、 Order Fulfillment
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2 WebLogic Integration Studio 入門
� 3 つのテンプレート定義 : リ ス ト内の各テンプレー トに対して 1 定義

� 2 つのイベン ト  キー : cancelledorder と  newinventory。 前者は、 Order 
Processing ワークフローと  Order Fulfillment ワークフロー内に定義されたイ
ベン トによって使用されます。 後者は、 Order Processing ワークフロー内の
イベン ト によってのみ使用されます。

� 3 つのビジネス  オペレーシ ョ ン : Check Inventory、 Calculate Total Price、
Create OrderBean。 1 つ目は Order Processing ワークフロー内で定義したタス
クが参照し、 2 つ目は Order Fulfillment ワークフロー内で定義したタスクが
使用し、 3 つ目は両方のワークフローが使用します。

ワークフローをインポートするための方法には、 次の 2 通りがあ り ます。 １  つ
はチュート リ アルで推奨されている とおり、 最初から  Order Processing ワークフ
ローを作成する方法、 も う  1 つは設計手順を無視して単にワークフローを実行す
る方法です。

サンプル ワークフローをインポートする手順は次のとおりです。

1. [ ツール （T） ｜パッケージをインポート ] を選択します。 [ インポー ト ] ウ ィ
ザードの [ ファ イルを選択 ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。
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ワークフロー オブジェ ク トのインポー ト  : チュー ト リアル パッケージ  フ ァ イルのイ
図 2-5    [ ファイルを選択 ] ダイアログ ボックス

2. [参照 ] ボタンをク リ ッ ク し、
SAMPLES_HOME/integration/samples/bpm_tutorial ディ レ ク ト リに移動
し、 Tutorial.jar ファ イルを開きます。

3. [次へ ] をク リ ッ ク します。 [ インポートするコンポーネン ト を選択 ] ダイア
ログ ボッ クスが表示されます。 このダイアログ ボッ クスには CDExpress に
設定済みの対象オーガニゼーシ ョ ン と、 デフォル トで選択されたインポート  
ファ イル内のすべてのワークフロー オブジェ ク トが表示されています。
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2 WebLogic Integration Studio 入門
図 2-6   [ インポートするコンポーネントを選択 ] ダイアログ ボックス

4. [ インポート後にワークフローをアクテ ィブ化 ] チェ ッ ク  ボッ クスを選択し
ます。

注意 : ワークフローを実行する前にアクティブ化する必要があ り ます。

5. 以下のオプシ ョ ンのどちらかを選択します。

オプシ ョ ン 1 : チュート リ アルに進まない場合は、 手順 9 に進み、 テンプ
レー ト、 テンプレー ト定義、 ビジネス  オペレーシ ョ ン、 イベン ト  キーから
構成されるパッケージ全体をインポート します。

オプシ ョ ン 2 : チュート リ アルに進む場合は、 手順 6 に進み、 以下のオブ
ジェク ト のみをインポート します。

� Order Processing Trigger のテンプレート とテンプレート定義

� Order Fulfillment のテンプレート とテンプレート定義
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ワークフロー オブジェ ク トのインポー ト  : チュー ト リアル パッケージ  フ ァ イルのイ
� Calculate Total Price ビジネス  オペレーシ ョ ン

� Create OrderBean ビジネス  オペレーシ ョ ン

� cancelledorder イベン ト  キー

6. [ テンプレー ト ] チェ ッ ク  ボッ クスを展開し、 [Order Processing] チェ ッ ク  
ボッ クスの選択を解除します。

7. [ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] チェ ッ ク  ボッ クスを展開し、 [Check Inventory] 
チェ ッ ク  ボッ クスの選択を解除します。

8. [ イベン ト  キー ] チェ ッ ク  ボッ ク スを展開し、 [newinventory] イベン ト  キー
の選択を解除します。

ダイアログ  ボッ クスは次のよ うに表示されます。
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2 WebLogic Integration Studio 入門
9. [ インポート ] ボタンをク リ ッ ク します。 インポート されたオブジェ ク トの概
要を示す [ インポー ト概略を確認 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 オ
プシ ョ ン 2 に従った場合は、 このダイアログ ボッ ク スは次のよ うに表示され
ます。

図 2-7   [ インポート概略を確認 ] ダイアログ ボックス

10. [閉じる ] ボタンをク リ ッ ク します。

これで、 インポート されたテンプレート とテンプレート定義がフォルダ ツ リー
に表示されます。
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フォルダ ツリーの使い方 : Order Processing Trigger のテンプレー ト内容の表示
フォルダ ツリーの使い方 : Order 
Processing Trigger のテンプレート内容の
表示

テンプレー ト定義のフォルダ ツ リーは、 実際に開かなく ても表示できます。 該
当するテンプレー ト定義フォルダのすべてのフォルダを展開するだけです。

Order Processing Trigger テンプレー ト定義のフォルダ ツ リー構造を、次の図に示
します。

図 2-8   Order Processing Trigger ワークフロー : フォルダ ツリー

テンプレート

テンプレー

ト定義
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2 WebLogic Integration Studio 入門
フォルダ ツ リーでオブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、 表示されるポップアップ メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択する と、 オブジェ ク ト のプロパティ を表示でき
ます。 テンプレー ト定義がク ローズ状態の場合は、 [ プロパティ ] ダイアログ 
ボッ ク スは読み取り専用です。 編集を行うには、 最初にテンプレー ト定義を開 く

必要があ り ます。

注意 : 変数と例外ハンド ラのプロパティについては、 フォルダ ツ リーからのみ
アクセスできます。

こ こで、 インポー ト したワークフローを、 [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ドウ内の [
インタフェース  ビュー ] に表示します。 フォルダ ツ リーの最後の 2 つのビュー
を確認するには、 テンプレー ト定義を開 く必要があ り ます。

ワークフローの表示 : Order Processing 
Trigger のテンプレート定義の表示

ワークフローのグラフ ィ ッ ク表示を確認するには、 ワークフローのテンプレー ト

定義を開 く必要があ り ます。

Order Processing Trigger のテンプレート定義を開 く手順は次のとおりです。

1. フォルダ ツ リーで、 Order Processing Trigger のテンプレー ト を展開します。

2. テンプレート定義を右ク リ ッ ク し、 表示されるポップアップ メニューから  [
開 く ] を選択します。 [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ドウの右ペインに、 ワーク
フローが表示されます。
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インタ フ ェース ビューの使い方
図 2-9   Order Processing Trigger テンプレート定義 : [ワークフロー設計 ] ウィ
ンドウ

該当するオブジェク ト をダブルク リ ッ クする と、 [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ド
ウ内の任意のオブジェ ク ト のプロパティ を表示して編集できます。

インタフェース ビューの使い方

インタフェース  ビューで、 各ノードに関連する受信 /発信 XML ドキュ メ ン ト 、
ビジネス  オペレーシ ョ ン、 サブワークフロー、 プラグインをグラフ ィ ッ ク表示
し、 ワークフローについての付加情報を得るこ とができます。 [ インタフェース  
ビュー ] アイコンと、 そのアイ コンが表すオブジェ ク ト を次の表に示します。

表 2-2  [ インタフェース ビュー ] アイコン

アイコン オブジェク ト

ビジネス  オペレーシ ョ ン
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2 WebLogic Integration Studio 入門
ワークフローの インタフェース  ビューを使用するには、 まずプリ ファレンスを
設定し、 次にツールバーの切 り替えボタンを使用してインタフェース  ビューの
オン / オフを切り替えます。

インタフェース  ビュー設定は次の手順で実行します。

1. [表示 （V） ｜インタフェース  ビュー ] を選択します。 [ インタフェース  
ビュー設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 2-10   [ インタフェース ビュー設定 ] ダイアログ ボックス

プラグイン

サブワークフロー

着信 XML ド キュ メ ン ト

発信 XML ド キュ メ ン ト

表 2-2  [ インタフェース ビュー ] アイコン

アイコン オブジェク ト
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インタ フ ェース ビューの使い方
2. すべてのチェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ ク し、 [OK] をク リ ッ ク します。

3. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ド ウで、 ツールバーの一番右端にスク ロールし、

[ インタフェースの表示 /非表示 ] ボタン  をク リ ッ ク します。

参考 : ツールバーの非アクティブな領域をク リ ッ ク し、 デスク ト ップ上にド
ラ ッグする こ とで、 ツールバーを任意の位置に変える こ とができま
す。 また、 [表示｜ルッ ク  & フ ィール｜ Metal] を選択して、 作図領域
内に全体が含まれるツールバーを表示できます。

これで、 ワークフローは次のよ うに表示されます。

図 2-11   Order Processing Trigger ワークフロー : インタフェース ビュー

インタフェース  ビュー内で、 ビジネス  オペレーシ ョ ンや発信 XML ドキュ メン
ト などの、 インタフェース  オブジェ ク ト の読み込み専用 [ プロパティ ] ダイアロ
グ ボッ クスにもアクセスする こ とができます。 インタフェース  オブジェ ク トの [
プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスを表示するには、 [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン
ドウ内のインタフェース  アイコンをダブルク リ ッ ク します。

注意 : 着信 XML ドキュ メ ン トはワークフロー オブジェク ト ではないので、 そ
のインタフェース  アイコンをダブルク リ ッ ク しても無効です。 着信 
XML ドキュ メン ト のプロパティに関する基本情報を得るには、 該当する
イベン ト または開始ノードをポイン ト し、 その上でダブルク リ ッ ク しま

す。
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2 WebLogic Integration Studio 入門
チュート リ アルの次の節では、 その他のタイプのワークフロー オブジェク ト と
そのプロパティについて説明します。
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3 ワークフロー オブジェク ト とプロ
パティ

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration リ リー
ス  7.0 よ り非推奨とな り ました。 代替機能に関する詳細については、

『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

この節では、 Order Processing Trigger ワークフローを説明しながらチュー ト リ ア

ルを進めます。 ワークフローの概要を説明した後にワークフローのオブジェ ク ト

を詳し く調べて、 以下の項目について理解を深めます。

� テンプレー ト定義プロパティ

� 変数のプロパティ

� 開始ノードのプロパティ

� タスク  ノードのプロパティ

� ワークフローの式

最後に、 Studio のいくつかの機能を使って慣れるために、 以下を実行します。

� ポス トする  XML ドキュ メ ン トの編集

� リポジ ト リへの XML ドキュ メ ン トのエクスポー ト

� テンプレー ト定義の保存

チュート リ アルのこの節では、 以下の手順が完了しているものと します。

� 2-2 ページの 「WebLogic Integration Studio の起動」 の説明に従って、 Studio 
にログオンしているこ と。

� 2-7 ページの 「ワークフロー オブジェ ク ト のインポート  : チュート リ アル 
パッケージ ファ イルのインポート 」 と  2-14 ページの 「ワークフローの表示 : 
Order Processing Trigger のテンプレー ト定義の表示」 の説明に従って、 Order 
Processing Trigger のテンプレー ト定義をインポート して開いている こ と。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
Order Processing Trigger ワークフロー

Order Processing Trigger ワークフローは、 Order Processing ワークフローを通常
ト リガするプロセスをシ ミ ュレー ト します。 実際のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 多く

の場合、 これは XML ドキュ メン ト を JMS キューに送信するサーブレ ッ ト に
よって実行されます。 次の図に示すよ うに、 XML メ ッセージがキューに着信す
る こ とによ り  Order Processing ワークフローの開始が ト リガされます。

図 3-1   Order Processing 開始のシミュレーション

このチュート リ アルでは、 Worklist ユーザに XML ドキュ メ ン ト をポス トするプ
ロセスを開始させて、 このプロセスをシ ミ ュレート します。 Order Processing 
Trigger ワークフローの詳細を次の図に示します。 図で番号が振られている手順
については、 図の下の表で説明します。 この図は、 実際のプロセス と実装を、 サ

ンプル ワークフロー内の実際の実装にマップしています。
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Order Processing Trigger ワーク フロー
図 3-2   Order Processing Trigger ワークフロー : 詳細表示

注意 : このワークフローには完了ノードがあ り ません。 つま り、 このワークフ

ローは無限に繰 り返される こ と を意味します。 後ほどチュー ト リ アルで

説明するよ うに、 ワークフローを実行する場合、 このメ カニズムを使用

する と、 Worklist アプ リ ケーシ ョ ンのタスク一覧ウ ィ ン ドウ内からワー

クフローを開始できるよ うにな り ます。

表 3-1  Order Processing Trigger ワークフローの概要

プロセス 実装

顧客が CDExpress とい う音楽メディア小売店にブ
ラウザ ベースの発注フォームなどのオンラ イン  メ
カニズムを使用して商品を発注します。 その顧客

は、 氏名、 連絡用 E メール アド レス、 出荷先の国
または州名、 希望商品 （ID および商品）、 発注数量
を指定します。

実際のアプ リケーシ ョ ンでは、 ワークフローに渡

される外部 JMS キューに対して  XML ドキュ メ ン
ト を転送するサーブレッ トによ り受注が処理され

る。

1. 開始ノードが手動に設定されているので、
ワークフローは Worklist ユーザによって開
始される。

2. 最初のタス クは、 ワークフローを開始する  
Worklist ユーザに割り当てられる。 タス ク
が実行される と、 <neworder> XML ドキュ
メ ン トが内部 JMS キューにポス ト される。
XML ドキュ メ ン トには、 受注のステータ
ス、 受注 ID、 顧客 ID、 顧客名、 E メール、
住所、 電話番号、 国名、 商品名、 数量が含

まれる。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
テンプレート定義のプロパティ

Order Processing Trigger テンプレート定義を開いた状態でテンプレー ト定義のプ

ロパテ ィを表示するには、 フォルダ ツ リーか、 [ ワークフロー設計 ] ウ ィン ド ウ

内の任意の場所を右ク リ ッ ク し、表示されるポップアップ メニューから  [ プロパ
ティ ] を選択します。 [ テンプレート定義 Order Processing Trigger] ダイアログ 
ボッ ク スが表示されます。

図 3-3   [ テンプレート定義 Order Processing Trigger] ダイアログ ボックス

複数のテンプレート定義で同じ有効開始日付と終了日付を指定できますが、 アク

テ ィブな定義にはそれぞれユニークな日付または時刻を指定する必要があ り ま

す。 実行時において、 あるワークフローに複数のテンプレート定義が存在する場

合、 処理エンジンは、 その有効開始日時 /終了日時を基に現在に最も近いアク

ティブなテンプレー ト定義を選択します。

実行時アプリケーシ ョ
ン内のワークフローの

ラベルを表示。

ワークフローが実行可

能であることを示す。

ワークフローの使用開

始日と使用終了日を指

定。 
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変数プロパテ ィ  : OrderID 変数の表示
この Order Processing Trigger テンプレート定義をインポート  プロセス中にアク
ティブ化したため、 ダイアログ  ボッ クスでは、 すでにアクテ ィブ化された状態
で表示されます。 この図のテンプレー ト定義のワークフローは、 2001 年 5 月 2 
日から有効であ り、 使用期限は指定されていません。

このワークフローにはラベルを使用していません。

変数プロパティ  : OrderID 変数の表示

変数プロパティ を表示するには、 フォルダ  ツ リーに移動し、 [変数 ] フォルダの
下の OrderID 変数をダブルク リ ッ ク します。 [変数プロパティ ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

図 3-4   OrderID 変数 : [変数プロパティ ] ダイアログ ボックス

変数のデータ型

変数を別のワークフ

ローとの間でパラ

メータ と して受け渡

すかどうかを指定
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
変数は、ほかのテンプレー ト定義、 XML ドキュ メ ン ト、 EJB および Java ク ラス  
メ ソ ッ ドにパラ メータ と して渡すこ とができます。 入力パラ メータは、 変数がそ

の値を呼出し側、 つま り親ワークフローから受け取るこ とを示します。 出力パラ

メータは、 呼び出し元のワークフローに返された値を変数が持つこ とを示しま

す。

Order Processing Trigger テンプレートでは、 OrderID 変数には入力パラ メータま
たは出力パラ メータのマークが付いていません。 図 3-4 を参照して ください。 後
で説明しますが、 Order Processing と  Order Fulfillment ワークフロー テンプレー
トでは、 変数にはほかのワークフローから渡されたこ と を示す input パラ メータ
のマークが付いています。 OrderID 変数は、 ワークフローの各インスタンスで受
注番号の ト ラ ッキングに使用されるため、 Order Processing ワークフローと  
Order Fulfillment ワークフローの両方に渡されます。

変数はスコープ内でグローバルです。 つま り ワークフロー全体に適用されます。

現在のワークフローで変数が使用されている ノードやアクシ ョ ンの概要を表示す

る こ とができます。

OrderID 変数の使い方を表示するには、 フォルダ ツ リーに移動し、 [変数 ] フォ
ルダの下の OrderID 変数を右ク リ ッ ク して表示されるポップアップ  メニューか
ら  [使用 ] を選択します。 [変数の使用場所 ] ウ ィ ン ド ウが表示されます。
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開始ノードのプロパテ ィ
図 3-5   OrderID 変数 : [変数の使用場所 ] ウィンドウ

上の図に示されているよ うに、 OrderID 変数は、 Start Order Processing タスクの 
ワークフロー変数を設定 とい う アクシ ョ ンで使用されています。 このアクシ ョ
ンについては、 「ワークフローの式 : ワークフロー変数を設定 と  ユーザにタスク
を割 り当て アクシ ョ ンの表示」 で詳し く説明します。

変数は、 5-11 ページの 「ワークフロー ラベルの追加」 と第 4 章 「ワークフローの

ノードの定義」 全体を通して作成します。

開始ノードのプロパティ

Order Processing Trigger には開始ノードが 1 つしかないため、 開始ノードには
ノード名があ り ません。 ただし、 複数の開始ノードを含むワークフローを定義

し、 並列実行する複数の処理パスを規定するこ と も可能です。 また、 開始ノード

を使用して、 任意のワークフロー変数を初期化するこ と もできます。

フォルダ ツ
リーには、 その

変数を現在の

ワークフローで

使用するすべて

のオブジェ ク ト

が表示されま

す。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
開始ノードのプロパテ ィ を表示するには、 [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウに移
動して [開始 ] ノードをダブルク リ ッ ク します。[開始のプロパティ ] ダイアログ 
ボッ ク スが表示されます。

図 3-6   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックス

ダイアログ ボッ クスに表示されるよ うに、 ワークフローの開始方法には、 以下
の 4 種類があ り ます。

� 時限 － ワークフローは、 指定日の指定時刻に自動的に開始します。 この
チュー ト リ アルではタイマーでの開始は使用しません。

� 手動 － ワークフローは Worklist ユーザが開始します。 Order Processing 
Trigger ワークフローを手動による開始に定義し、 チュー ト リ アル サンプル
全体を起動できるよ うにします。

� 呼び出し  － ワークフローが別のワークフローに呼び出されます。 サンプル
の Order Fulfillment ワークフローは、 呼び出しによって開始します。

� イベン ト  － ワークフローは XML ドキュ メ ン ト の JMS キューの着信によっ
て ト リガされます。 Order Processing ワークフローのイベン ト ト リガ開始
ノードを第 4 章 「ワークフローのノードの定義」 で作成し、 その節の後半
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タスク  ノー ドのプロパテ ィ  : Start Order Processing タスク  ノー ドの表示
で、 このワークフローの ト リガと して動作する  XML ドキュ メ ン ト を使用し
ます。

更に、 この開始ノード内では、 ワークフロー実行のたびに加算される  OrderID 変
数が初期化され、 0 (ゼロ ) にな り ます。 この変数の詳細は、 3-5 ページの 「変数
プロパテ ィ  : OrderID 変数の表示」 を参照して ください。

タスク  ノードのプロパティ  : Start Order 
Processing タスク  ノードの表示

タスク  ノードのプロパティ を表示するには、 [ ワークフロー設計 ] ウ ィン ド ウに
移動して  Start Order Processing タスク  ノードをダブルク リ ッ ク します。 [ タスク
のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
図 3-7   Start Order Processing タスク  : [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ
クス

[次 ] タブの下で、 このタスクのサクセサがそのタスク自身であ り （[ ワークフ
ロー設計 ] ウ ィ ンド ウ内でループ矢印によって指示）、 リ ス ト内に [完了 ] ノード
はあ り ません。 つま り、 ワークフローは実際には終了するこ とがな く、 Start 
Order Processing タスクが実行されるたびに、 このタスク自身の別のインスタン
スを作成します。 第 7 章 「サンプル ワークフローの実行とモニタ」 では、 ワー
クフローを実行する時にこのプロセスが動作する様子を示します。

タスクの状態とアクション

ダイアログ ボッ クスの左側のタブは、 実行時の各状態 を示します。 所定のタス
クに対して状態を指定するタブに割 り当てられたアクシ ョ ンは、 指定の状態に

なったと きに実行されます。 以下の 4 種類の状態があ り ます。

� 作成時 － このタブ内に含まれるアクシ ョ ンは、 ワークフローの開始直後に
実行されます。

Worklist ユーザ実行時の
タスクに対し、 [低 ]、 [
中 ]、 [高 ] とマーキング
する。 [中 ] がデフォル
トの設定。

Worklist ユーザの実
行時ワークフロー 
オプシ ョ ンを設定す

る。 [No permission] 
がデフォルト設定。

ワークフロー内の次

のノードを示す。 
タブは状態を示

し、 その下にア

クシ ョ ンを一覧

表示する。
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タスク  ノー ドのプロパテ ィ  : Start Order Processing タスク  ノー ドの表示
� アクテ ィブ時 － フローがこの特定のタスクに到達した場合に、 こ こに リ ス
ト されたアクシ ョ ンが実行されます。 一般的には、 自動起動するアクシ ョ ン

のすべてをこのタブの下に指定します。

� 実行時 － こ こに含まれるアクシ ョ ンは、 あるアクシ ョ ンが Worklist 内で手
動で実行された場合、 または実行タスクの  API でプログラムによ り実行され
た場合、 あるいは Execute Task アクシ ョ ンを使用して実行された場合、 のい
ずれかの方法で実行された場合のみ実行されます。 これ以外の場合は、 [実
行時 ] タブに指定されたアクシ ョ ンは実行されません。

� 完了マーク  － タスクを、 タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンまたは対
応する  API が、 完了とマーク します。 通常、 このタブは、 タスクに完了マー
クを付ける  アクシ ョ ンがそのタスク内に指定されてはいませんが、 フロー内
のほかのノードによって指定されている場合に使用されます。 一般に、 監査

情報をログに書き込むなどのク リーンアップ アクシ ョ ンの指定に使用されま
す。

タスクの状態の詳細は、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の   
「ワークフロー テンプレー トの定義」 の中の 「タスク  プロパティの定義」 を参照

して ください。

アクシ ョ ンは、 次のよ う なカテゴ リにグループ化されます。

� タスク  アクシ ョ ン － 特定のタスクの動作を指定

� ワークフロー アクシ ョ ン － ワークフロー全体の動作を指定

� 統合 アクシ ョ ン － 外部コンポーネン ト に対するインタフェースの起動

� 例外処理 アクシ ョ ン － カスタム例外ハンド ラを呼び出し

� その他の アクシ ョ ン － E メールの送信や監査エン ト リの作成など、 その他

の動作 

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ( またはフォルダ ツ リー ) の表示で

分かるよ うに、 ワークフロー変数を設定 タスクには以下のアクシ ョ ンが含まれ

ています。

� アクテ ィブ時

� ワークフロー変数を設定 － ワークフローの OrderID 変数を設定するワー

クフロー アクシ ョ ンです。 詳細については、 「ワークフローの式 : ワーク

フロー変数を設定 と  ユーザにタスクを割 り当て アクシ ョ ンの表示」 を参

照して ください。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
� ユーザにタスクを割 り当て － 手動タスクをワークフローのユーザに割り
当てるタスク  アクシ ョ ンです。 詳細については、 「ワークフローの式 : 
ワークフロー変数を設定 と  ユーザにタスクを割り当て アクシ ョ ンの表
示」 を参照して ください。

� 実行時

� Post initial XML event － Order Processing ワークフローで使用される  
XML メ ッセージをパブリ ッシュする統合アクシ ョ ン。 詳細については、
「内部 XML イベン ト のポステ ィング  : Neworder XML ドキュ メ ン ト の編
集」 を参照して ください。

� タスクに完了マークを付ける  － 次のノードにフローの進行を許可するタ
スク  アクシ ョ ンです。 すべてのタスク  ノードに対して、 フローの進行を
指示する このアクシ ョ ンを指定する必要があ り ます。

第 4 章 「ワークフローのノードの定義」 で、 アクシ ョ ンの定義方法を詳し く説明

します。

タスク パーミ ッシ ョンについて

最後に、 [パーミ ッシ ョ ン ] タブを使用する と、 Worklist ユーザがこのタス
クに対して実行できるアクシ ョ ンのタ イプを設定できます。 デフォル トでは
何も設定されません。 このシナリオ用のデフォル ト設定を、 次の図に示しま
す。

図 3-8   Start Order Processing タスク : [パーミ ッション ] タブ
12 WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド



ワークフローの式 : ワークフロー変数を設定 と  ユーザにタスクを割り当て アクシ ョ
タスク  パーミ ッシ ョ ンの詳細は、 WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド
の 「ワークフロー テンプレー トの定義」 の 「タス ク  パーミ ッシ ョ ンの定義」 と、
『WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド 』 の 「タス クの処理」 を参照し
て ください。

ワークフローの式 : ワークフロー変数を設
定 と  ユーザにタスクを割り当て アクシ ョン
の表示

[ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ アクシ ョ ン ] リ ス トの下にある
スク ロール バーを使用して、 [ アクテ ィブ時 ] タブ内の全アクシ ョ ン定義を表示
します。 アクシ ョ ン定義を以下に示します。

� ワークフロー変数 “OrderID” を式に設定します。 $OrderID + 1

� “Start Order Processing” タスクをユーザ WorkflowAttribute ("Initiator") に割り
当てます。

これらのアクシ ョ ンの定義の詳細を表示するには、 各アクシ ョ ンをダブルク リ ッ

ク します。 各アクシ ョ ンのプロパテ ィのダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 3-9   [ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ ボックス
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
図 3-10   [ユーザにタスクを割り当て ] ダイアログ ボックス

図に示すよ うに、 この 2 つのアクシ ョ ンは式を使用して定義します。 ノードを
ワークフローの基本単位、 アクシ ョ ンを ノードの基本単位と考えれば、 式はアク

シ ョ ンの基本単位と考えるこ とができます。 式とは、 値の計算と入力を行う ため

に実行時に評価される文です。 式には、 変数、 定数、 リ テラル、 演算子、 定義済

み関数を組み合わせるこ とができます。 ユーザが定義する最も一般的なタイプの

式では、 XML ドキュ メ ン ト から値を抽出する  XPath 関数を使用します。

ユーザが知っておく必要のあるワークフロー式の言語の基本的なルールを以下に
示します。

� 文字列 リ テラルはクォーテーシ ョ ン (" ") で囲みます。

� 変数名には、 ドル記号 ($) またはコロン (:) を前に付けます。

� 異なる要素のタイプを、 プラス記号 (+) 演算子で連結できます。

このボタンは、 このフ ィー

ルドにワークフロー式を入

力する必要があるこ とを示

す。 このボタンを使用して  
Expression Builder を起動
するこ と もできる。 4-31 
ページの 「タスクとワーク

フローのコ メン トの追加 : 
Contact Customer タスク
の定義」 では、 Expression 
Builder を使用する。
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内部 XML イベン トのポステ ィ ング  : Neworder XML ドキュ メ ン トの編集
このよ うに、 最初のアクシ ョ ンの式では、 OrderID 変数の値に対しワークフロー
の実行のたびに 1 が加算されるよ うに指定します。 第 7 章 「サンプル ワークフ
ローの実行とモニタ」 では、 ワークフロー実行時のアクシ ョ ン内でこのプロセス

を確認します。

2 番目のアクシ ョ ンの式は、 組み込み関数 を使用して Start Order Processing タス
クが、 ワークフローを開始する  Worklist ユーザに割り当てられるよ うに指定しま
す。

第 4 章 「ワークフローのノードの定義」 で、 Expression Builder と  XPath Wizard 
を使用して式を作成します。

ワークフロー式の言語と関数の詳細は、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド』 の 「 ワークフロー式の使い方」 を参照して ください。

内部 XML イベン トのポスティング : 
Neworder XML ドキュメン トの編集

XML イベン ト をポス ト アクシ ョ ンを表示する手順は次のとおりです。

1. [Start Order Processing タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、[実行時 ] 
タブを選択します。

2. XML イベン ト をポス ト アクシ ョ ンを選択し、 [更新 ] をク リ ッ ク します。 定
義済みの XML ドキュ メ ン ト が表示されている  [XML イベン ト をポス ト ] ダ
イアログ ボッ クスが表示されます。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
図 3-11   [XML イベント をポスト ] ダイアログ ボックス

XML イベン ト をポス トする場合、 以下のよ うにさまざまなオプシ ョ ンを指定で
きます。

� Destination － 内部 JMS キュー、 外部 JMS ト ピ ッ クまたはキュー。 デフォル
ト のポス ト先は内部キューです。

� Transaction Mode － ト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト時、 または直ちにメ ッセー
ジを送信します。 デフォル ト の ト ランザクシ ョ ン  モードは、 ト ランザクシ ョ
ンのコ ミ ッ ト時です。

� XML Message － XML 変数内に格納されたドキュ メン ト 、 またはアクシ ョ
ンのダイアログ ボッ クスで、 XML エディ タだけを使用して作成したドキュ
メ ン ト。 デフォル ト の設定は、 新規ドキュ メ ン トの作成です。
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内部 XML イベン トのポステ ィ ング  : Neworder XML ドキュ メ ン トの編集
このサンプルでは、 デフォル ト の設定を使用します。 プロダクシ ョ ン環境によっ

ては、 種々の JMS メ ッセージや XML イベン トのポス ト用のオプシ ョ ンの利用
をお勧めします。 XML イベン ト をポス ト  アクシ ョ ンのオプシ ョ ン全体の詳細
は、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「アクシ ョ ンの定義」 の

「JMS ト ピ ッ クまたはキューに対する  XML メ ッセージのポス ト 」 を参照して く
ださい。

XML ドキュメン トの構造を編集する

このアクシ ョ ンによってポス ト される  XML ドキュ メ ン トは、 サーブレッ ト に
よってワークフローに送信される  XML ドキュ メ ン ト をシ ミ ュレー ト します。 こ
のドキュ メン ト には、 受注に関する情報が含まれ、 以下に示すよ う な構造となっ

ています。

コード  リス ト  3-1   Neworder XML ドキュメン ト

<neworder>
   <id>$OrderID</id>
   <shiptostate>KK</shiptostate>
   <status>new</status>
   <customer>
       <id>6831</id>
       <name>John Doe</name>
       <address>3126 Blue Street Anytown CA 96822</address>
       <phone>408 534 9567</phone>
       <email>jdoe@bea.com</email>
   </customer>
   <item>
       <id>236</id>
       <name>CD storage rack</name>
<quantity>2</quantity>
   </item>
</neworder>

この XML ドキュ メ ン ト内の各要素の値は、 Order Processing ワークフローの開
始ノードによって抽出され、 ワークフローの各変数内に格納されます。 これらの

値は、 Order Processing ワークフローと  Order Fulfillment ワークフロー全体を通
して使用されます。 変数、 ワークフロー内での変数の使用法、 対応する  XML 要
素などについて、 その使用方法を、 次の表で説明します。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
表 3-2  Neworder の XML 要素

XML 要素 対応する ワーク
フロー変数

ワークフローにおける使用法

<status> OrderStatus ワークフローのさまざまなポイン ト

で変更できる。

<id> OrderID ワークフローから値を受け取り、

Worklist 内ではワークフロー ラベル
となってワークフローが実行される

たびに加算される。

<shiptostate> ShipToState POBean の calculate() メ ソ ッ ドに
渡される。 初期値は例外ハンド ラに

よって捕らえられる。

<customer>

   <id>

CustomerID 信用チェッ ク  タスクに使用される。

<customer>

   <name>

CustomerName カスタマ通知タス クに使用され、 さ

らに出荷タス ク用に Order 
Fulfillment ワークフローに渡される。

<customer>

   <address>

CustomerAddress 出荷タス ク用に Order Fulfillment 
ワークフローに渡される。

<customer>

   <phone>

CustomerPhone カスタマ通知タス クで使用される。

<customer>

   <email>

CustomerEmail 受注確認タス クで使用される場合が

ある。

<item>

   <id>

ItemID checkInventory() メ ソ ッ ド と  
calculate() メ ソ ッ ドに渡される。

<item>

   <name>

ItemName 使用されない。

<item>

   <quantity>

ItemQuantity checkInventory() メ ソ ッ ド と  
calculate() メ ソ ッ ドに渡される。
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内部 XML イベン トのポステ ィ ング  : Neworder XML ドキュ メ ン トの編集
各要素には、 デフォル ト値が入力されています。 <shiptostate> 要素に、 誤っ
た国名の省略形 KK が入力されています。 これは無効なデータが Order 
Fulfillment ワークフローの POBean EJB に渡される場合をシ ミ ュレー ト して、 カ

スタマ例外ハンド ラを呼び出するためです ( 詳細は、 第 6 章 「カスタム例外ハン

ド ラの使い方」 を参照して ください )。

4-64 ページの 「電子メール メ ッセージの送信 : Confirm Order Fulfillment タスク
の定義」 で、 電子メールを送信するアクシ ョ ンを定義します。 アクシ ョ ンの定義

をする場合、 メール アドレスにはこの XML イベン ト をポス ト  アクシ ョ ンに
よって送信された XML ドキュ メ ン ト内の値を使用します。 第 7 章 「サンプル 
ワークフローの実行とモニタ」 でワークフローを実行する際に、 プロセスの最後

に受注の確認用に送信される  E メールを受信したい場合には、 XML ドキュ メン
ト を編集して、 実際に使用しているユーザのアドレスを指定できます。

注意 : このプロシージャが実行時に動作するよ うにするには、 ユーザの E メー
ル サーバを、 ユーザのサーバ ド メ インに適切にコンフ ィグレーシ ョ ンす
る必要があ り ます。 詳細については、 『WebLogic Integration の起動、 停
止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration のカスタマイズ」 の
「メール セッシ ョ ン プロパティのカスタマイズ」 を参照して ください。

ユーザ自身のデータを指定するには、 XML ドキュ メン ト を次の手順で編集しま
す。

1. [XML イベン ト をポス ト ] ダイアログ ボッ クスの [XML ドキュ メ ン ト構造 ] 
領域内で、 Element ノードを展開してその値を表示します。 スクロール バー
を使用してほかのフ ィールドを表示します。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
図 3-12   Neworder XML ドキュメン トの構造

2. 顧客の [e-mail] 要素値フ ィールドに、 ユーザのメール アドレスをクォーテー
シ ョ ン マークで囲んで入力します。 〔Enter〕 を押して値を入力します。

注意 : 4-64 ページの 「電子メール メ ッセージの送信 : Confirm Order 
Fulfillment タスクの定義」 で 電子メール メ ッセージを送信 アクシ ョ
ンを指定する場合は、 必ず有効なメール アドレスを入力して くださ
い。

3. また、 ほかの [customer] の値と  [item] の属性値を編集し、 そこにユーザ独自
の情報も入力できます。

注意 : [shiptostate] 要素値フ ィールドの間違っているデータは編集しないで
ください。 この値は、 実行時に Order Fulfillment ワークフローで例外
ハンド ラを呼び出すために使用します。

4. 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク して変更を保存し、 [XML イベン ト をポス ト ] 
ダイアログ ボッ クスを終了します。

要素値フ ィールド

でワークフロー式

の構文を入力。 文
字列リテラルは

クォーテーシ ョ ン

マークで囲む。

XML 要素と属
性がツリー構

造で表示され

る。

フ ィールドを

ダブルクリ ッ

クして編集す

る。
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XML リポジ ト リの使い方 : Neworder XML ドキュ メ ン トのエクスポー ト
XML リポジト リの使い方 : Neworder XML 
ドキュメン トのエクスポート

Studio で XML ドキュ メ ン ト の作成や編集を行った場合、 その結果をディ スク上

のファ イルに保存するか、 XML リ ポジ ト リにエクスポー トできます。 リ ポジ ト

リは、 XML ドキュ メ ン ト 、 DTD、 スキーマ、 スタイル シート、 ほかのエンティ

テ ィ をその後のアクセスに備えて格納し、 他のノードやワークフローまたはオー

ガニゼーシ ョ ンで再利用するために定義済みの XML ドキュ メ ン ト をエクスポー

ト またはインポートする便利な方法を説明します。

Order Processing ワークフローは、 Start Order Processing タスクの XML ドキュ メ

ン ト に格納されているデータを参照する  XML ドキュ メ ン ト を リ ポジ ト リに格納

する こ とによって、 4-10 ページの 「XPath 文を定義する」 の、 ドキュ メ ン ト から

データを抽出するための XPath 式の定義タスクを簡素化します。

ドキュ メ ン ト を リポジ ト リへ保存する手順は次のとおりです。

1. [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 実行時 ] タブの中にある  Post 
internal XML Event アクシ ョ ンをダブルク リ ッ ク し、 [XML イベン ト をポス

ト ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

ここで作成する ドキュ メン

ト をリポジ ト リまたはディ

スク上のファイルにエクス

ポートするには、 ここをク

リ ッ クする。

XML ドキュ メン ト をリポジ

ト リまたはディスクから  
XML エディ タにインポート

するには、 ここをク リ ッ ク

する。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
2. ツール バーにある  [エクスポート ] ボタン   をク リ ッ ク します。 [XML 

ファ インダ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. [ リポジ ト リ ] タブを選択します。

図 3-13   [XML ファインダ ] ダイアログ ボックス

4. XML ドキュ メ ン ト を保存する新しいフォルダを作成するには、 [XML リ ポ
ジ ト リ ] フォルダを右ク リ ッ ク して、 表示されるポップアップ メニューから  
[ フォルダを追加 ] を選択します。 [ フォルダを追加 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。
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XML リポジ ト リの使い方 : Neworder XML ドキュ メ ン トのエクスポー ト
図 3-14   XML ファインダ [ フォルダを追加 ] ダイアログ ボックス

5. [名前 ] フ ィールドに、 たとえば Tutorial のよ うに新しいフォルダの名前を
入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。 これで、 [ リ ポジ ト リ ] ウ ィン ド ウに新し
いフォルダが表示されます。

6. [ リ ポジ ト リ ] ウ ィン ド ウで新しいフォルダを右ク リ ッ ク し、 表示されるポッ
プアップ メニューから  [ エンティテ ィを追加 ] を選択します。 [ エンテ ィ
テ ィ を追加 ] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
図 3-15   XML ファインダ [ エンティティ を追加 ] ダイアログ ボックス

7. [ タイプ ] ド ロ ップダウン  リ ス トから、 [XML ドキュ メ ン ト ] を選択します。

8. [名前 ] フ ィールドに、 たとえば Neworder のよ う なドキュ メ ン ト名を入力
し、 [OK] をク リ ッ ク します。 これで新しいドキュ メ ン ト用の空のコンテナが
作成され、 フォルダのエンティテ ィ  リ ス ト内に表示されます。

図 3-16    [XML ファインダ ] ダイアログ ボックス

9. 新しいドキュ メ ン ト を選択し、 [OK] をク リ ッ ク して [XML ファ インダ ] ダ
イアログ  ボッ クスを終了します。 このコンテナに XML エディ タで定義した  
XML ドキュ メ ン トの内容が格納されます。

10. [OK] をク リ ッ ク し、 [XML イベン ト をポス ト ] ダイアログ ボッ クスを終了
します。

このアイコンは、 エ

ンテ ィテ ィが XML ド
キュ メン トであるこ

とを示す。
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テンプレー ト定義の保存
11. [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スを終了しま
す。

テンプレート定義の保存

テンプレー ト定義を変更する と、 フォルダ ツ リー内および [ ワークフロー設計 ] 
ウ ィ ンド ウのタイ トル バー内のテンプレート定義ラベルの前にアスタ リ ス クが

付きます。 このアスタ リ ス クは、 テンプレー ト定義に未保存の変更が含まれてい

るこ とを示します。

ワークフローを保存する手順は次のとおりです。

1. フォルダ ツ リー内の Order Processing Trigger テンプレート を展開し、 ワーク

フローのテンプレー ト定義をダブルク リ ッ ク します。

2. ポップアップ メニューから  [保存 ] を選択します。

これで、 チュー ト リ アルの次の節で説明される  Order Processing ワークフローの
作成と定義が可能とな り ます。
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3 ワークフロー オブジェ ク ト とプロパテ ィ
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4 ワークフローのノードの定義

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration リ リー
ス  7.0 よ り非推奨とな り ました。 代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

この章では、 ワークフローのノードの詳しい概要に続いて、 Order Processing 
ワークフローの各ワークフロー オブジェ ク ト を定義するための手順を ノードご
とに説明します。 この章の手順に従えば、 次の操作方法が習得できます。

� イベン ト ト リガ開始ノードの作成

� XPath Wizard を使用した XPath の作成

� XML ドキュ メン ト の作成と  Worklist ク ラ イアン トへの送信、 および 
Worklist DTD による応答処理

� タスクやワークフローに対するコ メ ン トの追加

� イベン ト と イベン ト  キーの定義

� 分岐の作成と定義

� EJB メ ソ ッ ドを呼び出すビジネス  オペレーシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ン と
実行

� プラグイン アクシ ョ ンの使い方

� サブワークフローの呼び出し

� 電子メール メ ッセージの送信

この章で説明する手順を行う前に、 以下のこ とが完了しているこ とを確認して く

ださい。

� 2-7 ページの 「Tutorial.jar ワークフロー オブジェ ク トのインポート 」 の説明
に従って、 Create OrderBean のビジネス  オペレーシ ョ ンのインポートが完了
しているこ と。
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4 ワークフローのノードの定義
� 第 5 章 「ワークフローの作成」 の説明に従って、 Order Processing ワークフ
ロー テンプレー ト とテンプレー ト定義の作成、 作図、 アクテ ィブ化が完了し
ているこ と。

� （省略可能） 3-15 ページの 「内部 XML イベン ト のポスティ ング : Neworder 
XML ドキュ メ ン トの編集」 の説明に従って、 有効な 電子メール アドレス
を、 Order Processing Trigger ワークフロー内の XML イベン ト をポス ト  アク
シ ョ ンに指定済みである こ と。

Order Processing ワークフロー ノードの
概要

このワークフローの詳細を、 次の図に示します。 図中で番号が振られている手順

については、 図の下にある表で説明します。 この図では、 実際のプロセスをワー

クフロー 実装にマップしています。
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Order Processing ワークフロー  ノー ドの概要
図 4-1   Order Processing のノード  : 詳細表示
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4 ワークフローのノードの定義
表 4-1  Order Processing ワークフローの概要

プロセス 実装

処理システムによってデータが読み取られ、

ID 番号が付けられて受理されます。

実際の実装では、 イベン ト型の開始ノードは、

サーブレ ッ トが外部 JMS キューにポス ト した 
XML メ ッセージに反応するよ うに設定されて
いる。

1. イベン ト ト リ ガ開始ノードは、 Order Processing 
Trigger ワークフローによって内部 JMS に送信さ
れた <neworder> XML メ ッセージを リ スンする
よ う設定される。 XPath 文は XML ドキュ メ ン ト
からデータを抽出し、 ワークフロー変数を登録

する。

その受注はカスタマサービスに転送され、 顧

客の信用情報がチェ ッ ク されます。

2. 信用チェッ クの合否確認 （はい または いいえ）
を担当者に求める  XML メ ッセージが admin ユー
ザに送信される。 応答は XML メ ッセージで返さ
れ、 XPath 文によってワークフロー変数に読み込
まれる。

3. 分岐ノードで、応答が はい か いいえ  のいずれで
あるかを評価する。

信用チェ ッ クができなかった場合、 顧客サー

ビス担当者は顧客に通知して、 正しい信用情

報を取得する。 これ以降のプロセスは手動で

行う。

4. 顧客との連絡タス クが CustomerService ロールに
割り当てられ、 ワークフローは [完了 ] ノードに
進む。

信用チェ ッ クが通る と、 商品 ID を基に受注商
品の現在の目録がデータベースでチェ ッ ク さ

れ、 出荷可能な商品の数量と受注数量が比較

されます。

5. 商品 ID が EJB 内のメ ソ ッ ドに渡される。 EJB 内
のメ ソ ッ ドによってデータベースがチェ ッ ク さ

れ、 受注商品の現在の在庫が変数に返される。

6. 分岐によって、 返された在庫の値が、 受注数量
以上あるかど うかが評価される。 受注数量に足

りない場合は、 受注ステータスは待機に設定さ

れる。
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イベン ト ト リガによる開始の作成
イベン ト ト リガによる開始の作成

Order Processing ワークフローは、 Order Processing Trigger ワークフローがポス
ト した XML イベン ト によって ト リガされます。 ワークフローが開始する と、 ま
ず、 ワークフロー変数を  Order Processing Trigger ワークフローがポス ト した  
XML ドキュ メン ト の値に初期化します。

在庫が十分ではない場合は、 次の新規入庫の

到着までその受注は保留されます。 新規入庫

の在庫表が受領される と、 その在庫が受注に

対応可能である と確認できるまで、手順 5 が繰
り返されます。

実際の実装においては、 イベン トは、 在庫報

告アプ リケーシ ョ ンから外部 JMS キューにポ
ス ト される  XML メ ッセージに反応するよ うに
設定される。

7. イベン ト と イベン ト  キーは、 該当する商品 ID を
含む仮想の XML <checkinventory> メ ッセー
ジに反応するよ うに設定される。 イベン トが ト

リガされる と、 フローは在庫チェ ッ ク  タスク  
ノードにループバッ ク される。

在庫が十分な場合は、受注が 2 人の担当者に同
時に転送される。 担当者の 1 人は出荷を担当
し、 も う  1 人は受注に対する請求書生成をシス
テムに指示する。

8. Order Fulfillment ワークフローが呼び出され、 変
数が渡される。 次にそのワークフロー内で実行

された演算結果が返される。

次に、 受注品が出荷されたこ とがシステムで

確認され、 顧客に 電子メールで通知されます。
9. Order Fulfillment ワークフローの終了時、 および 

Watch for Cancellation イベン トのキャンセル時
には、 受注ステータスが完了に設定される。 ま

た、 電子メールが顧客に送信される場合もある。

10. ワークフローが終了する。

出荷前の ト ランザクシ ョ ンにおけるどの時点

でも、 顧客からの通知によ り受注をキャンセ

ルできます。

実際の実装においては、 イベン トは、 サーブ

レ ッ トが外部 JMS キューにポス ト した XML 
ドキュ メ ン トに反応するよ うに設定される。

11. イベン ト と イベン ト  キーは、 関連する受注 ID 
を含む仮想の <cancelledotder> XML メ ッ
セージに反応するよ うに設定される。 イベン ト

が ト リガされる と、 ワークフローは完了ノード

に進み、 終了する。

表 4-1  Order Processing ワークフローの概要 （続き）

プロセス 実装
WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド 5



4 ワークフローのノードの定義
そのため、 ノードの作成には、 次の作業が必要にな り ます。

� XML ドキュ メ ン ト内のデータに対応する変数の作成

� ワークフローを ト リガするイベン ト の設定

� XML ドキュ メ ン ト からデータを抽出し、 そのデータを変数に割り当てる  
XPath 式の定義

変数を作成する

開始ノードによって XML ドキュ メ ン トから値が抽出されます。 そのため、 対応
する変数を設定して抽出した値をその中に格納できるよ う にする必要があ り ま

す。 変数、 ワークフロー内での用法、 対応する  XML 要素を次の表に示します。
変数の値をほかのワークフローに渡すと きには、 input パラ メータを使用します。
一方、 output パラ メータは、 現在のワークフローが他のワークフローから変数の
値を受け取る と きに使用します。

表 4-2  開始ノード変数

変数 データ

型

パラメータ  
タイプ

ワークフローでの使い方 対応する XML 要素

OrderStatus 文字列 Input ワークフローのさまざまなポイ

ン トで変更できる。

<status>

OrderID 整数 Input Worklist 内にワークフロー ラベ
ルと して表示し、 ワークフロー

の実行のたびに加算する。

<id>

ShipToState 文字列 Input、
Output

Order Fulfillment ワークフローに
よって POBean の calculate() 
メ ソ ッ ドに渡される。 初期値は

例外ハンド ラが検出し、 修正の

ため Worklist ユーザに渡される。

ユーザから取得した修正後の値

が Order Processing ワークフロー
に返される。

<shiptostate>
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イベン ト ト リガによる開始の作成
変数を作成する手順は、 次のとおりです。

CustomerID 文字列 なし Worklist ユーザが信用チェッ ク  
タス クで顧客を識別するために

使用する。

<customer>

       <id>

CustomerNa
me

文字列 Input Worklist ユーザが顧客通知 タス
クで顧客を識別するために使用

する。

出荷タス ク用に Order Fulfillment 
ワークフローに渡される。

<customer>

       <name>

CustomerAdd
ress

文字列 Input 出荷タス ク用に Order Fulfillment 
ワークフローに渡される。

<customer>

      <address>

CustomerPho
ne

文字列 なし Worklist ユーザへ顧客の連絡情報
を提供する顧客通知タス クで使

用される。

<customer>

      <phone>

CustomerEm
ail

文字列 なし 受注確認タス クで使用される。 <customer>

      <email>

ItemID 整数 Input checkInventory() メ ソ ッ ド と  
calculate() メ ソ ッ ドに渡され
る。

<item>

      <id>

ItemName 文字列 なし 使用されない。 <item>

      <name>

ItemQuantity 整数 Input CheckInventory() メ ソ ッ ドの
結果と比較するために分岐ノー

ドで使用され、 Order Fulfillment 
ワークフローによって  
calculate() メ ソ ッ ドに渡され
る。

<item>

      <quantity>

表 4-2  開始ノード変数 （続き）

変数 データ

型

パラメータ  
タイプ

ワークフローでの使い方 対応する XML 要素
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4 ワークフローのノードの定義
1. Order Processing のテンプレート定義フォルダを展開し、 [変数 ] を右ク リ ッ
ク して、 表示されるポップアップ メニューから  変数を作成 を選択します。 [
変数プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 4-2   [ 変数プロパティ ] ダイアログ ボックス

2. 表 4-2 に従って [名前 ] フ ィールドに変数名を入力します。

注意 : 変数名にはスペースは入れません。

3. 表 4-2 に従って、 [ タイプ ] ド ロ ップダウン リ ス ト から変数に対応するデー
タ型を選択します。

4. 表 4-2 に従って、 必要な [パラ メータ ] のチェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ ク しま
す。

5. [OK] をク リ ッ ク します。 新しい変数がフォルダ ツ リーの [変数 ] フォルダ内
に表示されます。

6. 表 4-2 にリ ス ト した変数をすべて作成するまで、 手順 1 から  5 までを繰り返
す。

注意 : OrderID 変数は、 5-11 ページの 「ワークフロー ラベルの追加」 ですで
に作成済みのため、 こ こで作成する必要はあ り ません。
8 WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド



イベン ト ト リガによる開始の作成
終了する と、 [変数 ] フォルダ ツ リーは次のよ うにな り ます。

開始ノード  イベントを定義する

正しい XML ドキュ メ ン トによって確実にワークフローを ト リガするには、
Order Processing Trigger にポス ト された XML ドキュ メ ン ト のルート要素、 つま
り  <neworder> に対応する開始ノードのルート要素を指定します。

開始ノードは、 XML ドキュ メ ン トの特定のインスタンスに関連付けられるので
はな く、 ルート要素 <neworder> を持つすべての受信 XML ドキュ メ ン ト によ り
ト リガされるため、 ワークフロー内で定義する他のイベン ト の場合のよ うにイベ

ン ト  キーを設定する必要はあ り ません ( イベン ト の作成 : Watch for Cancellation 
イベン トの定義」 に例があ り ますので、 参照して ください）。

イベン ト をセッ ト アップする手順は、 次のとおりです。

1. Order Processing ワークフロー図で開始ノードをダブルク リ ッ ク して [開始の
プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスを表示します。

2. [ イベン ト ] オプシ ョ ンを選択して、 ド ロ ップダウン リ ス トから  [XML イベ
ン ト ] を選択します。
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4 ワークフローのノードの定義
図 4-3   [ 開始のプロパティ ] ダイアログ ボックスの イベント

3. [ ドキュ メ ン ト  タイプ /ルート要素 ] フ ィールドに neworder と入力します。

4. [開始オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス ト から、 「CDExpress」 を選
択します。

XPath 文を定義する

XML ドキュ メ ン ト から値を抽出し、 その値をワークフローの変数に挿入するに
は、 データベース上のクエ リ言語の文と同じよ うに機能する  XPath 言語の文を
使用します。 XPath は多くの機能を実現する多彩な言語ですが、 もっ と もよ く使
用する関数は、 要素または属性の値を返す text() です。 こ こで使用する  XPath 
の text() 関数文の一般的形式は、 次のとおりです。

� 要素の値

XPath("/root element/child element/text()")
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イベン ト ト リガによる開始の作成
� 属性の値

XPath("/root element/@attribute/text()")

XML ドキュ メン ト から値を抽出するには、 次の表に示すよ う な XPath 文の設定
が必要です。

表 4-3  開始ノード  :  XPath 式

変数 対応する XML 要素 値の抽出に必要な XPath 式

OrderStatus <status> XPath("/neworder/status/text()")

OrderID <id> XPath("/neworder/id/text()")

ShipToState <shiptostate> XPath("/neworder/shiptostate/text()")

CustomerID <customer>

   <id>

XPath("/neworder/customer/id/text()")

CustomerName <customer>

   <name>

XPath("/neworder/customer/name/text()")

CustomerAddress <customer>

   <address>

XPath("/neworder/customer/address/text()")

CustomerPhone <customer>

   <phone>

XPath("/neworder/customer/phone/text()")

CustomerEmail <customer>

   <email>

XPath("/neworder/customer/email/text()")

ItemID <item>

   <id>

XPath("/neworder/item/id/text()")

ItemName <item>

   <name>

XPath("/neworder/item/name/text()")

ItemQuantity <item>

   <quantity>

XPath("/neworder/item/quantity/text()")
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4 ワークフローのノードの定義
Studio 内で XPath 文を作成するには、 以下の 3 つのいずれかの方法を使用しま
す。 順に有効性が高くな り ます。

� 式を手動で入力する－この方法では有効性チェ ッ クが行われません。 した

がって、 XPath 文が無効でも拒否されないため、 エラーを自分で探す必要が
あ り ます。

� Expression Builder を使用して式の一部を作成する－この方法でも式の大部分
を手動で入力する必要があ り ますが、 無効な文を入力しよ う とする と、 エ

ラーメ ッセージが表示されて正し く入力するよ う求められます。

� XPath Wizard を使用して、 格納されている  XML エンティテ ィから自動的に
式を生成する－この方法を使用する と、 実際の XML エンティテ ィのセク
シ ョ ンを選択し、 それを式でテス ト できます。 この方法は、 こ こで挙げた 3 
つの方法の中で、 もっ と も高度な支援と有効性チェ ッ クが得られます。

次の手順では、 XPath Wizard を使用して、 3-21 ページの 「XML リポジ ト リの使
い方 : Neworder XML ドキュ メ ン トのエク スポー ト 」 でエクスポー ト した  
Neworder ドキュ メン ト をロード します。

XPath Wizard を使用して XPath 式を定義する手順は、 次のとおりです。

1. [開始のプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クス下部の [変数 ] タブを選択し、 [追
加 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ 
ボッ ク スが表示されます。

2. [式 ] フ ィールドの隣にある   ボタンをク リ ッ ク します。 [Expression 

Builder] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. [XPath Wizard] をク リ ッ ク します。 XPath Wizard が表示されます。

4. [ サンプル ] タブを選択します。

5. [XML、 DTD、 XSD、 XSL、 または MFL ドキュ メン ト を開く ] ボタン  

をク リ ッ ク します。 [XML ファ インダ ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。

6. [ リポジ ト リ ] タブを選択します。

7. 3-21 ページの 「XML リポジ ト リの使い方 : Neworder XML ドキュ メ ン トの
エクスポート 」 で XML エンティテ ィ を保存したフォルダ ( たとえば、
Tutorial) をダブルク リ ッ ク します。
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イベン ト ト リガによる開始の作成
図 4-4   [XML ファインダ ] ダイアログ ボックス : [ リポジト リ ] タブ

8. [Neworder] ドキュ メ ン ト を選択し、 [ プレビュー ] をク リ ッ ク して、 ドキュ
メ ン ト のプレビューを表示します。 [ ドキュ メ ン トのプレビュー ] ウ ィ ン ドウ
が表示され、 3-21 ページの 「XML リポジ ト リの使い方 : Neworder XML ド
キュ メ ン ト のエクスポート 」 で保存した  XML ドキュ メ ン ト の実際のテキス
ト  バージ ョ ンが表示されます。
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4 ワークフローのノードの定義
図 4-5   [ ドキュメン トのプレビュー ] ウィンドウ

9. [OK] をク リ ッ ク して [ ドキュ メ ン トのプレビュー ] ウ ィン ド ウを閉じます。

10. [OK] をク リ ッ ク し、 XML Finder を終了します。 XML ドキュ メ ン トが、
XPath Wizard の [ サンプル ] ウ ィ ン ドウに表示されます。
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イベン ト ト リガによる開始の作成
図 4-6   XPath Wizard の  [サンプル ] タブ

1. ここの値
をハイライ

トする。

2. ここに 
XPath 式が
生成される。 
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4 ワークフローのノードの定義
11.次のいずれかの方法を行います。

� 最初の要素の値をク リ ッ ク してハイ ラ イ ト します。 その XPath 文が 
[Xpath 式 ] フ ィールドに自動的に生成されます。

� [ テス ト ] タブを選択して [Xpath 式 ] フ ィールドに XPath 文を入力し、

[XPath 式をテス ト ] ボタン  をク リ ッ ク して、 ドキュ メ ン ト内で 

[XPath Wizard] によって選択された値が、 取り込も う と した値かど うか
をチェ ッ ク して、 式の有効性を検証します。

12. [ ワークスペースに式を固定 ] ボタン   をク リ ッ ク します。 [ ワークス
ペース ] 内に式が表示されます ([ ワークスペース ] タブを選択して表示 )。

図 4-7   XPath Wizard の  [ ワークスペース ] タブ

13.表 4-3 内の XML 要素全部に対して手順 10 と  11 を繰り返します。 すべて終
了する と、 [ ワークスペース ] は次のよ うにな り ます。

14. [OK] をク リ ッ ク して、 XPath Wizard を終了します。 Expression Builder を終
了するには [OK] をク リ ッ ク し、 [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ 
ボッ ク スを終了するには [取消し ] をク リ ッ ク します。
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イベン ト ト リガによる開始の作成
XPath 式を  [開始のプロパティ ] ダイアログ  ボッ クスの 変数 リ ス ト に追加する
手順は、 次のとおりです。

1. [開始のプロパティ ] ダイアログ ボッ クス下部の [変数 ] タブを選択し、 [追
加 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ  
ボッ クスが表示されます。

図 4-8   [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ ボックス

2. [変数 ] ド ロ ップダウン  リ ス トから、 変数を選択します。

3.  ボタンをク リ ッ ク し、 [Expression Builder] ダイアログ ボッ クスを開

きます。

4. [XPath Wizard] をク リ ッ ク します。

5. [XPath Wizard] ダイアログ ボッ クスで、 [ ワークスペース ] タブを選択しま
す。
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4 ワークフローのノードの定義
6. 表 4-3 内のリ ス ト から変数に対応する  XPath 式を選択し、 [OK] をク リ ッ ク
します。 これで、 [Expression Builder] ダイアログ ボッ クスの [式 ] ウ ィン ド
ウに、 この式が表示されます。

図 4-9   [Expression Builder] ダイアログ ボックス

7. [OK] をク リ ッ ク します。 [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ  ボッ ク
スの [式 ] フ ィールドにこの式が表示されます。
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イベン ト ト リガによる開始の作成
8. [OK] をク リ ッ ク します。 新しい XPath 式が [開始のプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスの [変数 ] タブに表示されます。

図 4-10   [開始のプロパティ ] ダイアログ ボックスの [変数 ] タブ

9. 表 4-3 にある変数と式のすべてに対して、 手順 1 から  8 までを繰り返しま
す。

10.すべて終了したら、 [OK] をク リ ッ ク して [開始のプロパティ ] ダイアログ  
ボッ クスを終了します。
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4 ワークフローのノードの定義
XML メ ッセージの Worklist ユーザへの送信 
:  Check Customer Credit タスクの定義

このタスクによって、 顧客の信用チェッ ク作業を  Worklist 内のユーザ admin に
割り当てられ、 次に XML メ ッセージがユーザ admin に送信されて、 承認の確認
が求められます。

タスクの割り当てに必要な作業は、 次のとおりです。

� ユーザにタスクを割り当て アクシ ョ ンの追加と定義

� XML をク ライアン トに送信 アクシ ョ ンの追加と定義

タスクをユーザに割り当てる

こ こでは、Check Customer Credit タスクを、ユーザ admin に割り当てる方法を説
明します。

このノードにアクシ ョ ンを追加する前に、 テンプレート定義を作成したと きにす

べての T1 タスク  ノードに定義した、 デフォル トのアクシ ョ ン とパーミ ッシ ョ ン
を削除する必要があ り ます。

デフォル トのアクシ ョ ンを削除する手順は、 次のとおりです。

1. ワークフロー設計領域で、 [Check Customer Credit] タスク  ノードをダブルク
リ ッ ク して、 [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [ アクテ ィブ時 ] タブを選択し、 デフォル ト の  (“Initiator”) タスクをユーザ 
WorkflowAttribute (“Initiator”) に割り当てアクシ ョ ンを選択して  [削除 ] ボタ
ンをク リ ッ ク します。 確認を求めるダイアログ  ボッ クスが表示されたら、 [
はい ] をク リ ッ ク します。

3. [実行時 ] タブを選択し、 デフォル ト の タスクに完了マークを付ける  アク
シ ョ ンを選択して [削除 ] ボタンをク リ ッ ク します。 確認を求めるダイアロ
グ  ボッ ク スが表示されたら、 [はい ] をク リ ッ ク します。

ユーザにタスクを割り当て アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりです。
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XML メ ッセージの Worklist ユーザへの送信 : Check Customer Credit タスクの定義
1. [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスで、 [ アクテ ィブ時 ] タブを選択
し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ  ボッ ク スを開き
ます。

2. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 ユーザにタスクを割り当て  を選択
して [OK] をク リ ッ ク します。 [ ユーザにタスクを割り当て ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

図 4-11   [ユーザにタスクを割り当て ] ダイアログ ボックス

3. ダイアログボッ クスの [割り当てるタスク ] リ ス トから  [Check Customer 
Credit] タスクを選択します。

4. [ ユーザ ] ド ロ ップダウン リ ス ト から  [admin] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク し
ます。 タスクをユーザに割り当て が [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ
クス内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。
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4 ワークフローのノードの定義
XML メ ッセージをクライアン トに送信する

ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンのユーザと対話する方法の 1 つは、 ク ラ イアン
ト  アプリ ケーシ ョ ンに送信する  XML ドキュ メ ン ト を定義するこ とです。 この 
XML ドキュ メ ン ト を識別して適切に応答し、 またワークフロー変数の登録に必
要な情報と共に XML ドキュ メン ト をサーバに送信するよ う、 アプ リ ケーシ ョ ン
をプログラムする必要があ り ます。

デフォル トでは、 Worklist アプ リ ケーシ ョ ンは、 8 タイプの要求および応答 
Document Type Definitions (DTD) からなるデフォル ト  セッ ト の DTD を認識しま
す。 このセッ トは、 WebLogic Integration のインス トール ディ レク ト リの 
WLI_HOME/docs/apidocs/com/bea/wlpi/common/doc-files で表示できます。
デフォル ト  セッ トは次の表のとおりです。

注意 : ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンによって認識される  XML ドキュ メ ン ト
のタイプを拡張するカスタム コードや、 API を通じてク ライアン ト  アプ
リ ケーシ ョ ン と通信するカスタム コードを開発するこ と もできます。 詳
細については、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガ
イ ド』 を参照して ください。

表 4-4  Worklist の DTD

要求 DTD 説明 対応する応答 DTD

ClientMsgBoxReq.dtd ユーザ向けのボタン付きのメ ッセー

ジ  ボッ クスを表示する。
ClientMsgBoxResp.dtd

ClientSetVarsReq.dtd ユーザ向けのデータ入力フ ィールド

付きのメ ッセージ  ボッ ク スを表示す
る。

ClientSetVarsResp.dtd

ClientCallPgmReq.dtd ク ラ イアン ト  コンピュータのプログ
ラムを呼び出す

ClientCallPgmResp.dtd

ClientCallAddInReq.dtd Worklist アプ リケーシ ョ ンに対する

カスタム アド インを呼び出す。

ClientCallAddInResp.dtd
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XML メ ッセージの Worklist ユーザへの送信 : Check Customer Credit タスクの定義
こ こで使用する  Check Customer Credit タスクには、 [はい ] ボタン、 [ いいえ ] ボ
タンのついたメ ッセージ ボッ クスを送信する  ClientMsgBoxReq.dtd を使用しま
す。 DTD の構造は次のとおりです。

コード  リス ト  4-1   ClientMsgBoxReq XML ドキュメン トの構造

<message-box title=“text”
 style=“{plain|information|question|warning|error}”
 options=“{ok|ok_cancel|yes_no|yes_no_cancel}”>
text
   <actionid>provided by default</actionid>
</message-box>

注意 : アクシ ョ ン ID の要素と値は、 XML をク ライアン トに送信 アクシ ョ ンの
作成時に、 システムによって指定されます。

送信される メ ッセージ  ボッ クスに対応するタグと値を次の図に示します。

図 4-12   [Credit Check] メ ッセージ ボックス

こ こでは送信メ ッセージのテキス トで顧客 ID を使用するため、 実行時に対応す
る値を渡す CustomerID 変数を使用します。

ユーザのボタン選択の結果を取り込むには、 コード リ ス ト  4-2 で示すよ うに、
ClientMsgBoxResp.dtd から、 特に <message-box option> 属性から、 データ
を抽出する必要があ り ます。

タイ トル バー : <message-box title="Credit Check">

メ ッセージフォーマッ ト  : 
<message-box 
style="question">

ボタン  : <message-box options="yes_no_">
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4 ワークフローのノードの定義
コード  リスト  4-2   ClientMsgBoxReq XML ドキュメン トの構造

<message-box option=”{ok|yes|no|cancel}” /> 

そのため、 アクシ ョ ン全体を定義するには、 次の操作が必要です。

� XML をク ライアン トに送信アクシ ョ ンを追加し、 XML メ ッセージに対する
ユーザの応答を格納する変数の作成

� XML ドキュ メ ン ト構造体の作成

� メ ッセージ ボッ クスに対するユーザの応答を抽出するための XPath 式を持
つコールバッ ク変数の指定

� タスクに完了マークを付ける  コールバッ ク  アクシ ョ ンの追加と定義

XML をクライアン トに送信 アクションを追加する

Check Credit タスクへのユーザの入力結果を格納するために、 CreditCheck 変数
を作成する必要があ り ます。

変数は [XML をク ライアン トに送信 ] ダイアログ  ボッ クスで作成できるため、
XML をク ライアン トに送信 アクシ ョ ンを追加し、 同時に CreditCheck 変数を作
成します。

XML をク ライアン トに送信 アクシ ョ ンを追加し、 CreditCheck 変数を作成する
手順は次のとおりです。

1. [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [実行時 ] タブを選択し、 [追
加 ] をク リ ッ ク します。 [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ  ボッ クスが表示され
ます。

2. [統合アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 [XML をク ライアン トに送信 ] を選択
して [OK] をク リ ッ ク します。 デフォル トのルート と  actionid 要素が表示さ
れた [XML をク ライアン トに送信 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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XML メ ッセージの Worklist ユーザへの送信 : Check Customer Credit タスクの定義
3. ルート要素の隣の値フ ィールドをダブルク リ ッ ク して、 [式 ] ボタン  
を表示します。

4. [式 ] ボタンをク リ ッ ク し、 Expression Builder を起動します。

5. Expression Builder の中で、 [変数 ] オプシ ョ ンを選択します。

6. 変数リ ス ト をスク ロールして  New を表示し、 New をダブルク リ ッ ク して  [
変数プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スを開きます。

7. 変数を次の表に従って作成します。 [OK] をク リ ッ ク し、 [変数プロパティ ] 
ダイアログ  ボッ クスを終了します。

 

8. [OK] をク リ ッ ク し、 [Expression Builder] を終了します。

XML ドキュ メン トには
要素値の式が必要となる。 値の
フ ィールドをダブル

クリ ッ クし、 [式 ] ボタン
を表示してクリ ッ クして、
Expression Builder 
を起動する。

表 4-5  Check Customer Credit タスク変数

変数 データ

型

パラメータ  
タイプ

ワークフローでの使い方 対応する XML 要素または
属性

CreditCheck 文字列 なし Worklist ユーザの応答結果
を格納する。

<message-box option>
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4 ワークフローのノードの定義
XML ドキュ メン ト構造体を定義する

message-box XML ドキュ メ ン ト構造体を定義する手順は、 次のとおりです。

1. [XML をク ライアン ト に送信 ] ダイアログ ボッ クスで、 ルート要素を展開し
ます。

警告 : actionid 要素、 その名前および値を、 編集、 削除または移動しな
いでください。 アクシ ョ ン  ID は、 実行時にアクシ ョ ン  インスタ
ンスを識別するために使用されます。

2. XML ドキュ メ ン トの作成を始めるには、 ルート要素をダブルク リ ッ ク し、
既存のテキス トに上書きして  message-box と入力します。 〔Enter〕 を押しま
す。

注意 :  アイコンが表示されている場合は、 フ ィールド内に有効な式が
入力されていないこ と を示します。 フ ィールドに値を入力する と、 こ

のアイコンは消えます。

3. [message-box] 要素の隣の値フ ィールドをダブルク リ ッ ク して、 タイプする
か、 Expression Builder を使用して次のよ うに入力します。

 “Does customer ” + $CustomerID + “ pass credit check?”

文字列リテラルと変数を分離するために、 必ず引用符の内部にスペースを挿

入して ください。

4. [message-box] 要素を選択し、 [属性を追加 (Ctrl+A)] ボタン  をク リ ッ

ク して最初の属性を追加します。

5. [属性 ] フ ィールドで、 既存のテキス ト をダブルク リ ッ ク し、 属性名 options 
を上書きして追加します。

6. [ オプシ ョ ン ] 属性の隣の値フ ィールドで、 既存のテキス ト をダブルク リ ッ ク
して、 テキス トに上書きして  "yes_no" と入力します。

7. [message-box] 要素を選択し、 [属性を追加 (Ctrl+A)] ボタンをク リ ッ ク して  2 
番目の属性を追加します。

8. [属性 ] フ ィールドで、 テキス ト をダブルク リ ッ ク して属性名 style をテキ
ス トに上書きして追加します。

9. [ オプシ ョ ン ] 属性の隣の値フ ィールドで、 テキス ト をダブルク リ ッ ク して  
"question" とテキス ト に上書きして入力します。
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10. [message-box] 要素を選択し、 [属性を追加 (Ctrl+A)] ボタンをク リ ッ ク して 3 
番目の属性を追加します。

11. [属性 ] フ ィールドで、 テキス ト をダブルク リ ッ ク して属性名 title とテキ
ス ト に上書きして追加します。 〔Enter〕 を押します。

12. [style] 属性の隣の値フ ィールドで、 テキス ト をダブルク リ ッ ク して属性名 
"Credit Check" を上書きして入力し、 〔Enter〕 を押します。

これで、 完成した XML ドキュ メ ン ト構造体は、 次のよ うにな り ます。

コールバック変数を割り当てる

message box に対するユーザの応答結果を、 Worklist アプリ ケーシ ョ ンによって
返された  XML ドキュ メ ン ト から抽出するには、 XPath 式をセッ ト アップして  
CreditCheck 変数を登録する必要があ り ます。

コールバッ ク変数を割り当てる手順は、 次のとおりです。

1. [XML をク ライアン トに送信 ] ダイアログ ボッ クス下部の [ コールバッ ク変
数 ] タブを選択します。

2. [追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアロ
グ ボッ クスが表示されます。

3. [変数 ] ド ロ ップダウン  リ ス トから  [CreditCheck] を選択します。
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4 ワークフローのノードの定義
4. [Event Expression] フ ィールドに次の表の XPath 文を入力します。

5. [OK] をク リ ッ ク して終了します。 [ コールバッ ク変数 ] タブに新しい変数割
り当て文が表示されます。

参考 : また、 ClientMsgBoxResp.dtd ファ イルを  XPath Wizard にロード して
も、 XPath 式をビルドする  XML ドキュ メ ン ト を自動的に生成できます。
XPath Wizard を使用する手順については、 4-10 ページの 「XPath 文を定
義する」 を参照して ください。

タスク終了をマークする

タスク  ノードが message box に対するユーザの応答を確実に待ってから次のノー
ドに移行するよ うにするので、 コールバッ ク  アクシ ョ ン と しての タスクに完了
マークを付ける  を、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに追加するのでは
な く、 [XML をク ライアン トに送信 ] ダイアログ ボッ クスに指定します。 タスク
に完了マークを付ける  アクシ ョ ンをこ こに配置するこ とで、 ワークフローは 
Worklist ク ラ イアン ト からの応答を待って、 次のノードに進むよ うにな り ます。

タスクに完了マークを付ける  コールバッ ク  アクシ ョ ンを追加する手順は、 次の
とおりです。

1. [XML をク ライアン ト に送信 ] ダイアログ ボッ クス下部の [ コールバッ ク  ア
クシ ョ ン ] タブを選択します。

2. [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して  [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表
示します。

3. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 [ タスクに完了マークを付ける ] を
選択して [OK] をク リ ッ ク します。 [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアロ
グ  ボッ ク スが表示されます。

表 4-6  [Check Customer Credit] タスク ノードの XPath 式

変数 対応する XML 要素 値の抽出に必要な XPath 式

CreditCheck <message-box option> XPath("message-box/@option/text()")
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図 4-13   [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボックス

4. [完了マークを付けるタスク ] リ ス トから  [Check Customer Credit] を選択し、
[OK] をク リ ッ ク します。 タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンが [ コー
ルバッ ク  アクシ ョ ン ] タブに表示されます。

5. [OK] をク リ ッ ク し、 [XML をク ライアン トに送信 ] ダイアログ ボッ クスを
終了します。 XML をク ライアン トに送信 アクシ ョ ンが [ タスク  プロパティ
] ダイアログ  ボッ ク スの [実行時 ] タブに表示されます。

6. [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスを終了しま
す。
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等価テスト  : Check Credit 分岐の定義

サンプル ワークフローにおける最初の分岐では、 Check Credit タスクでの 
Worklist ユーザの応答が はい か いいえ のどちらであるかによって、 顧客が信用
チェ ッ クに合格したかど うかをチェ ッ ク します。

分岐ノードの名前は、 評価する条件によって決ま り、 この条件を式と して指定す

る必要があ り ます。 一般的に、 条件は、 変数の値を定数や別の変数などのほかの

要素と比較します。 デフォル ト では、 分岐には 1=1 の条件 （常に true） が割り当
てられています。

信用チェ ッ クの問い合わせに対する  Worklist ユーザの応答をチェ ッ クするため
に、 定数との等価テス ト を作成します。 つま り、 変数 CreditCheck に格納された
ユーザからの応答が、 "yes" と等価かど うかをテス ト します。 条件によって  true 
と評価された場合、 フローは Check Inventory タスクに進み、 false と評価された
場合は、 Contact Customer タスクに進みます。

C1 分岐ノードを定義する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウ内で、 [C1] 分岐シェイプをダブルク リ ッ ク
して [分岐のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [条件 ] フ ィールドに $CreditCheck="yes" と入力します。 

3. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ ク スを閉じます。
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タスクとワークフローのコメン トの追加 :  
Contact Customer タスクの定義

信用チェ ッ クの分岐が false となった場合、 フローは Contact Customer タスクに
進んで終了します。 このノードは、 変数 OrderStatus を  取消し  に設定し、 それを
表すワークフロー コ メ ン ト を追加します。 ワークフローが実行される と、 この
コ メ ン トが実行中のアプリ ケーシ ョ ンに表示されます。

顧客への連絡タスクは特定のユーザではな く、 CustomerService ロールに割り当
てられます。 このため、 そのロールに関連付けられているすべてのユーザが、 そ

のタスクを実行できます。 また、 XML メ ッセージを通じて  Worklist ユーザと通
信するのではな く、 実行時に [Worklist] ウ ィ ン ドウにタスク と共に表示されるタ
スク  コ メ ン ト を設定します。

注意 : ワークフローおよびタスクのコ メ ン トは最大 254 文字まで。 式の変数の
長さによ り、 コ メ ン ト の長さは実行時に決まる。 254 文字の限度を超え
るコ メ ン トは超過部分が実行時に警告無く短縮される。

[Contact Customer] タスク  ノードを定義する手順は、 次のとおりです。

� ワークフロー変数を設定 アクシ ョ ンの追加と定義

� ワークフロー コ メ ン ト を設定 アクシ ョ ンの追加と定義

� タスク  コ メ ン ト を設定 アクシ ョ ンの追加と定義

� タスクにロールを割り当て アクシ ョ ンの追加と定義

� タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンの追加と定義

ワークフローの変数を設定する

ワークフロー変数を設定 アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりです。

1. [Contact Customer] タスク  ノードをダブルク リ ッ ク して、 [ タスク  プロパティ
] ダイアログ  ボッ ク スを開きます。
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2. [ アクテ ィブ時 ] タブを選択し、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して [ アクシ ョ ン
を追加 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。

3. [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [ ワークフロー変数を設定 ] を
選択して [OK] をク リ ッ ク します。 [ ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ 
ボッ ク スが表示されます。

図 4-14   [ ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ ボックス

4. [設定する変数 ] ド ロ ップダウン リ ス ト から  "OrderStatus" を選択します。

5. [式 ] オプシ ョ ンを選択し、 フ ィールド内に "cancelled" と入力します。

6. [OK] をク リ ッ ク します。 ワークフロー変数を設定 アクシ ョ ンが、 [ タスク  
プロパティ ] ダイアログ ボッ クス内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。

ワークフローのコメントを設定する

OrderStatus 変数を設定しておけば、 ビルドする式でこの変数を利用して、 ワー
クフローのコ メ ン ト を指定できます。 コ メ ン トは、実行中のアプ リ ケーシ ョ ンに 
[Order cancelled] と表示されます。

ワークフロー コ メ ン ト を設定 アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりで
す。

1. [Contact Customer Task Properties] ダイアログ ボッ クスで、 [ アクテ ィブ時 ] 
タブを選択し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

2. [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 ワークフロー コ メ ン ト を設
定 を選択して [OK] をク リ ッ ク します。 [ ワークフロー コ メ ン ト を設定 ] ダ
イアログ  ボッ クスが表示されます。
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図 4-15   [ ワークフロー コメン トを設定 ] ダイアログ ボックス

3. [ コ メン ト ] フ ィールドで直接入力するか、 Expression Builder を使用して式 
"Order" + $OrderStatus を入力します。

4. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ クスを終了します。 ワークフロー コ
メ ン ト を設定 アクシ ョ ンが、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス内の 
[ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。

タスクのコメン トを設定する

Workflow ユーザに対して次のコ メ ン ト を表示します。

Please contact John Doe at 408 534 9567

実行時にワークフローから変数の値を取得するため CustomerName と  
CustomerPhone の 2 つの変数を使用します。 サンプルの式は次のよ うにな り ま
す。

コード  リス ト  4-3   Contact Customer タスク  : タスクのコ メン ト

"please contact"+ $CustomerName + "at"+ $CustomerPhone

プラス記号は文字列リテラルと変数を連結し、 スペースは変数の値と リテラル 
テキス トの間の最後のメ ッセージにスペースが表示されるよ うにする使い方がで

きます。
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4 ワークフローのノードの定義
タスク  コ メ ン ト を設定 アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりです。

1. [Contact Customer Task Properties] ダイアログ ボッ クスで、 [ アクテ ィブ時 ] 
タブを選択し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ
クスを呼び出します。

2. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 タスク  コ メン ト を設定 を選択して 
[OK] をク リ ッ ク します。 [ タスク  コ メ ン ト を設定 ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

図 4-16   [ タスク  コメント を設定 ] ダイアログ ボックス

3. [ コ メ ン ト を設定するタスク ] リ ス ト から  Contact Customer を選択します。

4. [ コ メ ン ト ] フ ィールドに直接入力するか、 Expression Builder を起動する  [
式 ] ボタンをク リ ッ ク してコード リ ス ト  4-3 にあるテキス ト を入力します。

5. [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスク  コ メ ン ト を設定 ] ダイアログ ボッ クスを終了し
ます。 タスク  コ メ ン ト を設定 アクシ ョ ンが [ タスク  プロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク ス内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。
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タスクをロールに割り当てる

タスクはユーザ名で識別されるユーザ に割り当てるほか、 関連付けられたすべ
てのユーザが実行できるロール に割り当てる こ と もできます。

また、 タスクをロール内のユーザ に割り当てるこ と もできます。 このアクシ ョ
ンは、 ロール名に関連付けられたユーザのう ち、 実行時に割り当てられたタスク

が最も少ないユーザにタスクを割り当てます。 ただし、 このサンプルでは限られ

たユーザと タスク しか使用しないため、 タス クをロール名に直接割り当てます。

こ こでは、 CustomerService ロールにタスクを割り当てます。 タスクを割り当て
られたユーザ （この場合は ユーザ admin のみ） は、 タスク  コ メン ト を見て、 タ
スクの実行前にそのコ メ ン トに対して応答します。

タスクにロールを割り当て アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりです。

1. [Contact Customer タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [ アクテ ィブ
時 ] タブを選択し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ 
ボッ クスを呼び出します。

2. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 [ タスクにロールを割り当て ] を選
択して [OK] をク リ ッ ク します。 [ タスクにロールを割り当て ] ダイアログ  
ボッ クスが表示されます。
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図 4-17   [ タスクにロールを割り当て ] ダイアログ ボックス

3. [割り当てるタスク ] リ ス ト から  Contact Customer を選択します。

4. [ ロール ] ド ロ ップダウン  リ ス トから  CustomerService を選択します。

5. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ ク スを終了します。 タスクにロール
を割り当て が [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス内の [ アクテ ィブ時
] タブに表示されます。

タスク終了をマークする

このタスクは 1 人のエンド  ユーザに割り当てられるタスクなので、 タスクに完
了マークを付ける  アクシ ョ ンを  [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスの [実
行時 ] タブに追加します。 タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンの割り当てが
ないと、 フローはこのノードから先に進めません。
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タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりで
す。

1. [Contact Customer Task Properties] ダイアログ ボッ クスで [実行時 ] タブを選
択し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを呼
び出します。

2. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [ タスクに完了マークを付ける ] を選
択して [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

3. [完了マークを付けるタスク ] リ ス トから  [Contact Customer] を選択し、
[OK] をク リ ッ ク します。 タスクに完了マークを付ける  が [ タスク  プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クス内の [実行時 ] タブに表示されます。

4. [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスを終了しま
す。

ビジネス オペレーションの作成と実行 : 
Check Inventory タスクの定義

信用チェ ッ ク分岐で true と評価される と、 フローは Inventory Check タスクに進
みます。 このタスクは、 POBean EJB 上の checkInventory() メ ソ ッ ドを呼び出
し、 受注品の在庫をチェ ッ ク し、 その結果をワークフローに返します。
checkInventory() メ ソ ッ ドは、 1 個のパラ メータ、 すなわち商品 ID を受け取
り、 在庫数を返します。

注意 : POBean.jar EJB の詳細は、 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を参照
して ください。

EJB メ ソ ッ ドを呼び出すためには、 次の 2 つを実行する必要があ り ます。

� そのメ ソ ッ ドのビジネス  オペレーシ ョ ンの作成

� ビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出すノードへの ビジネス  オペレーシ ョ ンを
実行 アクシ ョ ンの追加と定義
WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド 37



4 ワークフローのノードの定義
checkInventory() メ ソ ッ ドは値、 つま り該当する商品の在庫数を返すので、 そ
の結果を格納するワークフロー変数の作成も必要です。

ただし、 EJB 上のメ ソ ッ ドを呼び出す前に、 まず WebLogic Integration サーバ上
に EJB のインスタンスを作成する  Bean の create() メ ソ ッ ドを呼び出す必要が
あ り ます。 create() メ ソ ッ ドはまた、 EJB インスタンスへの参照も返します。
この参照を、 インスタンス変数と呼ばれるワークフロー変数に格納するこ とに

よって、 EJB 上で複数のメ ソ ッ ドを呼び出せるよ うにな り ます。

したがって、 こ こで使用する  Check Inventory タスクを定義するには、 次の作業
が必要です。

� create() メ ソ ッ ドのビジネス オペレーシ ョ ンの作成 

� checkInventory() メ ソ ッ ドのビジネス  オペレーシ ョ ンの作成

� Perform Business Operation Create OrderBean アクシ ョ ンの追加と定義、 およ
び結果を格納する変数の作成

� Perform Business Operation Check Inventory アクシ ョ ンの追加と定義、 およ
び結果を格納する変数の作成

� タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンの追加と定義

注意 : WebLogic Integration にバンドルされているサンプル プラグインには、
プラグイン アクシ ョ ンの Check Inventory が含まれており、 このアクシ ョ
ンを使用する と、 上記の最初の 4 つの手順を  1 つの定義済みのアクシ ョ
ンで実行できます。 このアクシ ョ ンは、 対応する  POBean メ ソ ッ ドを呼
び出すカスタム コードを作成し、 ワークフローとの間でパラ メータの受
け渡しを行います。 一方、 入力と出力のパラ メータ と して機能するワー
クフロー変数だけは、 指定する必要があ り ます。 このアクシ ョ ンのダイ

アログ ボッ クスを表示するには、 [ アクシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスで、
[Sample Actions] フォルダを展開し  [Check inventory for an available item] 
をダブルク リ ッ ク します。 このアクシ ョ ンとその他のサンプル プラグイ
ンの詳細は、 『WebLogic Integration BPM プラグイン プログラ ミ ング  ガ
イ ド』 を参照して ください。
38 WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド



ビジネス オペレーシ ョ ンの作成と実行 : Check Inventory タスクの定義
ビジネス オペレーシ ョンを作成する

ビジネス  オペレーシ ョ ンを作成する場合、 汎用的なコンフ ィグレーシ ョ ン、 つ
ま り、 あらゆるオーガニゼーシ ョ ンのすべてのワークフローで使用可能なコン
フ ィグレーシ ョ ンを行います。 ビジネス  オペレーシ ョ ンは、 基本的に Java ク ラ
スや EJB 上のメ ソ ッ ド呼び出しに便利なエ リ アスです。 メ ソ ッ ドが受け取るパ
ラ メータに説明的な名前を付けるこ と もできます。 そ うすれば、 ほかのユーザが
同じビジネス  オペレーシ ョ ンを呼び出そう とする場合に、 メ ソ ッ ドに入力が必
要なパラ メータの内容、 およびパラ メータの順序を直ちに知るこ とができます。

Create OrderBean ビジネス  オペレーシ ョ ンを作成する必要はあ り ません。 ワーク
フロー オブジェク トのインポート  : チュート リ アル パッケージ ファ イルのイン
ポート 」 のインポート手順によってインポート してあ り ます （Order Fulfillment 
ワークフローも このビジネス  オペレーシ ョ ンを使用しますが、 インポート時に
そのワークフロー内で未解決の参照が生じないよ うにしました）。 Create 
OrderBean ビジネス オペレーシ ョ ンは表示だけにとどめます。

ただし、 POBeans EJB 上で checkInventory() メ ソ ッ ドを呼び出す Check 
Inventory ビジネス  オペレーシ ョ ンを作成し、 この Check Inventory タス クで起動
できるよ うにします。

Create OrderBean ビジネス オペレーショ ンを表示する

Create OrderBean ビジネス  オペレーシ ョ ンの定義を表示する手順は、次のとおり
です。

1. [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜ビジネス  オペレーシ ョ ン ] を選択します。 [ ビジネ
ス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ  ボッ ク スが現れ、 すでにその中に 2-7 ページ
の 「ワークフロー オブジェ ク トのインポート  : チュート リ アル パッケージ 
ファ イルのインポート 」 でインポート した  2 つのビジネス  オペレーシ ョ ン 
Create OrderBean と  Calculate Total Price が表示されています。
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4 ワークフローのノードの定義
図 4-18   [ ビジネス オペレーション ] ダイアログ ボックス

2. ビジネス オペレーシ ョ ンの リ ス ト で、 Create OrderBean の説明をダブルク
リ ッ ク します。 [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ  ボッ クスが表
示されます。
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ビジネス オペレーシ ョ ンの作成と実行 : Check Inventory タスクの定義
図 4-19   Create OrderBean : [ ビジネス オペレーションを定義 ] ダイアログ ボッ
クス

ダイアログ  ボッ クスは、 create() メ ソ ッ ドにパラ メータがな く、 その戻 り
タ イプが POBean EJB のリモート  インタフェースへの参照であるこ と を示し
ています。

3. [取消し ] をク リ ッ ク して、 [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ 
ボッ クスを終了します。

Check Inventory ビジネス オペレーションを作成する

Check Inventory ビジネス  オペレーシ ョ ンを作成する手順は、 次のとおりです。

1. [ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスで、 [追加 ] ボタンをク リ ッ
ク します。 [ ビジネス オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

メ ソ ッ ドの戻り値の

タイプがここに表示

される。 この値を格
納するワークフロー

変数が必要。 なけれ

ば作成する必要があ

る。

メ ソ ッ ドのパラ メー

タ  リス トがこ こに
表示される （パラ

メータがある場合） 
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4 ワークフローのノードの定義
2. [ セッシ ョ ン EJB] オプシ ョ ンを選択します。 現在デプロイ されている  
Session EJB はすべて [ セッシ ョ ン EJB の JNDI 名 ] のド ロップダウン リ ス
ト から選択できるよ うにな り ました。

3. [ セッシ ョ ン EJB の JNDI 名 ] ド ロ ップダウン  リ ス トから、
wlpi.tour.POBean を選択します。 この EJB のメ ソ ッ ドが、 [呼び出すメ
ソ ッ ド ] ド ロ ップダウン リ ス トから選択できるよ うにな り ました。

4. [呼び出すメ ソ ッ ド ] ド ロ ップダウン  リ ス トから、 [int 
checkInventory(int p0)] を選択します。 パラ メータ と戻 り タイプがダイ
アログ ボッ クスに表示されます。

図 4-20   Check Inventory : [ ビジネス オペレーションを定義 ] ダイアログ ボッ
クス

5. [ ビジネス  オペレーシ ョ ン名 ] フ ィールドに、 Check Inventory と入力しま
す。

メ ソ ッ ドの戻り値タ

イプは整数であり、

これから作成する変

数に格納される。

メ ソ ッ ドには、 1 つ
のパラ メータ （整

数） が格納されてい

る。
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ビジネス オペレーシ ョ ンの作成と実行 : Check Inventory タスクの定義
6. （省略可能） [パラ メータ ] リ ス ト内で、 パラ メータを  1 つダブルク リ ッ ク し
て、 そのパラ メータの名前を変更します。 [パラ メータ ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

図 4-21   [パラメータ ] ダイアログ ボックス

7. このメ ソ ッ ドはパラ メータ と して商品 ID を受け取るため、 [名前 ] フ ィール
ドに ItemID と入力します。

注意 : ビジネス  オペレーシ ョ ンのパラ メータ名にはスペースを入れるこ と
はできません。

8. [OK] をク リ ッ ク します。 [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ
クスの [パラ メータ ] リ ス トに、 新しいパラ メータ名が表示されます。

9. [OK] をク リ ッ ク して  [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ ボッ ク
スを終了します。 新しいビジネス オペレーシ ョ ンが、 [ ビジネス  オペレー
シ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスに表示されます。

10.  [閉じる ] をク リ ッ ク して  [ ビジネス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クス
を終了します。

ビジネス オペレーシ ョンを実行する

必要なメ ソ ッ ドを  OrderBean から呼び出すために必要な、 ビジネス  オペレー
シ ョ ンの作成は終わり ました。 次に、 それらをタスク内から開始するアクシ ョ ン

を定義する必要があ り ます。

ビジネス  オペレーシ ョ ンを開始するアクシ ョ ンを定義するには、 以下の変数と
パラ メータを指定する必要があ り ます。

� 入力パラ メータ と して メ ソ ッ ドに渡すワークフロー変数

� メ ソ ッ ドが返した結果を格納するワークフロー変数
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4 ワークフローのノードの定義
� create() メ ソ ッ ドが返す EJB の参照であるインスタンス変数

2 つのビジネス  オペレーシ ョ ンに必要なパラ メータの関係を次の表にま とめて示
します。

このビジネス オペレーシ ョ ンで使用できるよ うにするには、
OrderBeanReference と  Inventory 変数の作成が必要です。 ビジネス オペレーシ ョ
ンで使用する変数は、[ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] アクシ ョ ン ダイアログ 
ボッ ク スで作成できるので、 以下の節で、 変数の作成手順をアクシ ョ ンの追加と
定義の手順と併せて説明します。

Create OrderBean ビジネス オペレーションを実行する

アクシ ョ ンの追加と定義を行う場合は、 次の表の変数も作成します。

Create OrderBean の ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 アクシ ョ ンの追加と定義の
手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウ内で、 Check Inventory タスクをダブルク
リ ッ ク して [ タス ク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [ アクテ ィブ時 ] タブを選択し、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して [ アクシ ョ ン
を追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

表 4-7  Create OrderBean および Check Inventory ビジネス オペレーション : [パラメータ ]

ビジネス オペレーション インスタンス変数 入力パラメータ 結果変数

Create OrderBean なし なし OrderBeanReference

Check Inventory OrderBeanReference ItemID Inventory

表 4-8  Create OrderBean ビジネス オペレーション : 結果変数

変数 データ型 パラメータ  
タイプ

ワークフローでの使い方

OrderBeanReference セッシ ョ ン  EJB なし。 POBean セッシ ョ ン  EJB のインスタンス
の参照を格納
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ビジネス オペレーシ ョ ンの作成と実行 : Check Inventory タスクの定義
3. [統合アクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] アク
シ ョ ンを選択して [OK] をク リ ッ ク します。 [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実
行 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4. [ オペレーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス ト から、 [Create OrderBean] を選択し
ます。

5. [結果の割り当て先 ] フ ィールドの隣の [追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [
変数プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

6. [名前 ] フ ィールドに、 OrderBeanReference と入力します。

7. [ タイプ ] ド ロ ップダウン リ ス ト から、 [ セッシ ョ ン EJB] を選択します。

8. [入力 ] チェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ ク します ( この変数は Order Fulfillment 
ワークフローでも使用します )。

9. [OK] をク リ ッ ク します。 [結果の割り当て先 ] フ ィールドに、 変数名と タイ
プが表示されます。
WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド 45



4 ワークフローのノードの定義
図 4-22   Create OrderBean : [ ビジネス オペレーションを実行 ] ダイアログ ボッ
クス

10. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ ク スを終了します。 Perform Business 
Operation Create OrderBean アクシ ョ ンが、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ  
ボッ ク ス内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。
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ビジネス オペレーシ ョ ンの作成と実行 : Check Inventory タスクの定義
Check Inventory ビジネス オペレーションを実行する

アクシ ョ ンの追加と定義を行う場合は、 次の表の変数も作成します。

Check Inventory の ビジネス オペレーシ ョ ンを実行 アクシ ョ ンの追加と定義の手
順は、 次のとおりです。

1. [Check Inventory タスク  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スで [ アクテ ィブ時 ] 
タブを選択し、 [追加 ] をク リ ッ ク して  [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ
クスを表示します。

2. [統合アクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] アク
シ ョ ンを選択して [OK] をク リ ッ ク します。 [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実
行 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. [ オペレーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス ト から  [Check Inventory] を選択しま
す。 [ インスタンス変数 ] フ ィールドに、 自動的に  OrderBeanReference 変数
が組み込まれます。

4. [パラ メータ ] リ ス トで [ItemID] パラ メータをダブルク リ ッ ク します。
[Expression Builder] が表示されます。

5. [変数 ] オプシ ョ ンを選択し、 リ ス ト内の [ItemID] をダブルク リ ッ ク して  [
式 ] フ ィールドに配置します。

6. [OK] をク リ ッ ク します。 ItemID 変数が [パラ メータ ] リ ス ト の [値 ] セク
シ ョ ンに表示されます。

7. [結果の割り当て先 ] フ ィールドの隣の [追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [
変数プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

8. [名前 ] フ ィールドに、 Inventory と入力します。

9. [ タイプ ] ド ロ ップダウン リ ス ト から  [Integer] を選択します。

10. [OK] をク リ ッ ク します。 [結果の割り当て先 ] フ ィールドに、 変数名と タイ
プが表示されます。

表 4-9  Check Inventory ビジネス オペレーション の 結果変数

変数 データ型 パラメータ  タイプ ワークフローでの使い方

Inventory Integer なし。 在庫チェ ッ ク結果の格納
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4 ワークフローのノードの定義
図 4-23   Check Inventory : [ ビジネス オペレーションを実行 ] ダイアログ ボッ
クス

11. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ ク スを終了します。 Perform Business 
Operation Check Inventory アクシ ョ ンが、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ  
ボッ ク ス内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。

タスク終了をマークする

このタスクには、 タスクを実行するアクシ ョ ン （た とえば、 実行を担当する  
Worklist ユーザへのタスクの割り当て） が含まれていないため、 タスクに完了
マークを付ける  アクシ ョ ンを [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [実行
時 ] タブではな く  [ アクテ ィブ時 ] タブに追加する必要があ り ます。

タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりで
す。
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不等価のテス ト  : Check Inventory 分岐の定義
1. [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスで、 [ アクテ ィブ時 ] タブを選択
し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ  ボッ ク スを開き
ます。

2. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [ タスクに完了マークを付ける ] を選
択して [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

3. [完了マークを付けるタスク ] リ ス トから  [Check Inventory] を選択し、 [OK] 
をク リ ッ ク します。 タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンが [ タスク  プロ
パテ ィ ] ダイアログ ボッ クス内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。

4. [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスを終了しま
す。

不等価のテスト  : Check Inventory 分岐の定
義

このワークフローの 2 番目の分岐では、 Check Inventory ビジネス  オペレーシ ョ
ンから返された在庫値と顧客の受注品の数量 （ワークフロー開始時に Neworder 
XML ドキュ メン ト で指定され、 ItemQuantity 変数に格納された数量） と を比較
して、 在庫が十分かど うかをチェ ッ ク します。

在庫が十分かど うかチェ ッ クするために、 2 つの変数を対象とする不等価テス ト
を作成します。 変数 Inventory の値が、 変数 ItemQuantity の値以上であるかをテ
ス トするわけです。 条件によって true と分岐された場合、 フローは Start Order 
Fulfillment タスクに進み、 false と分岐された場合、受注は "waiting" に設定され、
フローは Wait for Inventory タスクに進みます。

C2 分岐ノードを定義する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ド ウ内で、 [C2] 分岐シェイプをダブルク リ ッ ク
して [分岐のプロパティ ] ダイアログ  ボッ クスを表示します。
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図 4-24   Check Inventory 分岐

2. [条件 ] フ ィールドに、 $Inventory>=$ItemQuantity と入力します。

3. [False] タブを選択し、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して  [ アクシ ョ ンを追加 ] ダ
イアログ  ボッ クスを開きます。

4. [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [ ワークフロー変数を設定 ] を
選択して [OK] をク リ ッ ク し、 [ ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ ボッ ク
スを表示します。

5. [変数 ] ド ロ ップダウン リ ス ト から  [OrderStatus] を選択します。

6. [式 ] オプシ ョ ンを選択し、 フ ィールド内に "waiting" と入力します。

7. [OK] をク リ ッ ク して [ ワークフロー変数を設定 ] を終了します。 ワークフ
ロー変数を設定 アクシ ョ ンが [False] タブに表示されます。

8. [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して  [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを表
示します。

9. [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 ワークフロー コ メ ン ト を設
定 を選択して [OK] をク リ ッ ク し、 [ ワークフロー コ メ ン ト を設定 ] ダイア
ログ  ボッ クスを表示します。

10. [ コ メ ン ト ] フ ィールドに、 式 "Order"+ $OrderStatus を入力します。

11. [OK] をク リ ッ ク し、 [ ワークフロー コ メ ン ト を設定 ] ダイアログ ボッ クスを
終了します。 ワークフロー コ メ ン ト を設定 アクシ ョ ンが [False] タブに表示
されます。
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イベン トの作成 : Wait for New Inventory イベン トの定義
12. [OK] をク リ ッ ク し、 [分岐のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを終了しま
す。

イベン トの作成 : Wait for New Inventory イ
ベン トの定義

在庫チェ ッ ク分岐が、 false となった場合、 フローは [Wait for New Inventory] イ
ベン ト に進みます。 このイベン トは、 たとえば、 該当する  XML メ ッセージが在
庫報告アプリ ケーシ ョ ンから  JMS キューに到着する こ とによって ト リガされま
す。 ノードはメ イン  フローに埋め込まれているので、 フローは先に進まず、
ノードが ト リガされるまで待機状態に置かれます。 ノードが ト リガされる と、 フ
ローは Inventory Check タスクにループバッ ク し、 現在の在庫が受注の処理に十
分かど うかをチェ ッ ク します。

実際の XML ドキュ メ ン ト を使用していないので、 このイベン トがサンプル ワー
クフロー内で実際に ト リガされるこ とはあ り ません。 しかし、 次のドキュ メ ン ト
のよ うな仮の XML ドキュ メ ン ト をイ メージする こ とができます。

コード  リス ト  4-4   Newinventory XML ドキュメン ト

<newinventory>
   <date> June 18 2001 </date>
   .
   .
   .   
   <item>
      <id>236</id>
      <name>CD storage rack</name>
   <item>
</newinventory>

実行時に、 該当する商品の情報を含む <newinventory> ドキュ メ ン ト （このサ
ンプルの最初の XML ドキュ メ ン ト では CD 収納ラ ッ ク） のインスタンスによっ
てのみイベン ト が ト リガされるよ うにするため、 イベン ト  プロセッサの監視対
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象の要素 （この場合は商品 ID） を メ ッセージ ドキュ メ ン ト で指定するイベン ト  
キーを定義します。 イベン ト  キーの式を、 XML ドキュ メン ト内の対象要素から
値を抽出する  XPath 文と して指定します。

次に、 イベン ト  プロセッサが <newiventory> ドキュ メン ト を参照するイベン ト
を含むすべてのワークフロー インスタンスを検索しな くても済むよ うに、 イベ
ン ト  ノードそのものが、 イベン ト  キーで抽出された値と一致するよ うにキー値
の式を定義します。 2 つの値が一致する と、 イベン ト が ト リガされます。 そのメ
カニズムを次の図に示します。

図 4-25   受信 XML ドキュメント、 イベント  キーの式、 キー値の式の関係

コード リ ス ト  4-4 の例では、 当初の商品 ID が 236 だったのでイベン トが ト リガ
されます。

受信 XML ドキュ メ ン トの要素値、 イベン ト  キーのコンフ ィ グレーシ ョ ン式、 イ
ベン ト  ノードのキー値式が、 [Wait for Inventory] ノード用にどのよ うに互いに対
応するかを次の表に示します。
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イベン トの作成 : Wait for New Inventory イベン トの定義
イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ン式では、 開始ノードまたはイベン ト  ノー
ド内のキー値式と同じデータ型で評価する必要があ り ます。 XPath 式はノード  
リ ス トのタイプを返すため、 通常、 正しいデータ型を返すには、 ワークフロー式
の言語で記述される型キャス ト を実行する関数を使用する必要があ り ます。 この
例では、 変数が整数で保存されているため、 最初にノード  リ ス ト を文字列に変
換し、 次に文字列を整数に変換する必要があ り ます。 型キャス ト その他のワーク
フロー関数の詳細は、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワー
クフロー式の使用」 の 「関数を使用する」 を参照して ください。

こ こで使用するイベン ト を作成するには、 次の作業を行う必要があ り ます。

� イベン ト  キーのコンフ ィグレーシ ョ ン

� イベン トの定義

イベント  キーをコンフ ィグレーシ ョンする

イベン ト  キーをコンフ ィグレーシ ョ ンする場合は、 XML ドキュ メ ン ト 、 および
抽出対象の特定の要素の値を探すためにドキュ メ ン ト を解析する式の文書型また
はルート要素を指定します。 イベン ト  キーをコンフ ィ グレーシ ョ ンする と、 す
べてのワークフローのテンプレートで使用できます。

[newinventory] イベン ト  キーを定義する手順は、 次のとおりです。

1. [ コンフ ィグレーシ ョ ンを選択｜イベン ト ] を選択します。 第 2 章
「WebLogic Integration Studio 入門」 でインポート した  [cancelledorder] イベン
ト  キーが表示されている、 [ イベン ト  キー ] ダイアログ  ボッ ク スが表示され
ます。

表 4-10  Wait for Inventory イベント  : イベント  キーとイベント  ノード式の関係

要素 XML ドキュメン ト イベント  キー コンフ ィグレーション イベント  ノード

ルート要素 /文
書型

<newinventory> newinventory newinventory

イベン ト  キー
式 / キー値式

<item>

  <id>

ToInteger(ToString(XPath("/newi
nventory/item/id/text()")))

$ItemID
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4 ワークフローのノードの定義
図 4-26   [ イベント  キー ] ダイアログ ボックス

2. [追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ イベン ト  キーを定義 ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

図 4-27   [ イベント  キーを定義 ] ダイアログ ボックス

3. [ イベン ト記述子 ] フ ィールドに、 newinventory と入力します。

4. [式 ] フ ィールドに、 直接入力するか、 Expression Builder を起動する  [式 ] 
ボタンをク リ ッ ク して、 表 4-10 の XPath 式を入力します。
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イベン トの作成 : Wait for New Inventory イベン トの定義
5. [OK] をク リ ッ ク します。 [ イベン ト  キー ] ダイアログ  ボッ クスに、 新しいイ
ベン ト  キーが表示されます。

6. [閉じる ] ボタンをク リ ッ ク して、 [ イベン ト  キー ] ダイアログ ボッ クスを終
了します。

イベントを定義する

イベン ト  ノードに、 受信 XML ドキュ メ ン トのルート要素と、 XML ドキュ メン
トによ り提示される値と一致させたいキー値の式を指定します。 各イベン ト  
ノードで使用するキー値の式は、 それぞれユニークである必要があ り ます。 条件
を追加して受信ドキュ メ ン ト をフ ィルタ処理できますが、 このサンプルでは使用
しません。

注意 : イベン ト  キー機能はパフォーマンスがよいため、 常にイベン ト条件よ り
も優先してイベン ト  キーを使用する必要があ り ます。 イベン ト を ト リガ
する  XML ドキュ メ ン トのインスタンスをよ り厳密に制限したい場合、
かならずイベン ト  キーに追加するかたちで条件を使用します。

Wait for Inventory イベン ト を定義する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ド ウで、 [Wait for Inventory] イベン ト  ノードをダ
ブルク リ ッ ク します。 [ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。
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図 4-28   Wait for Inventory イベントの [ イベントのプロパティ ] ダイアログ 
ボックス

2. [ タイプ ] ド ロ ップダウン  リ ス トから  [XML イベン ト ] を選択します。

3. [ ドキュ メ ン ト  タイプ /ルート要素 ] フ ィールドに newinventory と入力し
ます。

4. [ キー値の式 ] フ ィールドに、 直接入力するか、 Expression Builder を起動す
る  [式 ] ボタンをク リ ッ ク して、 $ItemID と入力します。

5. [OK] をク リ ッ ク し、 [ イベン トのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを終了し
ます。
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サブワークフローの呼び出し  : Start Order Fulfillment タスクの定義
サブワークフローの呼び出し  : Start Order 
Fulfillment タスクの定義

在庫チェ ッ クの分岐が true となった場合、ワークフローは Start Order Fulfillment 
タスクに進み、 Order Fulfillment ワークフローを呼び出します。 サブワークフ
ローが実行を終了する と、 コン ト ロールは Start order Fulfillment タス クに戻り 、
そのタスクに完了マークが付く と、 フローはメ イン  ワークフローの次のノード、
すなわち、 Confirm Order Fulfillment タスクに進みます。

サブフローを呼び出す場合は、 メ イン  ワークフローの実行中に収集または設定
された値を、 サブフローの input 変数に渡す必要があ り ます。 たとえば、 出荷タ
スクに必要な顧客の住所、 請求書生成タスクによって呼び出される  POBean 
calculate() メ ソ ッ ドに必要なパラ メータなどの値を渡します （インポート さ
れた Order Fulfillment ワークフローに定義済みの変数リ ス トは、 テンプレート定
義を開いてフォルダ  ツ リーの [変数 ] フォルダを展開する と表示できます。 変数
が input、 output のどちらに定義されているかを知るには、 変数を右ク リ ッ ク し、
表示されるポップアップ メニューから  [ プロパティ ] を選択して、 変数の [プロ
パテ ィ ] ダイアログ ボッ クスを表示します）。

また、 calculate() メ ソ ッ ドが提出する注文合計金額など、 サブワークフロー
から返される値を格納する変数を作成し、 指定する必要もあ り ます。

Start Order Fulfillment タスクを定義するには、 次の作業が必要です。

� OrderTotalPrice 変数の作成

� ワークフローを設定 アクシ ョ ンの追加と定義

� 入力パラ メータの定義

� 結果変数の定義

� タスクに完了マークを付ける  コールバッ ク  アクシ ョ ンの追加と定義
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4 ワークフローのノードの定義
OrderTotalPrice 変数を作成する

calculate() メ ソ ッ ド （Order Fulfillment ワークフローによって呼び出される）
から返される結果を格納するために、 次の表で説明する  OrderTotalPrice 変数を
作成する必要があ り ます。 必要に応じて、 次の表から値を代入し、 4-6 ページの
「変数を作成する」 で説明する手順を参照して ください。

 

呼び出しワークフローを開始する

サブワークフローを開始するには、 サブワークフローの開始ノードが [呼び出し
] と定義されており、 さ らにワークフローがアクティブである必要があ り ます。
この例では、 2-7 ページの 「ワークフロー オブジェ ク ト のインポート  : チュート
リ アル パッケージ ファ イルのインポート 」 で Order Fulfillment ワークフローを
インポート したと きに、 このワークフローをアクテ ィブにしています。

ワークフローを開始 アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウ内で、 [Start Order Fulfillment] タスク  ノード
をダブルク リ ッ ク して  [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示しま
す。

2. [ アクテ ィブ時 ] タブを選択し、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して [ アクシ ョ ン
を追加 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

3. [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [ ワークフローを開始 ] を選択
して [OK] をク リ ッ ク します。 [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

4. [開始するワークフロー ] ウ ィ ン ドウで [Order Fulfillment] を選択します。

表 4-11  Start Order Fulfillment タスクの変数

変数 データ型 パラメータ  
タイプ

ワークフローでの使い方

OrderTotalPrice Double Input Order Fulfillment ワークフローで呼
び出された calculate() メ ソ ッ ド
の結果の格納する。
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サブワークフローの呼び出し  : Start Order Fulfillment タスクの定義
図 4-29   [ワークフローを開始 ] ダイアログ ボックス

5. [ オーガニゼーシ ョ ン内での開始 ] 領域で、 [現在のオーガニゼーシ ョ ン ] を
選択します。

入力パラメータを定義する

[ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスで呼び出すサブワークフローを選択
する場合、 サブワークフロー内で input と定義されている変数がダイアログ  ボッ
クス下部の [パラ メータ ] タブに表示されます。
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4 ワークフローのノードの定義
図 4-30   Start Order Fulfillment ワークフロー : 入力パラメータ
 

こ こで、 パラ メータの値を設定する必要があ り ます。 値を定義する式を使用でき

ますが、 このサンプルでは現在の変数の値を単純に渡すだけなので、 変数名をパ
ラ メータ式と して指定できます。

Start Order Fulfillment ワークフローの入力パラ メータを定義する手順は、 次のと
おりです。

1. [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クス下部の [パラ メータ ] タブを選択
します。

2. リ ス ト内のパラ メータをダブルク リ ッ ク します。 [パラ メータを設定 ] ダイア
ログ  ボッ クスが表示されます。

図 4-31   [パラメータを設定 ] ダイアログ ボックス

入力パラメータ と

して呼び出しワー

クフローに定義済

みの変数が、 ここ

に一覧表示され

る。

呼び出しワークフローに渡す値を設定

する式を定義する。
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サブワークフローの呼び出し  : Start Order Fulfillment タスクの定義
3. [式 ] フ ィールドで、 パラ メータに対応する変数名を先頭にドル記号を付けて
入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

4. 表の変数全部に対して、 手順 1 から  3 までを繰 り返します。

5. 終了する と、 次のよ うに リ ス トが完成します。

結果変数を定義する

[ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスで、 呼び出すワークフローを選択す
る場合、 サブワークフロー内で output と定義されている変数が、 ダイアログ  
ボッ クス下部の [結果 ] タブに表示されます。
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図 4-32   Start Order Fulfillment ワークフロー : [結果 ]
 

こ こで、 サブワークフローから返される結果が対応する変数に確実に格納される

よ うにします。 このサンプルでは、 すべての変数名が同じなので、 それぞれの結
果パラ メータに対応する変数名だけを指定します。

Start Order Fulfillment ワークフローの結果パラ メータを定義する手順は、 次のと
おりです。

1. [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クス下部の [結果 ] タブを選択しま
す。

2. 結果リ ス ト内の項目をダブルク リ ッ ク します。 [結果から変数を設定 ] ダイア
ログ  ボッ クスが表示されます。

図 4-33   [結果から変数を設定 ] ダイアログ ボックス

出力パラメータ と して呼び出しワークフ

ローに定義済みの変数が、 ここに一覧表

示される。

戻り値を格納す

る変数を指定す

る。 
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サブワークフローの呼び出し  : Start Order Fulfillment タスクの定義
3. [変数 ] ド ロ ップダウン  リ ス トから、 結果の割り当て先とする変数を選択し、
[OK] をク リ ッ ク します。

4. 両方の結果に対して、 手順 1 から  3 を繰り返し行います。

5. 終了する と、 次のよ うに リ ス トが完成します。

タスク終了をマークする

メ イン ワークフローが、 サブワークフローの終了を待ってから次に進むよ うに
するため、 ワークフローを開始 アクシ ョ ン内にサブアクシ ョ ンと して  タスクに
完了マークを付ける  を追加します。

タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりで
す。

1. [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスの下部で、 [ アクシ ョ ン ] タブを
選択し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを
開きます。

2. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [ タスクに完了マークを付ける ] を選
択して [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

3. [完了マークを付けるタスク ] リ ス トから、 Start Order Fulfillment を選択し、
[OK] をク リ ッ ク します。 タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンが、 [ ワー
クフローを開始 ] ダイアログ  ボッ ク スの [ アクシ ョ ン ] タブに表示されます。
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4 ワークフローのノードの定義
電子メール メ ッセージの送信 : Confirm 
Order Fulfillment タスクの定義

Order Fulfillment が実行された後は、 Watch for Cancellation イベン トが ト リガさ
れず、 ワークフローを終了できないよ うに設定します。 Confirm Order 
Fulfillment タスクは Watch for Cancellation イベン ト をキャンセルし、受注ステー
タスを完了に設定し、 その旨を記したワークフロー コ メ ン ト を追加し、 受注の
完了を確認する  電子メールを顧客への送信 （省略可能） を行います。

このタスクをセッ ト アップする作業は、 次のとおりです。

� Cancell Event アクシ ョ ンの追加と定義

� ワークフロー変数を設定 アクシ ョ ンの追加と定義

� ワークフロー コ メ ン ト を設定 アクシ ョ ンの追加と定義

� 電子メール送信 アクシ ョ ンの追加と定義

� タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンの追加と定義

イベントをキャンセルする

Order Fulfillment ワークフローが実行されて受注品が出荷された後は、 受注は取
り消せな くな り ます。Watch for Cancellation イベン トの受信メ ッセージに対する
リ スンを停止するには、 イベン トの取消し  アクシ ョ ンを Confirm Order 
Fulfillment タスクに追加します。

イベン ト の取消し  アクシ ョ ンの追加の手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウ内で、 Confirm Order Fulfillment タスクをダ
ブルク リ ッ ク して [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [ アクテ ィブ時 ] タブを選択し、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して [ アクシ ョ ン
を追加 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。 続いて、 [ その他のアクシ ョ ン ] 
フォルダを展開し、 ワークフロー イベン ト を取消し  を選択して [OK] をク
リ ッ ク します。 [ ワークフロー イベン ト を取消し ] ダイアログ  ボッ クスが表
示されます。
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電子メール メ ッセージの送信 : Confirm Order Fulfillment タスクの定義
図 4-34   [ワークフロー イベントを取消し ] ダイアログ ボックス

3. [取り消すイベン ト ] リ ス トから  [Watch for Cancellation] を選択して [OK] を
ク リ ッ ク します。 ワークフロー イベン ト を取消し  アクシ ョ ンが、 [ タスク  プ
ロパティ ] ダイアログ ボッ クス内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。

ワークフロー変数を設定する

次の手順では、 ワークフロー変数 OrderStatus に complete とい う値を設定する方
法を説明します。

ワークフロー変数を設定 アクシ ョ ンを追加する手順は、 次のとおりです。

1. [ アクテ ィブ時 ] タブを選択し、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して  [ アクシ ョ ン
を追加 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。次に、 [ ワークフロー アクシ ョ ン ] 
フォルダを展開し、 ワークフロー変数を設定 を選択し、 [OK] をク リ ッ ク し
て [ ワークフロー変数を設定 ] ダイアログ  ボッ クスを開きます。

2. [設定する変数 ] ド ロ ップダウン リ ス トから  [OrderStatus] を選択します。

3. [式 ] オプシ ョ ンを選択し、 フ ィールド内に "complete" と入力します。
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4. [OK] をク リ ッ ク します。 ワークフロー変数を設定 アクシ ョ ンが、 [ タスク  
プロパティ ] ダイアログ ボッ クス内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。

ワークフローのコメントを設定する

OrderStatus 変数を complete に設定すれば、 この変数をワークフローのコ メ ン ト
式で使用できます。 Order complete に対するワークフロー コ メン ト の設定方法
を、 以下の手順で説明します。

ワークフロー コ メ ン ト を設定 アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりで
す。

1. [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [ アクテ ィブ時 ] タブを選択
し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを呼び
出します。

2. [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 ワークフロー コ メ ン ト を設
定 を選択して [OK] をク リ ッ ク し、 [ ワークフロー コ メ ン ト を設定 ] ダイア
ログ  ボッ クスを表示します。

3. [ コ メ ン ト ] フ ィールドで、 直接入力するか Expression Builder を使用して、
次の式を入力します。

  "Order "+ $OrderStatus

4. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ ク スを終了します。 ワークフロー コ
メ ン ト を設定 アクシ ョ ンが、 [ タス ク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス内の 
[ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。

電子メール メ ッセージを送信する

受注を完了するために、 受注の完了を確認する  電子メール メ ッセージを発注元
の顧客に対して送信するワークフローを設定できます。

3-15 ページの 「内部 XML イベン トのポステ ィ ング : Neworder XML ドキュ メ ン
ト の編集」 で、 ユーザの 電子メール アドレス とその他のデータを入力済みの場
合は、 第 7 章 「サンプル ワークフローの実行とモニタ」 でワークフローを実行
する と  電子メールを受信します。
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注意 : tutorial.jar ファ イルにある  Order Processing テンプレート定義には、
このアクシ ョ ンは含まれません。 以下の文で説明するよ うに、 正しい
サーバ コンフ ィ グレーシ ョ ンが必要となるためです。

実行時に 電子メールを送信しよ う とする場合、 以下の条件が前提とな り ます。

� ユーザの 電子メール サーバが、 WebLogic Integration のインス トール時また
はインス トール後に正し く コンフ ィグレーシ ョ ンされているこ と。 インス
トール後の 電子メール サーバのプロパテ ィのセッ ト アップの詳細は、
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration のカスタマイズ」 の中の 「メール セッシ ョ ン プロパティのカスタ
マイズ」 を参照して ください。

� 有効な 電子 メール アドレスを設定するこ と。 Order Processing Trigger ワー
クフローに設定されているデフォル トの 電子メール アドレスを編集する必
要があ り ます。 3-15 ページの 「内部 XML イベン ト のポステ ィング : 
Neworder XML ドキュ メ ン トの編集」 で説明する手順に従って編集して くだ
さい。

前記の 2 つの条件に当てはまらない場合は、 電子メール メ ッセージを送信 アク
シ ョ ンを追加するこの手順を行わないでください。

電子メール送信 アクシ ョ ンの追加を選択した場合は、 メ ッセージのコンテンツ
と して次に示すメ ッセージを使用できます。

Subject: Your order #order number

Your order for item (quantity) has been shipped. The total price 
for your order is amount. Thank you for your business.

電子メール メ ッセージを送信 アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりで
す。

1. [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスで、 [ アクテ ィブ時 ] タブを選択
し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ  ボッ ク スを呼び
出します。

2. [ その他のアクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [電子メール メ ッセージを送信 ] を
選択して  [OK] をク リ ッ ク します。 [電子メール メ ッセージを送信 ] ダイアロ
グ ボッ クスが表示されます。
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図 4-35   [電子メール メ ッセージを送信 ] ダイアログ ボックス

3. [件名 ] フ ィールドに、 "Your order #" + $OrderID または任意のメ ッセー
ジを入力します。

4. [To] タブを選択し、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ メールの宛先 ] ダイ
アログ ボッ クスが表示されます。
68 WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド



電子メール メ ッセージの送信 : Confirm Order Fulfillment タスクの定義
図 4-36   [ メールの宛先 ] ダイアログ ボックス

5. [ アドレス ] オプシ ョ ンを選択します。

6. [式 ] チェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ ク し、 フ ィールド内に $CustomerEmail と
入力します。

7. [OK] をク リ ッ ク します。 CustomerEmail 変数が [宛先 ] リ ス ト に表示されま
す。

8. [ メ ッセージ ] タブを選択し、 任意の文を入力します。 次の図のよ うに入力す
る と、 前に示したメ ッセージと同じよ う な文にな り ます。
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図 4-37   [電子メール メ ッセージを送信 ] ダイアログ ボックス : 受注確認メ ッ
セージ

9. 完了したら  [OK] をク リ ッ ク します。

10. [電子メール送信 ] アクシ ョ ンが、 [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス
内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示されます。

タスク終了をマークする

このタスクは、 タスクを実行するアクシ ョ ンを持たないため、 タスクに完了マー
クを付ける  アクシ ョ ンを [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ アクテ ィ
ブ時 ] タブに追加する必要があ り ます。

タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンの追加と定義の手順は、 次のとおりで
す。

1. [ タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 [ アクテ ィブ時 ] タブを選択
し、 [追加 ] をク リ ッ ク して [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ ボッ クスを開き
ます。
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2. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを展開し  [ タスクに完了マークを付ける ] を選
択して [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスクに完了マークを付ける ] ダイアログ ボッ
クスを開きます。

3. [完了マークを付けるタスク ] リ ス トから  [Confirm Order Fulfillment] を選択
し、 [OK] をク リ ッ ク します。 タスクに完了マークを付ける  アクシ ョ ンが [
タスク  プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク ス内の [ アクテ ィブ時 ] タブに表示さ
れます。

4. [OK] をク リ ッ ク し、 [ タスク  プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスを終了しま
す。

イベン トの作成 : Watch for Cancellation イ
ベン トの定義

Order Fulfillment サブワークフローの [Ship Order] タスクが実行されるまでのプ
ロセス全体の任意の時点で、 たとえば、 該当する  XML メ ッセージが Web 層の
アプ リ ケーシ ョ ンから  JMS キューに到着するこ とによって、 Watch for 
Cancellation イベン ト を ト リガできます。 ノードがフローの外に存在し、 開始
ノード と完了ノードに直接アタッチされているため、 現在実行中のノード とは無
関係にフローを中断できます。 Order Fulfillment ワークフローの出荷タスクの実
行前にノードが ト リガされた場合、 Order Processing ワークフローは完了ノード
に進み終了します。

こ こでは実際の XML ドキュ メ ン ト を使用していないため、 サンプル ワークフ
ロー内でこのイベン トは実際に開始されません。 ただし、 次のドキュ メ ン ト のよ
う な仮の XML ドキュ メ ン ト をイ メージできます。

コード  リス ト  4-5   Cancellorder XML ドキュメン ト

<cancelledorder>
   <date> June 18 2001 </date>
   <order>
      <id>9654</id>
   </order>
   <customer>
      <id>232</id>
      <name>Harold Jones</name>
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   </customer>
.
.
.
</cancelledorder>

受信 XML ドキュ メ ン ト、 イベン ト  キーのコンフ ィ グレーシ ョ ン式、 イベン ト  
ノードのキー値式が、 このノードに関して相互に対応する方法を次の表で示しま
す。

Order Fufillment ワークフロー （詳細は、 6-1 ページの 「Order Fulfillment ワーク
フローの概要」 を参照） にも使用される  [cancelledorder] イベン ト  キーは、 すで
にインポート済みのため、 イベン ト  キーを作成する必要はあ り ません。 イベン
ト の定義だけが必要です。

イベントを定義する

Watch for Cancellation イベン ト を定義する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウで、[Wait for Cancellation] イベン ト  ノードを
ダブルク リ ッ ク します。 [ イベン ト のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

表 4-12  Watch for Cancellation イベント  : イベント  キーとイベント  ノード式の関係

要素 XML ドキュメン ト イベント  キー コンフ ィグ
レーション

イベント  ノード

ルート要素 /文書
型

<cancelledorder> cancelledorder cancelledorder

イベン ト  キー式 /
キー値式

<order>

  <id>

ToInteger(ToString(XPath

("cancelledorder/

order/id/text()")))

$OrderID
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図 4-38   Watch for Cancellation イベント  : [ イベントのプロパティ ] ダイアロ
グ ボックス

2. [ タイプ ] ド ロ ップダウン リ ス ト から  [XML イベン ト ] を選択します。

3. [ ドキュ メ ン ト  タイプ /ルート要素 ] フ ィールドに cancelledorder と入力
します。

4. [ キー値の式 ] フ ィールドに、 直接入力するか、 Expression Builder を起動す
る  [式 ] ボタンをク リ ッ ク して、 $OrderID を入力します。

5. （省略可能） OrderStatus 変数を次の手順に従って 取消し  に設定します。

a. [変数 ] タブを選択し、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して [ ワークフロー変数
の割り当て ] ダイアログ  ボッ クスを開きます。

b. [変数 ] ド ロ ップダウン  リ ス トから  [OrderStatus] を選択します。
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c. [式 ] フ ィールドに、 "cancelled" を入力します。

d. [OK] をク リ ッ ク し、 [ ワークフロー変数の割り当て ] ダイアログ  ボッ ク
スを終了します。 変数と式が [変数 ] タブに表示されます。

6. （省略可能） ワークフローのコ メ ン ト を次の手順に従って Order cancelled に
設定します。

a. [ アクシ ョ ン ] タブを選択し、 [追加 ] ボタンをク リ ッ ク して  [ アクシ ョ ン
を追加 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。

b. [ ワークフロー アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 ワークフロー コ メ ン ト を
設定 を選択して [OK] をク リ ッ ク し、 [ ワークフロー コ メ ン ト を設定 ] ダ
イアログ  ボッ クスを表示します。

c. [ コ メ ン ト ] フ ィールドに、 式 "Order"+ $OrderStatus を入力します。

d. [OK] をク リ ッ ク し、 [ ワークフロー コ メ ン ト を設定 ] ダイアログ ボッ ク
スを終了します。 ワークフロー コ メ ン ト を設定 アクシ ョ ンが [ アクシ ョ
ン ] タブに表示されます。

7. [OK] をク リ ッ ク し、 [ イベン トのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを終了し
ます。

テンプレート定義を保存する と、 実行準備は完了です。 次の節では、 Order 
Fulfillment ワークフローについて説明します。 定義済みのワークフローがイン
ポート済みです。
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注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration リ リー
ス  7.0 よ り非推奨とな り ました。 代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

チュー ト リ アルのこの節では、 Order Processing ワークフローの作成方法を説明
します。 ワークフローの概要を説明した後で、 以下の操作について説明します。

� テンプレートの作成

� テンプレート定義の作成

� ノードのシェイプの配置、 名称変更、 接続によるワークフローの作成

� ワークフロー ラベルの追加

� Expression Builder による式の設定

� テンプレート定義のアクティブ化

� テンプレート定義の保存

Order Processing ワークフローの設計概要

Order Processing ワークフローは、 受注から顧客信用情報のチェ ッ クや在庫
チェ ッ クまでのプロセスを処理します。 次に、 コン ト ロールを、 出荷と請求の処
理を行う  Order Fulfillment ワークフローに渡します。 Order Fulfillment プロセス
が終了する と、 コン ト ロールは Order Processing ワークフローに戻され、 そこで
受注処理完了の確認が行われます。

インタフェース  ビューのワークフローを高レベルで描写した図を、 以下に表示
しています。 図中で番号が振られている手順については、 図の下にある表で説明
します。 表では、 実際のプロセスをワークフロー モデルにマップしています。
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図 5-1   Order Processing ワークフロー : インタフェース ビュー
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表 5-1  Order Processing ワークフローの概要

プロセス 実装

処理システムによってデータが読み取られ、 ID 番
号が付けられて受理されます。

1. ワークフローは XML ドキュ メ ン トの受信に
よって開始される。

その受注はカスタマサービスに転送され、 顧客の

信用情報がチェ ッ ク されます。

2. XML メ ッセージが Worklist ユーザに送信さ
れ、 信用チェ ッ クの確認が行われる。

3. 分岐ノードは、 Worklist ユーザの応答がはい
かいいえかを評価する。
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信用チェッ クができなかった場合、 顧客サービス

担当者は顧客に通知して、 正しい信用情報を取得

する。 これ以降のプロセスは手動で行う。

4. 顧客への問い合わせタス クを  Worklist ロー
ルに割り当て、 ワークフローは終了する。

信用チェ ッ クが通る と、 商品 ID を基に受注商品の
現在の目録がデータベースでチェ ッ ク され、 出荷

可能な商品の数量と受注数量が比較されます。

5. EJB が呼び出され、 在庫チェ ッ クが行われ
る。

6. 分岐ノードによって、 在庫が十分かど うか
が評価される。

在庫が十分ではない場合は、 次の新規入庫の到着

までその受注は保留されます。 新規入庫の在庫表

が受領される と、 その在庫が受注に対応可能であ

る と確認できるまで、 手順 5 が繰り返されます。

7. イベン ト  ノードは XML ドキュ メ ン ト を受信
するまで待機する。 イベン トが開始する と、

フローは在庫チェ ッ ク  タス ク  ノードにルー
プ バッ クする。

在庫が十分な場合は、受注が 2 人の担当者に同時に
転送される。 担当者の 1 人は出荷を担当し、 も う  1 
人は受注に対する請求書生成をシステムに指示す

る。

8. Order Fulfillment サブワークフローが呼び出
される。

次に、 受注品が出荷されたこ とがシステムで確認

され、 顧客に電子メールで通知されます。

9. 電子メールが顧客に送信される。

10. ワークフローが終了する。

出荷前の ト ランザクシ ョ ンにおけるどの時点でも、

顧客からの通知によ り受注をキャンセルできます。

11. イベン ト  ノードは XML ドキュ メ ン ト を受
信するまで待機する。

表 5-1  Order Processing ワークフローの概要 （続き）

プロセス 実装
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テンプレートの作成

ワークフローのテンプレート を作成する と きに、 それに関連付けするオーガニ
ゼーシ ョ ンを指定します。

注意 : 1 つのテンプレート を複数のオーガニゼーシ ョ ンに関連付ける場合、 そ
のテンプレートに加えたすべての変更は、 他のオーガニゼーシ ョ ンがそ
のテンプレート を表示する と自動的に反映されます。

Order Processing のテンプレート を作成する手順は次のとおりです。

1. Studio のフォルダ ツ リーで [ テンプレート ] フォルダを右ク リ ッ ク します。
表示されるポップアップ メニューから  [ テンプレートの作成 ] を選択します。
[ テンプレートのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 5-2   [ テンプレートのプロパティ ] ダイアログ ボックス

2. [名前 ] フ ィールドに、 Order Processing と入力します。 [ オーガニゼー
シ ョ ン ] リ ス ト  ボッ ク スで [CDExpress] のチェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ ク しま
す。

3. [OK] をク リ ッ ク します。 Order Processing のテンプレートが、 フォルダ ツ
リーの [ テンプレート ] フォルダの下に追加されます。
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テンプレート定義の作成

テンプレート定義を作成する と きに、 有効期限の開始と終了を指定します。 デ
フォル トでは、 開始日は現在の日付であ り、 終了日は指定されていません。

新しいワークフロー テンプレートのテンプレート定義を作成する手順は次のと
おりです。

1. [ テンプレート ] フォルダの下の Order Processing のテンプレート を右ク リ ッ
ク します。 表示されるポップアップ メニューから  [ テンプレート定義を作成
] を選択します。 [ テンプレート定義 Order_Processing] ダイアログ ボッ クス
が表示されます。

図 5-3   [ テンプレート定義 Order_Processing] ダイアログ ボックス

2. （省略可能） [開始 ] と  [終了 ] （ワークフローを確実に実行可能な期間） を入
力し、 [OK] をク リ ッ ク します。
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5 ワークフローの作成
開始ノード、 タスク  ノード、 完了ノード、 そしてタスク  ノード内に 2 種類のア
クシ ョ ンを表示するシンプルなデフォル トのワークフロー設計ウ ィ ンド ウが開き

ます。 タスクをユーザ Workflow Attribute (“initiator”) に割り当てと  タスクに完
了マークを付ける  を割り当てます。 この 2 つは、 実行可能なワークフローの定
義に最低限必要なワークフロー オブジェ ク ト です。

図 5-4   [ ワークフロー設計 ] ウィンドウ

ワークフローの作図

[ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウのツールバー アイコンを使用して、 独自のワー
クフローを作図できます。 この節では、 ノードシェイプをワークフロー設計領域
に配置し、 これらを接続して名前を変更する こ とによ り、 Order Processing ワー
クフローを作図します。

シェイプを配置する

このワークフローの作図では次のシェイプを使用します。

� 4 種類のタスク （デフォル トのタスクに追加）

� 2 種類のイベン ト
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ワークフローの作図
� 2 種類の分岐ノード

シェイプを追加する手順は次のとおりです。

1. ツールバー上のシェイプのアイコンをク リ ッ ク します。

2. ワークフロー設計領域の任意の場所でク リ ッ ク します。

3. マウスのボタンを放してシェイプを領域内にド ロ ップします。

注意 : シェイプを配置する と、 最初に番号が割り当てられます。 ただし、 ワー
クフロー内のシェイプの最終的な順番は重要ではあ り ません。

� シェイプを移動するには、 ワークフロー設計領域内の任意の位置にド ラ ッグ  
アンド  ド ロ ップします。

� シェイプを削除するには、 シェイプを右ク リ ッ ク し、 表示されるポップアッ

プ メニューから  [削除 ] を選択します。 削除確認のダイアログ  ボッ クスが表
示されたら、 [はい ] をク リ ッ ク します。

ノード名を変更する

ノードを接続する前に、 分かりやすくするためにノード名を変更します。

注意 : 分岐ノードを、 通常は変数を含む式の名前に変更します。 最初に条件式
に使用する変数を設定する必要があるため、 第 4 章 「ワークフローの

ノードの定義」 で分岐ノードに名前を付けます。

タスク及びイベン ト  ノードの名称変更 :

1. ワークフロー設計領域で、 ノードをダブルク リ ッ ク します。 [ プロパティ ] ダ
イアログ ボッ クスが表示されます。

2. タスク  ノードの [名前 ] フ ィールドまたはイベン ト  ノードの [説明 ] フ ィー
ルドに、 ノード名を入力します。 次の表を参照して ください。

表 5-2  Order Processing ワークフロー : タスクおよびイベント  ノード

ノード 名前

T1 Check Customer Credit

T2 Confirm Order Fulfillment
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5 ワークフローの作成
3. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ ク スを終了します。 これで、 ワーク
フロー作図領域のノード上にノード名が表示されます。

4. 表にある ノードすべてに対して、 1 から  3 までの手順を繰 り返します。

注意 : 入力する ノード名が表内のノード番号と正確に対応していな く ても気に
しないでください。 フロー内のシェイプの最終的な順番は重要ではあ り
ません。

シェイプを配置してノードを接続する

次に、 シェ イプを自由に配置して接続し、 最終的に次の図のよ うにフローを作成
します。

T3 Check Inventory

T4 Start Order Fulfillment

T5 Contact Customer

E1 Wait for New Inventory

E2 Watch for Cancellation

表 5-2  Order Processing ワークフロー : タスクおよびイベント  ノード

ノード 名前
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ワークフローの作図
図 5-5   Order Processing ワークフロー : 完成図

シェイプを移動するには、 ワークフロー設計領域内の任意の位置にド ラ ッグ  ア
ンド  ド ロ ップします。

接続するには、 次の 2 つの方法があ り ます。 1 つはツールバーから行う方法、 も
う  1 つは、 ノードの [ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスから行う方法です。

ツールバーから接続する手順は次のとおりです。

1. ツールバー上の [ コネク タ ] ボタンをク リ ッ ク します。
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5 ワークフローの作成
2. 接続元のノードをク リ ッ ク し、 接続先のノードにド ラ ッグします。 次に、 マ
ウスのボタンを放して接続を確定します。 分岐ノードの場合は、 True または 
False 接続のどちらかを選択するよ う求められます。

ノードの [ プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスから接続するには、 次の手順で行い
ます。

1. 接続の起点とする接続元のノードをダブルク リ ッ ク します。 そのノードの [
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [次へ ] タブで、 接続先のノードを選択する。 分岐ノードの場合は、 [次の 
True] タブと  [次の False] タブから ノードを選択します。

コネク タを削除するには、 次の 2 つの方法があ り ます。 1 つは作図領域から削除
する方法、 も う  1 つはノードの [プロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスから削除する
方法です。

作図領域内からコネクタを削除する手順は次のとおりです。

1. 削除したいコネク タ上で右ク リ ッ ク します。 表示されるポップアップ メ
ニューから  [ コネクタを削除 ] を選択します。

2. 確認ダイアログ ボッ クスが表示されたら  [はい ] を選択し、 削除を確認しま
す。

ノードの [ プロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスからコネク タを削除する手順は、 次
のとおりです。

1. 接続元のノードをダブルク リ ッ クする。 ノードの [プロパティ ] ダイアログ 
ボッ ク スを起動します。

2. [次へ ] タブで、 接続元のノードに接続されている接続先のノードの選択を解
除します。 分岐ノードの場合は、 [次の True] と  [次の False] タブから ノード
の選択を解除します。
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ワークフロー  ラベルの追加
ワークフロー ラベルの追加

3-13 ページの 「ワークフローの式 : ワークフロー変数を設定 と  ユーザにタスク
を割り当て アクシ ョ ンの表示」 で、 Order Processing Trigger のワークフローで
は、 変数 OrderID が 1 づつ加算されるよ うに設定しました。 この節では、 実行時
アプ リ ケーシ ョ ンにその情報を表示するラベルを作成し、 ワークフローの各イン
スタンスご とにラベルがユニークになるよ うにします。

ワークフロー ラベルを作成するには、 ワークフロー式を指定します。 Order 番号
のラベルを表示するには、 次の式を使用します。

コード  リス ト  5-1   ワークフロー ラベル

“Order ” + $OrderID

ラベルを追加するには、 Order Processing Trigger ワークフロー内にすでに存在す
る変数に対応する、Order ID 変数も設定する必要があ り ます。Expression Builder 
内から変数を設定できるので、 変数の設定と式の定義を結合する手順を次に示し

ます。

Expression Builder で式を設定する

OrderID 変数を設定し、 ワークフロー ラベルを定義する手順は次のとおりです。

1. Order Processing のテンプレート定義を開き、 フォルダ ツ リー内の定義フォ
ルダ、 またはワークフロー設計ウ ィ ンドウ内の任意の場所で右ク リ ッ ク し
て、 表示されるポップアップ メニューから  [ プロパテ ィ ] を選択します。 [ テ
ンプレート定義 Order_Processing] ダイアログ  ボッ ク スが表示され、 そこに  [
ワークフロー ラベル ] フ ィールドができています。

注意 : このフ ィールドは、 初めてテンプレート定義を作成したと きは使用で
きません。 その後、 このダイアログ  ボッ クスを開いて初めて有効に
なり ます。
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5 ワークフローの作成
図 5-6   [ テンプレート定義 Order_Processing] ダイアログ ボックスの [ ワーク

フロー ラベル ] フ ィールド  [ ワークフロー ラベル ] フ ィールド

2. [ ワークフロー ラベル ] フ ィールドの隣にある   ボタンをク リ ッ ク しま
す。 [Expression Builder] が表示されます。

図 5-7   [Expression Builder] による変数の設定

3. [変数 ] ラジオ ボタンをオンにし、 右側のペインにある変数リ ス ト の中で、
New をダブルク リ ッ ク します。 [変数プロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スが表
示されます。
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ワークフロー  ラベルの追加
図 5-8   [ 変数プロパティ ] ダイアログ ボックス

4. 下記の表にある  OrderID 変数の関連情報を入力します。

 これで、 新しい変数がフォルダ ツ リーの [変数 ] フォルダに表示されます。

5. [OK] をク リ ッ ク して、 [変数プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを終了しま
す。 これで、 [Expression Builder] ダイアログ  ボッ クスの [式 ] フ ィールドに
この変数が表示されます。

表 5-3  テンプレート定義の ID 変数

変数名 データ

型

パラメータ  
タイプ

ワークフローでの使い方

OrderID Integer Input Worklist 内にワークフロー ラベルと
して表示し、 ワークフローの実行の

たびに加算する。

Order Fulfillment ワークフローに渡さ
れる。
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5 ワークフローの作成
図 5-9   Expression Builder の使い方

6. コード リ ス ト  5-1 で表示された式の設定を続けます。 設定するには、 以下の
いずれかの方法を行います。

� [式 ] ウ ィ ンド ウに直接タイプします。

� クオーテーシ ョ ン マークを入力するには、 [ リ テラル ] ラジオ ボタンをオ
ンにして double quote を選択します。

� プラス記号を入力するには、 [演算子 ] ラジオ ボタンをオンにして plus を
選択します。

� 変数を入力するには、 [変数 ] ラジオ ボタンをオンにして、 使用する変数
名を リ ス トから選択します。

1. メニューから
要素タイプを選択す

る。

2. 該当する項目が表
示されるまでスクロー

ルして、 その項目をダ

ブルクリ ッ クする。

3. 式要素が [式 ] ウィ ン
ドウ内に表示される。
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ワークフローのアクテ ィ ブ化
終了する と、 [式 ] ウ ィ ンド ウは次のよ うにな り ます。

7. [OK] をク リ ッ ク して、 [Expression Builder] ダイアログ  ボッ ク スを終了しま
す。 これで、 [ テンプレート定義 ] のプロパティ  ダイアログ ボッ クスの [
ワークフロー ラベル ] フ ィールドに、 設定した式が表示されます。

8. [OK] をク リ ッ ク して、 [ テンプレート定義 Order_Processing] ダイアログ  
ボッ クスを終了します。

ワークフローのアクティブ化

ワークフローを実行可能な状態にするには、 ワークフローをアクテ ィブにする必
要があ り ます。
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5 ワークフローの作成
Order Processing ワークフローをアクテ ィブにする手順は、 次のとおりです。

1. Order Processing のテンプレート定義を開き、 フォルダ ツ リー内の定義フォ
ルダ、 またはワークフロー設計ウ ィンド ウ内の任意の場所で右ク リ ッ ク し
て、 表示されるポップアップ メニューから  [プロパティ ] を選択します。 [ ア
クテ ィブ ] チェ ッ ク  ボッ クスがある  [ テンプレート定義 Order_Processing] ダ
イアログ  ボッ クスが表示されます。

注意 : このチェ ッ ク  ボッ ク スは、 初めてテンプレート定義を作成したと き
は使用できません。 その後、 このチェ ッ ク  ボッ クスを開いて初めて
有効にな り ます。

図 5-10   [ テンプレート定義 Order_Processing] ダイアログ ボックスの [ ワーク

フロー ラベル ] フ ィールド  [ アクティブ ] チェック  ボックス

2. [ アクテ ィブ ] チェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ ク します。

3. [OK] をク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ ク スを終了します。
16 WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド



ワークフローの保存
ワークフローの保存

ワークフローを少な く と も一度保存しないと、 ワークフローは実行できません。

Order Processing ワークフローを保存するには、 テンプレート定義を開き、 フォ
ルダ ツ リーでこのフォルダを右ク リ ッ ク して、 表示されるポップアップ メ
ニューから  [保存 ] を選択します。

次の節で、 ワークフローに必要なすべての変数とアクシ ョ ンを追加して定義しま
す。 この後、 チュー ト リ アルを続ける場合は、 一定の間隔でワークフローを保存
して ください。
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5 ワークフローの作成
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6 カスタム例外ハンドラの使い方

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration リ リー
ス  7.0 よ り非推奨とな り ました。 代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

この節では、 Order Fulfillment ワークフローで使用されるユーザ定義の例外ハン
ド ラの例を示し、 Studio の例外処理機能を中心に説明します。 この節ではワーク
フロー内のすべてのノードを概説した後で、 以下の方法について説明します。

� カスタム例外ハンド ラ とそのアクシ ョ ンを定義する。

� カスタム例外ハンド ラを起動する。

� 特定の例外を検出するための条件を評価する。

� 実行時エラーを修正するため、 ク ラ イアン トへ XML メ ッセージを送信する。

チュー ト リ アルのこの節では、 Order Fulfillment ワークフロー、 Create 
OrderBean と  Calculate Total Price ビジネス オペレーシ ョ ン、 cancelledorder イベ
ン ト  キーが、 2-7 ページの 「ワークフロー オブジェ ク ト のインポート  : チュート
リ アル パッケージ ファ イルのインポート 」 の説明に従ってインポート済みであ
るこ とを前提と します。

Order Fulfillment ワークフローの概要

Order Processing ワークフローから呼び出される  Order Fulfillment ワークフロー
には、 受注品の出荷と請求を処理するタスクが含まれています。 ワークフロー内
の 2 つのタスクは平行して実行する必要があるので、 両者は開始ノードに直接結
び付けられます。 両方のタスクがワークフローの終了前に必ず実行されるよ うに
するため、 AND ノードで 2 つのタスクを結合します。

また、 ワークフローは、 Order Processing Trigger ワークフロー内の元の XML ド
キュ メ ン ト で指定されていた無効な国名の省略形の修正を  Worklist ユーザに求
めるカスタム例外ハンド ラを定義し、 呼び出します。
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6 カスタム例外ハンド ラの使い方
Order Fulfillment ワークフローの詳細を次の図に示します。 図中に表示された番
号が振られている手順については、 図の下の表で説明しています。 この表では、
実際のプロセスをサンプル ワークフロー内の実際の実装にマップします。

図 6-1   Start Order Fulfillment ワークフロー : 詳細表示
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例外ハン ド ラ
例外ハンドラ

すべての WebLogic Integration ワークフローのテンプレート定義には、 システム
例外ハンド ラ とい うデフォル ト の例外ハンド ラが設定されています。 システム例
外ハンド ラは、 アクテ ィブな ト ランザクシ ョ ンをロールバッ クのみにマーク付け
した り、 例外をク ライアン トに送出した りするこ とによ り、 実行時に発生する例
外に応答します。

カスタム例外ハンド ラを定義し、 ワークフローのアクシ ョ ンを例外発生時に実行
させるこ と もできます。 カスタム例外ハンド ラをコンフ ィグレーシ ョ ンする と、
実行時に発生するすべての例外の検出や、 呼び出し  EJB に定義済みの特定の例
外処理が可能にな り ます。 カスタム例外ハンド ラを定義するには、 アクテ ィブな
ト ランザクシ ョ ンに対して実行されるコ ミ ッ ト  およびロールバッ ク  アクシ ョ ン
を指定します （詳細は、 「例外ハンド ラのアクシ ョ ン」 を参照して ください）。

ワークフロー レベルの例外ハンド ラは、 任意のノード内から呼び出すこ とがで
きます。 例外ハンド ラを定義した後で、 以下の 2 つのアクシ ョ ンのいずれかを使
用して、 ノード内から例外ハンド ラを起動します。

� ワークフロー例外ハンド ラを設定 － システム例外ハンド ラを非アクテ ィブ
化し、 指定のワークフローの有効期間に例外ハンド ラを設定します。 例外ハ
ンド ラ  アクシ ョ ンは、 例外が実際に送出されたと きにのみ起動されます。 必
要に応じてこの例外アクシ ョ ンを使用して、 例外ハンド ラをシステム例外ハ
ンド ラに リセッ ト できます。

� 例外ハンド ラの呼び出し  － このアクシ ョ ンは、 ワークフローの任意の時点
で、 例外が実際に発生するかど うかとは無関係に、 指定の例外ハンド ラで定
義されたアクシ ョ ンを開始します。 システム例外ハンド ラは、 コン ト ロール
がメ イン ワークフローに戻る と きに リセッ ト されます。

フォルダ ツ リーと、テンプレート定義の [プロパティ ] ダイアログ ボッ クスにあ
る  [例外ハンド ラ ] タブの両方から、 例外ハンド ラを新規に作成した り既存の例
外ハンド ラを表示した りできます。

フォルダ ツ リーで Order Fulfillment ワークフロー用に定義された例外ハンド ラを
表示する手順は、 次のとおりです。

1. フォルダ ツ リーで、 [Order Fulfillment] テンプレート を展開し、 テンプレート
定義を右ク リ ッ ク します。 表示されるポップアップメニューから  [開く ] を
選択してワークフローを開きます。
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6 カスタム例外ハンド ラの使い方
2. フォルダ ツ リーで [例外ハンド ラ ] フォルダを展開します。 展開する と次の
図のよ うにな り ます。

図 6-2   Start Order Fulfillment ワークフロー : 例外ハンドラ

このワークフローには、 Bad Data to OrderBean とい うユーザ定義例外ハンド
ラが 1 つ含まれます。

3. Bad Data to OrderBean 例外ハンド ラが呼び出される位置を確認します。 フォ
ルダ ツ リーでそのフォルダを右ク リ ッ ク し、 表示されるポップアップメ
ニューから  [使用 ] を選択します。 [例外ハンド ラの使用場所 ] ダイアログ  
ボッ ク スが表示されます。

図 6-3   [例外ハンドラの使用場所 ] ダイアログ ボックス 

フォルダ ツリーか
ら、 例外ハンド ラ

とそのアクシ ョ ンの

作成と定義を行う。 
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Generate Invoice タスクの表示
このウ ィ ン ドウで示すよ うに、 カスタム例外ハンド ラは [Generate Invoice] 
ノードから呼び出されます。 次に、 このノードについてもっと詳し く検討し
た う えで、 Bad Data to OrderBean 例外ハンド ラのプロパティ を詳細に見るこ
とにします。

4. [OK] をク リ ッ ク します。 [例外ハンド ラの使用場所 ] ダイアログ ボッ クスを
終了します。

Generate Invoice タスクの表示

最初に、 ビジネス  オペレーシ ョ ンや Bad Data to OrderBean カスタム例外ハンド
ラへの呼び出しを含め、 Generate Invoice タス クを構成するアクシ ョ ンを見てみ
まし ょ う 。

Generate Invoice タスクのプロパティ を表示する手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ド ウ内で、 Generate Invoice タスクをダブルク
リ ッ ク します。 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ  ボッ ク スを表示します。 [
アクテ ィブ時 ] タブには、 Accounting ロールにタスクを割り当てるアクシ ョ
ンが 1 つ含まれています。

2. [実行時 ] タブを選択します。

図 6-4   [Generate Invoice タスク  プロパティ ] ダイアログ ボックス : [実行時 ] 
タブ

[実行時 ] タブには以下のアクシ ョ ンが表示されます。
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6 カスタム例外ハンド ラの使い方
� 例外ハンド ラを “Bad Data to OrderBean”  に設定 － これは、 この時点以降
ワークフローの有効期間中に、 ワークフローが別の例外ハンド ラを設定する
まで、 ユーザ定義の例外ハンド ラを設定する例外処理 アクシ ョ ンです。 例外
ハンド ラの定義については、 「カスタム例外ハンド ラの定義 Bad Data to 
OrderBean 例外ハンド ラ」 で詳細に説明しています。

� ビジネス オペレーシ ョ ン “Create OrderBean” を実行 － これは、 POBean 上
の checkInventory() メ ソ ッ ドを呼び出す前に、 4-44 ページの 「Create 
OrderBean ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行する」 で使用した統合アクシ ョ ン
と同じ ものです。 このアクシ ョ ンでは、 実行時にサーバ上に EJB のインスタ
ンスが作成されます。

� ビジネス オペレーシ ョ ン  “Calculate Total Price”  を実行 － これは、 POBean 
上の calculate() メ ソ ッ ドを呼び出す統合アクシ ョ ンです。 「Calculate 
Total Price ビジネス  オペレーシ ョ ンの表示」 で詳細に説明しています。

� 例外ハンド ラを “(system exception handler)” に設定 － これは、 ワークフ
ローの例外ハンド ラを リセッ ト して、 実行時にすべてのワークフローに有効
なデフォル トのシステム例外ハンド ラに戻す例外処理アクシ ョ ンです。

� タスク  Generate Invoice に完了マークを付ける  － これは、 Generate Invoice 
タスクを完了するタスク  アクシ ョ ンです。 Shipping タスク も完了にマーク さ
れたと きに、 ワークフローは完了ノードに進み、 ワークフローは終了しま

す。

Calculate Total Price ビジネス オペレー
ションの表示

ビジネス オペレーシ ョ ン Calculate Total Price を実行 アクシ ョ ンをダブルク リ ッ
ク して、 プロパテ ィを表示します。
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Calculate Total Price ビジネス オペレーシ ョ ンの表示
図 6-5   [ ビジネス オペレーションを実行 ] ダイアログ ボックス : Calculate Total 
Price アクション

calculate() メ ソ ッ ドは、 国または州の売上税を含む合計金額を  
OrderTotalPrice 変数に返します。

calculate() メ ソ ッ ドに関する詳細は、 ビジネス  オペレーシ ョ ンのコンフ ィ グ
レーシ ョ ンを参照して ください。

Calculate Total Price ビジネス  オペレーシ ョ ンのコンフ ィ グレーシ ョ ンを表示す
る手順は次のとおりです。

1. [取消し ] をク リ ッ ク して、 [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] ダイアログ 
ボッ クスを終了します。

2. [取消し ] をク リ ッ ク して、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスを終
了します。

3. [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜ビジネス  オペレーシ ョ ン ] を選択します。 [ ビジネ
ス  オペレーシ ョ ン ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

4. ビジネス  オペレーシ ョ ンの リ ス ト で、 Calculate Total Price ビジネス  オペ
レーシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。 [ ビジネス オペレーシ ョ ンを定義 ] ダ
イアログ ボッ クスが表示されます。

こ こに表示される変数

は calculate() メソ ッ ド
に入力パラ メータ と し

て渡される。

メソ ッ ドの出力は、

OrderTotalPrice 変数に
格納され、 その値は 
Order Processing ワー
クフローに返される。
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6 カスタム例外ハンド ラの使い方
図 6-6   [ ビジネス オペレーションを定義 ] ダイアログ ボックス : Calculate Total 
Price アクション  

[呼び出すメ ソ ッ ド ] フ ィールドで、 calculate() メ ソ ッ ドによる例外 
BadStateException の送出を確認できます。 EJB のク ラス  ファ イルでは、
この例外は、 無効な州データがメ ソ ッ ドに渡された場合に発生するよ うに定
義されています。 ソース コードにおいて無効な州データ とは、 ア メ リカが州
名と して採用する有効な 2 文字の略称と整合がとれないテキス トのこ とで
す。

この例外の送出に備えて、 Bad Data to OrderBean 例外ハンド ラがワークフ
ローに設定され、 実行時にエラーを修正します。 この例外ハンド ラを、 以下
の節で更に詳し く説明します。

注意 : POBean.jar EJB の詳細は、 『BEA WebLogic Integration Javadoc』 を
参照して ください。

5. [取消し ] をク リ ッ ク して、 [ ビジネス オペレーシ ョ ンを定義 ] ダイアログ  
ボッ ク スを終了します。

6. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ ビジネス オペレーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クス
を終了します。

ビジネス オペレー
シ ョ ンによって呼び

出されたメソッ ドが

送出した例外が、 こ

こに表示される。
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カスタム例外ハン ド ラの定義 Bad Data to OrderBean 例外ハン ド ラ
カスタム例外ハンドラの定義 Bad Data to 
OrderBean 例外ハンドラ

第 3 章 「ワークフロー オブジェク ト とプロパティ」 で、 Order Processing ワーク
フローを ト リガした Neworder XML ドキュ メ ン トに含まれる  <shiptostate> 値
内の POBean に無効なデータのオカレンスが渡される場合をシ ミ ュレート しまし
た。 そのワークフローでは、 ShipToState 変数を不正な値 KK に設定し、 それが 
[Start Order Fulfillment] タスク ノードによって Order Fulfillment ワークフローに
渡されていました。

Generate Invoice タスクが実行される と、 ビジネス オペレーシ ョ ンを実行 アク
シ ョ ンは間違った ShipToState 変数の値を入力に使用して、 calculate() メ ソ ッ
ドを呼び出そ う と試みます。 POBean の calculate() メ ソ ッ ドは、 無効な州デー
タを受け取った場合に BadStateException を送出するため、 サーバはカスタム
定義の例外ハンド ラ  Bad Data to OrderBean を呼び出します。

こ こで、 Bad Data to OrderBean 例外ハンド ラ と、 その中に定義されているアク
シ ョ ンを見てみまし ょ う 。

Bad Data to OrderBean 例外ハンド ラを表示する手順は次のとおりです。

1. フォルダ ツ リーで、 [例外ハンド ラ ] フォルダを展開し、 Bad Data to 
OrderBean 例外ハンド ラを右ク リ ッ ク します。 表示されるポップアップ メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。 [例外ハンド ラのプロパテ ィ ] ダイ
アログ ボッ クスが表示されます。
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6 カスタム例外ハンド ラの使い方
図 6-7   [例外ハンドラのプロパティ ] ダイアログ ボックス

例外ハンドラのアクション

[ コ ミ ッ ト時アクシ ョ ン ] と  [ ロールバッ ク時アクシ ョ ン ] タブを使用する と、 ト
ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト  パスやロールバッ ク  パスで実行するワークフロー ア
クシ ョ ンを指定できます。 ト ランザクシ ョ ンがロールバッ ク専用にマーク されて
いる場合を除き、 ほとんどの場合はト ランザクシ ョ ンがコ ミ ッ ト されます。 この
場合、 例外ハンド ラはロールバッ ク  タブで指定されたアクシ ョ ンを実行します。
呼び出された EJB メ ソ ッ ドで ト ランザクシ ョ ンをロールバッ クのみにマークす
る こ とは可能ですが、 両方のタイプのアクシ ョ ンを指定するこ とをお勧めしま
す。

� コ ミ ッ ト時アクシ ョ ン － このタブで、 例外ハンド ラを終了 アクシ ョ ンを含
め、 以下のオプシ ョ ンを付けた任意のワークフロー アクシ ョ ンを指定する。

ここを選択して、 現在のカスタム例外ハンド ラ

を、 ワークフローのインスタンス化時にアク

テ ィブな例外ハンド ラに設定する。 選択しない

場合は、 デフォルトにより、 システム例外ハン

ド ラが初期例外ハンドラ となる。

ワークフロー ア
クシ ョ ンが、 ア

クテ ィブな ト ラ

ンザクシ ョ ンの 
コ ミ ッ ト  パス上

で実行されるよ

うに指定する。 

ワークフロー 
アクシ ョ ンが、

アクティ ブな

ト ランザク

シ ョ ンの ロー

ルバッ ク パス

上で実行され

るように指定

する。 
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カスタム例外ハン ド ラの定義 Bad Data to OrderBean 例外ハン ド ラ
� 終了してロールバッ ク

� 終了して停止 (残っている処理を実行しない )

� 終了して再試行 (失敗した処理を再試行する )

� 終了して続行 (次の処理で再開する )

� ロールバッ ク時アクシ ョ ン － 使用可能なアクシ ョ ンは、 ワークフロー変数
を設定、 統合 アクシ ョ ン、 例外ハンド ラおよびロールバッ クを終了、 電子
メール送信、 処理なし、 条件を評価、 監査エン ト リ を作成 です。

[例外ハンド ラのプロパテ ィ ] ダイアログ ボッ クスにあるよ うに、 Bad Data to 
OrderBean 例外ハンド ラは以下のアクシ ョ ンを定義しています。

� コ ミ ッ ト

� 条件を評価 －例外処理アクシ ョ ンの適用対象となる特定の条件をテス ト
した り、 テス ト結果に基づいて true または false アクシ ョ ンを指定した り
するその他のアクシ ョ ンです。 このアクシ ョ ンについては、 「条件を評価 
アクシ ョ ンの表示」 で詳細を説明します。

� 例外ハンド ラを終了して続行 － 例外ハンド ラを停止し、 次の操作でワー
クフローの実行を継続しよ う とする例外処理アクシ ョ ンです （この場合、

例外の原因となったビジネス  オペレーシ ョ ンのあとに続 く アクシ ョ ン）。

� ロールバッ ク

例外ハンド ラを終了してロールバッ ク－例外ハンド ラを停止して、 アクテ ィ
ブな ト ランザクシ ョ ンを例外が送出される前の状態にロールバッ ク し、 例外
をク ライアン ト に再送出する例外処理アクシ ョ ンです。
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6 カスタム例外ハンド ラの使い方
条件を評価 アクシ ョンの表示

条件を評価 アクシ ョ ンを表示するには、 [例外ハンド ラのプロパティ ] ダイアロ
グ  ボッ ク スで、 条件を評価 アクシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。 [条件を評価 ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 6-8   [条件を評価 ] ダイアログ ボックス

条件は次の式で定義されます。

WorkflowAttribute(“ExceptionType”) = 
“com.bea.wlpi.tour.po.BadStateException”

この場合、 この式はワークフロー属性 例外タイプ を使用して、 送出された例外
が POBean で指定された  BadStateException と等しいかど うかをテス ト しま
す。 このよ う な条件を使用するこ とは、 特定の例外を検出するよ うに例外ハンド
ラを設定する場合の一般的な方法です。 WorkflowAttribute 関数を使用して、 以
下に挙げるさまざまな例外の属性によって目的の例外を識別するこ とができま
す。
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XML をクライアン ト に送信 アクシ ョ ンの表示
� "ExceptionType"(String) － 例外の完全修飾 Java ク ラス名

� "Exception Text"(String) － 例外メ ッセージのテキス ト

� "ExceptionObject"(Exception) － 例外オブジェ ク ト自体

ワークフローの関数と属性の全 リ ス ト については、 『WebLogic Integration Studio 
ユーザーズ ガイ ド 』 の 「ワークフローの式を使用する」 を参照して ください。

条件を評価 アクシ ョ ンは、 テス ト結果、 つま り、 式による  true または false の評
価に従って実行するアクシ ョ ンを指定します。 この例では、 このアクシ ョ ンは以
下のよ う なアクシ ョ ンを指定します。

� True

XML をク ラ イアン ト に送信 － calculate() メ ソ ッ ドに渡された無効な
データの修正を  Worklist ユーザに求める  XML メ ッセージを Worklist ユーザ
に送信し、 Generate Invoice タスクを再実行する統合アクシ ョ ンです。 この
アクシ ョ ンについては、 「XML をク ラ イアン ト に送信 アクシ ョ ンの表示」 で
詳し く説明します。

� False

こ こではアクシ ョ ンの指定はあ り ません。 条件によって  false となった場合、
例外ハンド ラが、 [例外ハンド ラのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで指定
された ロールバッ ク  アクシ ョ ンを実行します。

XML をクライアン トに送信 アクシ ョンの表
示

XML をク ラ イアン ト に送信 アクシ ョ ンは、 POBean に渡され、
BadStateException の発生原因となった誤った不正なデータの修正を求める メ ッ
セージを  Worklist ユーザに送信します。 次に、 [Generate Invoice タスク  プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスの [実行時 ] タブで指定されたアクシ ョ ンを再実行
し、 タスクが正常に終了するよ うにします。
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6 カスタム例外ハンド ラの使い方
XML をク ライアン トに送信 アクシ ョ ンを表示するには、 [条件を評価 ] ダイア
ログ  ボッ クスで、 [True] タブを選択し、続いて  XML をク ライアン トに送信 アク
シ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。 [XML をク ライアン トに送信 ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

図 6-9   [Bad Data to OrderBean] 例外ハンドラ : [XML をクライアントに送信 ] 
ダイアログ ボックス

この XML をク ラ イアン ト に送信 アクシ ョ ンでは、 ClientSetVarsReq DTD に
基づき、 XML ドキュ メ ン ト が Worklist ク ラ イアン ト に送信され、 Worklist ユー
ザが情報を入力するためのフ ィールドを含むメ ッセージ ボッ ク スが Worklist に
よって表示されます。 XML ドキュ メ ン トは、 次のよ う な構造になっています。

コード  リスト  6-1   ClientSetVarsReq XML ドキュメン トの構造

<set-variables title=“text”>
text
   <actionid>provided by default</actionid>
   <variable name=“variable name” prompt=“text” />
   [<variable name=“variable name” prompt=“text” />]
</set-variables>
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XML をクライアン ト に送信 アクシ ョ ンの表示
Worklist ク ラ イアン ト によって表示される メ ッセージ ボッ クスに対応する  XML 
ドキュ メ ン ト内のタグ と値を、 次の図に示します。

図 6-10   [Error Warning] メ ッセージ ボックス

Worklist ユーザからの応答を取り込むために、 データは 
ClientSetVarsResp.dtd に基づいて Worklist ク ラ イアン トが返した  XML ド
キュ メ ン ト 、 特にコード リ ス ト  6-2 に示す <variable name>属性から抽出され

ます。

コード  リス ト  6-2   ClientMsgBoxReq XML ドキュメン トの構造

<set-variables>
   <variable name=“variable name” /> 
   [<variable name=“variable name” />] 
</set-variables>

必要な情報を抽出するために、 次の XPath 式が定義されます。

XPath("/set-variables/variable[@name=\"ShipToState\"]/text()")

次に、 [XML をク ライアン トに送信 ] ダイアログ  ボッ ク スの [ コールバッ ク変数
] タブで、 結果が ShipToState 変数に割り当てられます。

タ イ トル バー : 
<set-variables title=“Error Warning”>

メ ッセージ プロンプ ト  : 
<variable prompt=“text”>

値のフ ィールド  : 
<variable name=“ShipToState”>

メ ッセージ  : 
<set-variables>“text”</set-variables>>
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6 カスタム例外ハンド ラの使い方
最後にコールバッ ク  アクシ ョ ンが指定されます。

このアクシ ョ ンは、 Worklist ユーザが有効なデータを入力した後で、 [Generate 
Invoice タスク  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [実行時 ] タブに リ ス ト され
るすべてのアクシ ョ ンを再実行します （6-5 ページの 「Generate Invoice タスクの
表示」 を参照）。 ユーザが無効なデータを入力した場合は、 許容できるデータが
入力されるまで、 メ ッセージ  ボッ ク スが繰 り返し表示され、 正し く入力するよ
う求められます。

Generate Invoice タスクの最後のアクシ ョ ンによってタスクの完了がマーク され
る と、 ワークフローは AND ノードに進みます。 Ship Order タスクが完了とマー
ク される と、 ワークフローは終了します。 この時点で、 ワークフローの実行中に
収集された変数値が、 Order Processing ワークフローに返されます。
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7 サンプル ワークフローの実行とモ
ニタ

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは WebLogic Integration リ リー
ス  7.0 よ り非推奨とな り ました。 代替機能に関する詳細については、
『WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

この節では、 WebLogic Integration の Worklist からサンプル ワークフローを実行
します。 次に、 Studio でワークフローの実行中のインスタンスをモニタします。

この節で説明する手順を実行する以前に、 以下の作業が完了している こ と を前提
にしています。

� 2-2 ページの 「WebLogic Integration Studio の起動」 の説明に従って、 Studio 
にログオンしているこ と。

� Order Processing Trigger と  Order Fulfillment のテンプレート定義とその依存
関係を、 2-7 ページの 「ワークフロー オブジェ ク トのインポート  : チュート
リ アル パッケージ ファ イルのインポート 」 の説明に従ってインポート し、
アクテ ィブ化が完了しているこ と。

� 2-7 ページの 「ワークフロー オブジェ ク ト のインポート  : チュート リ アル 
パッケージ ファ イルのインポート 」 の説明に従って、 Order Processing のテ
ンプレート定義とその依存関係がインポート されている、 または、 第 5 章
「ワークフローの作成」 および第 4 章 「ワークフローのノードの定義」 の説

明に従って、 テンプレート を最初から作成し定義しているこ と。

注意 : Worklist および Studio のモニタ機能がこの節で説明されますが、 この節
はこれらのチュー ト リ アルではあ り ません。 これらの ト ピッ クの詳細は、
『WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド』 と、 『WebLogic 
Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフローをモニタする」

を参照して ください。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
Worklist アプリケーション内でのワークフ
ローの実行

Order processing Trigger ワークフローには手動による開始が含まれているので、
Worklist アプリ ケーシ ョ ンから このワークフローを実行できます。 このワークフ
ローは次に、 Order Processing と  Order Fulfillment ワークフローのすべてのタス
クを開始します。 この節では、 以下のこ とを行います。

� Worklist へのログ オン

� Order Processing Trigger ワークフローの開始

� Order Processing ワークフロー内のタスクの実行

� Order Fulfillment ワークフロー内のタスクの実行

Worklist アプリケーションにログ オンする

ユーザ admin を、 サンプルワークフロー内で使用されるすべてのロールのメ ン
バーと して定義しているので、 admin と してログ  オンします。

WebLogic Integration Worklist を起動する手順は、 次のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� Windows システムでは、 [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic 
Platform 7.0｜WebLogic Integration 7.0｜Worklist] の順に選択します。

� UNIX システムでは、 WLI_HOME/bin ディ レ ク ト リに移動し、 コマンド  
プロンプ トに次のよ うに入力して  Worklist 起動スク リプ ト を実行します。

 sh worklist.sh

[WebLogic Integrationへのログオン ] ダイアログ ボッ クスが [WebLogic 
Integration Worklist] アプリ ケーシ ョ ン  ウ ィン ド ウの前面に表示されます。
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Worklist アプリケーシ ョ ン内でのワークフローの実行
図 7-1   [WebLogic Integrationへのログオン ] ダイアログ ボックス

2. [ ユーザ名 ] フ ィールドに admin と入力します。

3. [パスワード ] フ ィールドに security と入力します。

注意 : ユーザ名とパスワードは大文字と小文字の区別が必要です。 パスワー
ド とユーザ名は、 必ず小文字で入力してください。

4. [Server [:port]] フ ィールドに、 WebLogic Integration サーバ アプリ ケーシ ョ ン
を実行中のシステムを次のよ うに指定します。

t3://host:7001

この host とは、 コンピュータ名または WebLogic Integration サーバ実行中
のシステムの IP アドレスです。 サーバが Worklist アプリ ケーシ ョ ン と同じ
コンピュータ上で実行中の場合は、 localhost と指定します。

5.  [OK] をク リ ッ ク します。 [WebLogic Integration Worklist] ダイアログ  ボッ ク
スが表示されます。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
図 7-2   [WebLogic Integration Worklist] ダイアログ ボックス

6. [OK] をク リ ッ ク します。 [Worklist] のメ イン ウ ィン ド ウが表示されます。

図 7-3   Worklist アプリケーションのメイン ウィンドウ

CDExpress 組
織を選択す

る。

すべてのカラムを表示

するには、 ウィン ドウ

名とカラム名をド ラ ッ

グする。

ユーザ名がこのタブに

表示される。 このタブ
を選択して、 ユーザに

割り当てられたタスク

を表示する。

このタスク  リス トは、 このユーザには未処理
のタスクがないこ とを示している。

ロール名がこれらのタブ

に表示される。 これらの
タブを選択して、 ロール

に割り当てられたタスク

を表示する。
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Worklist アプリケーシ ョ ン内でのワークフローの実行
7. ウ ィ ンド ウの最上部にある ド ロップダウン  リ ス トから  [CDExpress] を選択し
ます。 その組織のユーザに関連付けられたロールを示すタブが、 ユーザ名タ
ブの隣に表示されます。 この場合、 ロールは、 [Accounting]、
[CustomerService]、 [Shipping] です。

8. [表示 ] メニューから、 [完了 ] チェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ ク します。 これを
選択する と、 [ ワーク リ ス ト ] ウ ィ ンド ウに、 保留中 と  完了 タスクの両方を
表示できます。

サンプル ワークフローを開始する

手動で開始するよ うに作られている  Order Processing Trigger ワークフローを開始
して、 サンプル ワークフローを開始します。 このワークフローは、 サンプルの
メ イン ワークフローである  Order Processing をオフに設定します。

Worklist ユーザは全員がこのワークフローを開始できます。

[Order Processing Trigger] ウ ィ ンド ウを開く手順は、 次のとおりです。

1. [ ワークフロー （W） ｜ Start a Workflow ワークフローを開始 （S） ] を選択し
ます。 [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
図 7-4   [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボックス

2. [ オーガニゼーシ ョ ンを選択 ] ド ロ ップダウン リ ス ト で [CDExpress] を選択
します。

3. [開始するワークフローを選択 ] ウ ィ ンド ウから  [Order Processing Trigger] を
選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 ワークフローのインスタンスが作成され、
ワークフローの開始が成功したこ と を確認する メ ッセージが表示されます。

ワークフローの最初のタスクが、 ワークフローを開始ユーザに割り当てられ

るので （詳細は、 3-9 ページの 「タスク  ノードのプロパティ  : Start Order 
Processing タスク  ノードの表示」 を参照）、 次のメ ッセージも表示されます。
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Worklist アプリケーシ ョ ン内でのワークフローの実行
4. [OK] をク リ ッ ク します。 メ ッセージ  ボッ クスが両方と も終了します。 Start 
Order Processing タスクが Worklist で同じユーザ名の下に表示されます。

図 7-5   Worklist アプリケーションのタスク リス ト

5. タスクを実行するには、 タスク  リ ス ト内のタスクをダブルク リ ッ ク します。
タスクが実行される と、 Order Processing ワークフローを開始する  XML ド
キュ メ ン ト が作成され、 最初のタスクが admin に割り当てられます。

タスクが最初にタスク  リス
トに表示された日時を示す。

空のボックスは、 タス

クのステータスが未処

理であるこ とを示す。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
[Start Order Processing] タスクのステータスが完了には変わらないこ とに注意し
て ください。 これは、 ワークフローの設計で、 ループ メカニズムで指定され、
完了ノードが欠落しているので、 タスクが無限に割り当てられるためです （3-9 
ページの 「タスク  ノードのプロパテ ィ  : Start Order Processing タスク  ノードの表
示」 を参照して ください）。

このタスクを実行するたびに、 このタスクの別のインスタンスが admin のタス
ク  リ ス トに表示されます。 したがって、 Order Processing ワークフローを開始し
よ う とするたびに、 [ ワークフロー ] メニューから  Order Processing Trigger ワー
クフローを開始する必要がな く、 [ ワーク リ ス ト ] で Start Order Processing タス
クをダブルク リ ッ クするだけで開始できます。

Order Processing ワークフロー タスクを実行する

Order Processing ワークフローの最初のタスクは信用チェ ッ クであ り、 ユーザ 
admin に割り当てられました。 この節では、 Check Customer Credit タスクに対す
る  [はい ] の応答以降のワークフロー パスで指定されているすべてのタスクを実
行します。

Order Processing ワークフロー タスクを実行する手順は、 次のとおりです。

1. 新しいタスクを通知する メ ッセージ ボッ クスで、 [OK] をク リ ッ ク します。

2. [admin] ユーザ タブで、 Check Customer Credit タスクをダブルク リ ッ ク し
て、 そのタスクを実行します。 [Credit Check] メ ッセージ ボッ クスが表示さ
れます （このメ ッセージ ボッ クスは、 4-26 ページの 「XML ドキュ メ ン ト構
造体を定義する」 でセッ ト アップ済みです）。

図 7-6   [Credit Check] メ ッセージ ボックス

3. このメ ッセージ ボッ クス内で [はい ] をク リ ッ ク します。 これで、 [ ステー
タス ] カラムのチェ ッ ク  マークからわかるよ うに、 このタスクに完了のマー
クが付けられます。
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Worklist アプリケーシ ョ ン内でのワークフローの実行
図 7-7   完了マークが付いたタスク

こ こで、 Check Customer Credit タスクが含まれる  Order Processing ワークフロー
のステータスを表示します。 [Check Customer Credit] タスクを選択し、 [ ワーク
フロー｜ワークフローのステータス ] を選択します。 [ ワークフローのステータ
ス ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 7-8   [ワークフローのステータス ] ダイアログ ボックス

自動的に行われるタスクである  Check Inventory タスクには、 完了マークがすで
に付いています。 在庫チェ ッ クを通過する と （このサンプルでは常時行われる）、
次のタスクは、 Order Fulfillment サブワークフローを自動的に開始する  Start 
Order Fulfillment タスクです。

ワークフロー ラベルは、 Order 
Processing のテンプレート定義で定

義する。

タスクが完

了とマーク

される。

完了マーク

が付いたタ

スク。

未処理

タスク。

非アクテ ィブなタスク。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
Order Fulfillment ワークフロー タスクを実行する

ワークフローは Generate Invoice タスクを Accounting ロールに、 Ship Order タス
クを Shipping ロールに同時に割り当てます。 [Accounting] ロール タブと  
[Shipping] ロール タブを切 り替える と、 タスクが同時に表示されたこ と を確認で
きます。 これらのタスクを実行する順序は重要ではあ り ませんが、 こ こでは出荷
タスクから始めます。

Accounting ロールのメ ンバーと して定義された  joe で Worklist にログ オンした
場合、 Generate Invoice タスクが [Accounting] ロール タブの joe のワーク リ ス ト
にも含まれています。 Shipping ロールのメ ンバーと して定義された  mary で 
Worklist にログ オンした場合、 Ship Order タスク も  [Shipping] ロール タブの 
mary のワーク リ ス トに含まれます。 これらのワーク リ ス トからタスクを実行し
よ う とする場合、 この 2 人のユーザ名でログ オンし、Worklist の別のインスタン
スを開きます。 2 人のユーザのパスワードを、 password と入力します。

Order Fulfillment ワークフロー タスクを実行する手順は、 次のとおりです。

1. [Shipping] タブを選択します。 Ship Order タスクに出荷指示コ メ ン トが含まれ
ます。 このコ メ ン トは、 ワークフローのテンプレート定義で指定されたもの
です。

2. [Ship Order] タスクをダブルク リ ッ ク して、 このタスクを実行します。

3. [Accounting] タブを選択します。

4. [Accounting] タスクをダブルク リ ッ ク して、 このタスクを実行します。

6-9 ページの 「カスタム例外ハンド ラの定義 Bad Data to OrderBean 例外ハン
ド ラ」 で説明したよ うに、 このタスクを実行する と、 Calculate Total Price ビ
ジネス  オペレーシ ョ ンが実行されます。 その結果、 この操作によって、
Order Processing Trigger ワークフローの XML イベン トに含まれた不正な KK 
とい う州名データが、 POBean EJB 上の calculate() メ ソ ッ ドに渡されるこ
とにな り ます。 次に calculate() メ ソ ッ ドによって、 サーバが 
BadStateException 例外を送出します。

Order Fulfillment ワークフローは例外を検出するための例外ハンド ラを定義
するので、 Worklist ク ラ イアン ト上では例外に関する表示されません。 代わ
りに、 Bad Data to OrderBean 例外ハンド ラで定義された XML をク ライアン
ト に送信 アクシ ョ ンが指定する メ ッセージ ボッ クスが表示されるだけです 
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Worklist アプリケーシ ョ ン内でのワークフローの実行
（詳細については、 6-13 ページの 「XML をク ライアン トに送信 アクシ ョ ン
の表示」 を参照して ください）。

図 7-9   [Error Warning] ダイアログ ボックス

再び無効な州データを入力した場合、 ど う なるかを確認します。

5. メ ッセージ ボッ クス  フ ィールドに、 XYZ のよ う な無効データを入力します。
同じ メ ッセージが表示されて、 再び修正を求められます。

6. こ こで、 CA のよ う な有効な 2 文字の州名の略称を入力します。

今度は、 Generate Invoice タスクが実行され、 完了マークが付けられます。
Calculate Total Price ビジネス  オペレーシ ョ ンは、 注文の合計金額を計算し、 値
を  Order Processing ワークフローに返します。Confirm Order Fulfillment タスクは
自動的に実行され、 プロセス全体が終了します。

Order Processing ワークフローを定義する と きに、 電子メール メ ッセージを送信 
アクシ ョ ンを入れる と （4-64 ページの 「電子メール メ ッセージの送信 : Confirm 
Order Fulfillment タスクの定義」 を参照して ください）、 自分が書いたテキス ト
を記した  電子メールを受け取るこ とにな り ます。

電子メール メ ッセージを送信 アクシ ョ ンを入れない場合は、 以下の節の手順に
従って全ワークフロー操作の結果を表示できます。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
Studio による実行中のワークフローのモニ
タ

この節では、 Order Processing ワークフローに指定された次の 2 つのパスに従っ
て、 ワークフローを  2 回実行します。 1回目は、 Check Customer Credit タスクに 
いいえ を返し、 Order Processing ワークフローを終了する  Contact Customer タス
クを実行します。 2回目は はい を返して、 Order Processing ワークフローと  
Order Fulfillment ワークフロー両方の残 りのタスクを実行します。

Worklist 内でワークフローを実行するのと同時に、 Studio から実行中のワークフ
ローのインスタンスをモニタします。 CDExpress 組織の Worklist と  Studio のイ
ンスタンスを両方と も開く必要があ り ます。

Order Processing ワークフローのインスタンスの実行とモニタの手順は、 次のと
おりです。

1. Worklist で、 [admin] タブを選択します。 Start Order Processing タスクをダブ
ルク リ ッ ク します。 Order Processing ワークフローが開始します。

2. Studio で、 フォルダ ツ リー内の Order Processing のテンプレート を右ク リ ッ
ク します。 表示されるポップアップ メニューから  [ インスタンス ] を選択し
ます。 [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 つのインスタンスが表示されます。 1 つ目は、 前の章で実行したワークフ
ローで、 2 つ目は、 今開始したばかりのインスタンスです。 Order ID の番号
が不得手、 現在は 2 になっているこ とに注目して ください。
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Studio による実行中のワークフローのモニタ
図 7-10   [ワークフロー インスタンス Order Processing] ダイアログ ボックス

3. インスタンス  リ ス ト で、 [Order 2] をダブルク リ ッ ク します。 [ ワークフロー 
ステータス ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

ワークフローのコ メン トは、 Order Processing 
ワークフロー定義の Confirm Order Fulfillment タス
クで指定されている。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
図 7-11   [ ワークフロー ステータス Order Processing] ウィンドウ

4. [変数 ] ボタンをク リ ッ ク します。 ワークフロー変数の現在の設定を表示しま
す。 [ ワークフロー変数 ] ウ ィ ン ドウが表示されます。

緑色は、 タス

クが未処理で

あるこ とを示

す。
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Studio による実行中のワークフローのモニタ
図 7-12   [ワークフロー変数 ] ウィンドウ
 

5. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ ワークフロー変数 ] ウ ィン ド ウを終了します。

6. [ ワークフロー ステータス ] ウ ィン ド ウを終了します。

7. [ ワーク リ ス ト ] に切り替えます。

8. [admin] ユーザ タブで [Check Customer Credit] タスクをダブルク リ ッ ク して、
そのタスクを実行します。

9. メ ッセージ ボッ クスが表示されたら  [ いいえ ] をク リ ッ ク します。 これでフ
ローは、 CustomerService ロール （admin はそのメ ンバー） に割り当てられた  
Contract Customer タスクに進みます。

10. [CustomerService] タブをク リ ッ ク します。 [ コ メ ン ト ] カラムには、 4-31 
ページの 「タスク と ワークフローのコ メ ン トの追加 : Contact Customer タス
クの定義」 で定義した式が表示されます。 コ メ ン トには、 そのタスクを実行

する前にユーザが従 うべき指示が表示されます。

[CreditCheck] 変数
の値は、 Credit 
Check メ ッセージ
への応答によって

決まる。

他の変数は、 Order 
Processing Trigger 
ワークフローから受

信する XML ドキュ
メン トによって設定

される。

OrderTotalPrice 変数
は、Order Fulfillment 
ワークフローが実行

されたときに設定さ

れる。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
図 7-13   タスクのコメン ト

11. タスクをダブルク リ ッ ク して、 このタスクを実行します。 これでフローは終
了します。 Studio に戻り 、 ワークフロー インスタンスに表示された結果を確
認します。

12. Studio の [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ ボッ クスで、 [最新の情
報に更新 ] をク リ ッ ク します。 ワークフローが終了したこ とが表示されてい
ます。 こ こには 4-66 ページの 「ワークフローのコ メ ン ト を設定する」 で定義
したワークフローのコ メン ト  Order cancelled が含まれています。

ユーザへの指示が [ コ メン ト ] カラムに表示される。
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Studio による実行中のワークフローのモニタ
13. [Order 2] インスタンスをダブルク リ ッ ク します。 [ ワークフロー ステータス
] ウ ィ ン ドウが表示されます。 Contact Customer タスクはグレー表示になって
います。

グレーは、 タスク

が完了とマーク さ

れたこ とを示め

す。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
14. [変数 ] をク リ ッ ク して、 [ ワークフロー変数 ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。

15. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ ワークフロー変数 ] ウ ィ ン ドウを終了します。

16. [ ワークフロー ステータス ] ウ ィ ンド ウを終了します。

こ こで、 3 回目のワークフローの繰り返しを行い、 Credit Check タスクに対して 
はい を応答後に、 終了したワークフローのインスタンスをモニタします。

Order Processing および Order Fulfillment ワークフローの再実行とモニタの手順
は、 次のとおりです。

1. [ ワーク リ ス ト ] で、 [admin] ユーザ タブを選択します。 次に Start Order 
Processing タスクをダブルク リ ッ ク します。 Order Processing ワークフローが
開始します。 こ こでは Order 3 とい う ラベルが表示されています。

2. [admin] タブを選択します。 次に [Check Customer Credit] タスクをダブルク
リ ッ ク して、 そのタスクを実行します。 [Credit Check] メ ッセージ  ボッ クス
が再び表示されます

3. 今回は、 [はい ] をク リ ッ ク します。 ワークフローは Check Inventory タスク
に進みます。

4. こ こで、 Studio に切 り替えます。

これで、 Credit 
Check タスク
に対する応答

がここに表示

される。

ワークフローが 
[Check 
Inventory] ノー
ド  に達する前に
終了するので、

Inventory 変数
は未定義のまま

となる。
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Studio による実行中のワークフローのモニタ
5. [ ワークフロー インスタンス ] ダイアログ  ボッ クスで、 [最新の情報に更新 ] 
をク リ ッ ク します。 新しいインスタンスが表示され、 今回は Order 3 となっ
ています。

6. [Order 3] インスタンスをダブルク リ ッ ク して、 [ ワークフロー ステータス ] 
ウ ィ ンド ウを呼び出します。 今回のウ ィ ンドウでは、 Check Customer Credit 
タスク と  Check Inventory タスクはグレー表示されています。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
7. こ こで、 [Vars] をク リ ッ ク して、 [ ワークフロー変数 ] ウ ィ ン ド ウを表示しま
す。
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Studio による実行中のワークフローのモニタ
8. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ ワークフロー変数 ] ウ ィン ド ウを終了します。

[Inventory] 変数 （536） が、 [ItemQuantity] 変数 （2） よ り大きいので、 今度
は Order Fulfillment ワークフローが開始され、 そのインスタンスをモニタで
きます。

9. フォルダ ツ リーで、 Order Fulfillment のテンプレート を右ク リ ッ ク します。
表示されるポップアップ メニューから  [ インスタンス ] を選択します。 ワー
クフローの 2 つのインスタンスが表示された [ ワークフロー インスタンス  
Order Fulfillment] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

今度は 
CreditCheck と  
Inventory の変数
が設定されてい

る。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
図 7-14   [ ワークフロー インスタンス Order Fulfillment] ダイアログ ボックス

10. [Order 3] をダブルク リ ッ ク します。 [ ワークフロー ステータス ] ウ ィ ンド ウ
が表示されます。

11.今回は、 [List Instances] ボタン   をク リ ッ ク します。 リ ス ト  ビュー

でステータスを確認します。

図 7-15   [ ワークフロー ステータス Order Fulfillment] ウィンドウ

12. [変数 ] をク リ ッ ク して、 [ ワークフロー変数 ] ウ ィン ド ウを表示します。
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Studio による実行中のワークフローのモニタ
13. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ ワークフロー変数 ] ウ ィン ド ウを終了します。

14. [ ワーク リ ス ト ] ウ ィ ン ドウに戻り ます。

15. [Shipping] ロール タブを選択します。 次に [Shipping] タスクをダブルク リ ッ
ク して、 そのタスクを実行します。

16. [Accounting] タブを選択し、 次に [Generate Invoice] タスクをダブルク リ ッ ク
します。 [Error Warning] メ ッセージ ボッ クスに、 CA などの有効な州の略称
を入力します。

17. Studio に戻 り ます。

18. [ ワークフロー ステータス  Order Fulfillment] ウ ィ ン ドウで [Instance Refresh] 

ボタン  をク リ ッ ク します。

Order Processing 
ワークフローから

渡された値。

これらの値はこ

れから設定する。

両方のタスク

に、 完了マー

クが付けら

る。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
19. こ こで、 [変数 ] をク リ ッ ク して、 [ ワークフロー変数 ] ウ ィ ンド ウを表示し
ます。

20. [閉じる ] をク リ ッ ク して、 ウ ィン ド ウを終了します。

21. [ ワークフロー ステータス  Order Fulfillment] ウ ィン ド ウを終了します。

22. [ ワークフロー インスタンス  Order Processing] ダイアログ ボッ クスで、 [最
新の情報に更新 ] をク リ ッ ク します。 ウ ィ ンド ウは、 ワークフローが終了し
たこ と を示しています。

23. [Order 3] をダブルク リ ッ ク して、 [ ワークフロー ステータス ] ウ ィン ド ウを
確認します。 ウ ィ ンド ウは、 ワークフローが終了したこ とを示しています。

OrderTotalPrice 変
数と  ShipToState 
変数が設定され

る。
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Studio による実行中のワークフローのモニタ
24. [変数 ] をク リ ッ ク します。 終了したワークフローの変数が表示されます。
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7 サンプル ワークフローの実行とモニタ
25. [ ワークフロー変数 ] ウ ィ ンド ウを終了して、 次に [ ワークフロー ステータ
ス ] ウ ィ ン ドウ も終了します。

26.他に開いているウ ィンド ウがあれば、 それも終了します。

これで、 Business Process Management のチュート リ アルは終了です。

変数の値は、

現在すべてそ

ろっている。
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	図4-14 [ワークフロー変数を設定] ダイアログ ボックス
	4. [設定する変数] ドロップダウン リストから "OrderStatus" を選択します。
	5. [式] オプションを選択し、フィールド内に "cancelled" と入力します。
	6. [OK] をクリックします。ワークフロー変数を設定 アクションが、[タスク プロパティ] ダ
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	11. [OK] をクリックして、ダイアログ ボックスを終了します。Perform Busines



	タスク終了をマークする
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	10. [コメント] フィールドに、式 "Order"+ $OrderStatus を入力します。
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	図4-36 [メールの宛先] ダイアログ ボックス
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	2. [タスク アクション] フォルダを展開し [タスクに完了マークを付ける] を選 択して [O
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	4. [OK] をクリックし、[タスク プロパティ] ダイアログ ボックスを終了しま す。
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	イベントを定義する
	1. [ワークフロー設計] ウィンドウで、[Wait for Cancellation] イベント
	図4-38 Watch for Cancellation イベント : [イベントのプロパティ] 
	2. [タイプ] ドロップダウン リストから [XML イベント] を選択します。
	3. [ドキュメント タイプ/ルート要素] フィールドに cancelledorder と入力 し
	4. [キー値の式] フィールドに、直接入力するか、Expression Builder を起動す
	5. （省略可能）OrderStatus 変数を次の手順に従って 取消し に設定します。
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	b. [変数] ドロップダウン リストから [OrderStatus] を選択します。
	c. [式] フィールドに、"cancelled" を入力します。
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